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○ 招  集  告  示 

 

麻績村告示第９号 

 

 令和３年第１回麻績村議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和３年３月１日 

 

麻績村長  高 野 忠 房 

 

 １ 日  時  令和３年３月９日（火） 午前 ９時００分 

 

 ２ 場  所  麻績村役場 議会議場 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（８名） 

    １番  塚 原 利 彦 君       ２番  飯 森 茂 孝 君 

    ３番  峯 村 賢 治 君       ４番  宮 川 秀 俊 君 

    ５番  小 山 福 績 君       ６番  小 瀬 佳 彦 君 

    ７番  茂 木 泰 男 君       ８番  塚 原 義 昭 君 

 

不応招議員（なし） 
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令和３年第１回麻績村議会定例会 （第１日） 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                         令和３年３月９日（火）午前９時開会 

      開会及び開議の宣告 

      議事日程の説明 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 村長挨拶 

日程第 ４ 諸般の報告（議員派遣結果報告） 

日程第 ５ 請願・陳情等の委員会付託について 

日程第 ６ 議案第 1 号から議案第１１号まで一括上程 

      議案第 １号 令和元年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の 

             変更契約の締結について 

      議案第 ２号 麻績村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ３号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ４号 麻績村介護保険条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ５号 麻績村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を 

             定める条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ６号 麻績村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関 

             する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ７号 麻績村指定介護支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

             支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

             を定める条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ８号 麻績村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び 

             運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた 

             めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正 

             する条例について 

      議案第 ９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 
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      議案第１０号 麻績村デイサービスセンターの指定管理者の指定について 

      議案第１１号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起について 

日程第 ７ 議案第１２号から議案第１９号まで一括上程 

      議案第１２号 令和３年度麻績村一般会計予算 

      議案第１３号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計予算 

      議案第１４号 令和３年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算 

      議案第１５号 令和３年度麻績村住宅団地分譲事業特別会計予算 

      議案第１６号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計予算 

      議案第１７号 令和３年度麻績村水道事業特別会計予算 

      議案第１８号 令和３年度麻績村介護保険特別会計予算 

      議案第１９号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 ８ 議案第 １号 令和元年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の 

             変更契約の締結について 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  塚 原 利 彦 君      ２番  飯 森 茂 孝 君 

     ３番  峯 村 賢 治 君      ４番  宮 川 秀 俊 君 

     ５番  小 山 福 績 君      ６番  小 瀬 佳 彦 君 

     ７番  茂 木 泰 男 君      ８番  塚 原 義 昭 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１０名） 

村 長 高 野 忠 房 君 副 村 長 塚 原 勝 幸 君 

教 育 長 飯 森   力 君 
村づくり推進 
課 長 宮 下 和 樹 君 

総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 振 興 課 長 塚 原 敏 樹 君 

住 民 課 長 森 山 正 一 君 観 光 課 長 青 木 秀 典 君 

教 育 次 長 塚 原 優 仁 君 代表監査委員 飯 森 雄 三 君 
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事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 佐 藤 克 哉 
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開会 午前 ９時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（塚原義昭君） 皆さん、おはようございます。 

  定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、ただいまから令和３年

第１回麻績村議会３月定例会を開会いたします。 

  会議を開く前に申し上げます。新型コロナウイルス感染拡大予防対策といたしまして、本

定例会において議場でのマスクの着用、手洗いと消毒液による除菌、議場内の換気の徹底と

加湿、適切な距離を保つための傍聴席の制限等を行います。ご不便をおかけしますが、ご理

解をお願いいたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  報道関係者より、撮影、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（塚原義昭君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  なお、今期定例会の会期の日程につきましては、さきの議会運営委員会において審議予定

表のとおり決定しておりますので、報告いたします。 

  事務局長より、議案、配付資料等の確認及び今期定例会の日程と本日の議事日程等につい

て説明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（塚原義昭君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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  本定例会の会議録署名議員は、麻績村議会会議規則第119条の規定により、３番、峯村賢

治議員、７番、茂木泰男議員を指名いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（塚原義昭君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

  ２月８日開催の議会運営委員会において、本日９日から16日までの８日間と決定しており

ます。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の会期を、本日３月９日から３月16日までの８日間と決定することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  今期定例会の会期は、本日３月９日から３月16日までの８日間と決定いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（塚原義昭君） 日程第３、村長挨拶。 

  高野村長。 

〔村長 高野忠房君 登壇〕 

○村長（高野忠房君） 開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  本日ここに、令和３年第１回麻績村議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には

何かとご多用のところご参集いただき、厚く御礼を申し上げます。 

  令和２年度も残り20日余りとなってまいりました。昨年来からのコロナ感染拡大が止まら

ない中ですが、麻績村におきましては重点施策であります各種の若者定住企業や、安心・安

全な村づくり事業、そして新たな感染症対策事業などおおむね計画どおりに進んでおります。

これもひとえに議員各位をはじめ、村民皆様のご理解、ご協力によるものと深く感謝申し上

げます。 
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  昨年度発生の台風19号の災害復旧工事につきましては、全箇所完了にめどがつきました。

都市部からの移住促進事業や交流事業は、コロナ禍の影響により停滞ぎみではありますが、

必要な事業についてはインターネットを活用するなどして対処しております。ＮＰＯ法人に

よる農業後継者の育成と農地の荒廃化抑止については多くの皆様のご支援を得て順調に進ん

でおり、研修期間を終えた青年たちが自立に至っております。このことについては関係機関

からも高い評価を頂戴しております。新たな新種導入等の検討も始まっております。 

  観光事業につきましては、コロナ禍の影響により大変な厳しさを強いられておりますが、

聖高原スキー場は昨シーズンの雪不足とは異なり、降雪に恵まれ、多くのお客様にお越しい

ただいております。感染症対策には万全を期してジュニアジャイアントスラローム大会、ス

ノーフェスティバルなど開催することができました。また、国では、昨年度末に至ってコロ

ナ関連の大型補正予算が成立しました。これにつきましては、さきの臨時議会で提出いただ

きましたが、それぞれの事業について迅速、的確に進めております。 

  新年度の方針等につきましては後ほどの、新年度予算の提案理由の中で申し上げますが、

村民が誇りと愛着を持ち、安心・安全の中で住み続けられることができる麻績村づくりを村

民皆様とともに推進してまいる所存です。議員各位におれましても、今後とも一層のご理解、

ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

  今定例会におきましては、新年度一般会計、特別会計予算、条例の制定・改正、令和２年

度補正予算等、重要案件を提出いたします。 

  どうか慎重にご審議賜りますようお願い申し上げまして、開会に当たりましてのご挨拶と

いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（塚原義昭君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

  議員派遣結果報告について、お手元に配付しているとおりです。 

  その他、報告がありましたら行ってください。 

〔発言する者なし〕 

○議長（塚原義昭君） ないようですので、これで諸般の報告を終わります。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎請願・陳情等の委員会付託  

○議長（塚原義昭君） 日程第５、請願・陳情等の委員会付託を行います。 

  第３－１号、最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を求める陳情に

ついて、総務経済委員会に付託いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号～議案第１１号の一括上程、提案理由の説明 

○議長（塚原義昭君） 日程第６、議案第１号から議案第11号までの11件を一括上程いたし

ます。 

  議案名の朗読は省略いたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  高野村長。 

〔村長 高野忠房君 登壇〕 

○村長（高野忠房君） 令和３年３月議会定例会に提出いたしました条例改正等の議案につき

まして提案理由を申し上げます。 

  初めに、議案第１号 令和元年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の変

更契約の締結についての提案理由を申し上げます。 

  令和２年３月３日付で議会の議決をいただき事業を進めてまいりました社会資本整備総合

交付金事業道路改良工事について、契約内容に変更が生じたため、地方自治法第96条第１項

第５号の規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

  次に、議案第２号 麻績村国民健康保険条例の一部を改正する条例についての提案理由を

申し上げます。 

  本件は、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律が公布されたこと

に伴い、本条例を改正するものであります。 

  次に、議案第３号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての提案理由

を申し上げます。 
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  本件は、国民健康保険税について、医療分の資産割額を100分の42.9に引き下げる等の改

正を行うものであります。 

  次に、議案第４号 麻績村介護保険条例の一部を改正する条例についての提案理由を申し

上げます。 

  本件は、第８期介護保険事業計画に係る第１号被保険者保険料額の改定により、本条例を

改正するものであります。 

  次に、議案第５号 麻績村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について、議案第６号 麻績村指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議案第７

号 麻績村指定介護支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議

案第８号 麻績村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例についての提案理由について一括申し上げます。 

  本件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正す

る省令が公布されたことに伴い、本条例を改正するものであります。 

  次に、議案第９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定についての提案理由を申

し上げます。 

  本件は、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律に基

づき、引き続き辺地地域の指定を受けて法に基づく財政上の特別措置を受けることを目的に、

令和３年度から令和７年度までの５年間の辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定する

ものです。県との事前協議が終了しましたので、同法の規定により議会の議決を求めるもの

であります。 

  次に、議案第10号 麻績村デイサービスセンターの指定管理者の指定についての提案理由

を申し上げます。 

  本件は、麻績村デイサービスセンターみづきの指定管理が令和３年３月31日をもって、平

成28年から５年間の協定が終了となるため、令和３年４月１日から５年間、引き続き社会福

祉法人麻績村社会福祉協議会を指定管理者として指定するものであります。また、麻績村デ

イサービスセンターひじりが令和３年４月１日から開所するに当たり、令和３年４月１日か

ら３年間、社会福祉法人麻績村社会福祉協議会を指定管理者として指定するものであります。 
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  次に、議案第11号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起についての提案理由を申し上

げます。 

  聖高原別荘地、地上権設定契約者の長期にわたり地代を滞納している者に対し、地上権設

定契約に基づく権利解除を法的行為により行うため、地方自治法第96条第１項第12号の規

定により、議会の議決を求めるものであります。 

  以上、条例改正等議案11件の提案理由を申し上げました。よろしくご審議のほどお願いい

たします。 

○議長（塚原義昭君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  本日は、議案第１号 令和元年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の変

更契約の締結についてのみ採決し、その他の議案第２号から第11号までについては上程のみ

とし、審議、採決は本定例会第３日目の３月15日に予定しておりますが、ご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認め、議案第１号のみ採決し、議案第２号から議案第11号

は上程のみとすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１２号～議案第１９号の一括上程、提案理由の説明 

○議長（塚原義昭君） 日程第７、議案第12号 令和３年度麻績村一般会計予算から議案第

19号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計予算までの８件を一括上程いたします。議

案名の朗読は省略いたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  高野村長。 

〔村長 高野忠房君 登壇〕 

○村長（高野忠房君） それでは、令和３年度予算関係に関しまして、提案理由を申し上げま

す。 

  国では令和２年９月16日、新たに菅内閣が発足、安倍内閣の施策踏襲とデジタル庁の創設

や縦割り行政の打破、規制改革などに取り組むとし、新型コロナウイルス対策を最優先で進
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めるとしています。 

  新年度施策方針については、新型コロナ感染拡大防止策、ポストコロナに向けた経済構造

の転換、国土強靭化の３本柱のほか、東日本大震災からの復興・災害対策、地球温暖化対策、

地方創生、少子化対策などを重点に据え、国民の安心と安全を追い求めるとしています。 

  こうした方針に基づいて編成された国の令和３年度一般会計予算は106兆6,097億円で、

前年度比プラス３兆9,517億円、3.8％増となり、３年連続で100兆円の大台を突破していま

す。また、地方財政収支見通し（通常収支分）につきましては、地方交付税が17兆4,385億

円で前年度比プラス8,503億円、5.1％増、臨時財政対策債は５兆4,796億円で前年度比プラ

ス２兆3,399億円、74.5％増、地方交付税及び地方譲与税は39兆9,021億円で前年度比マイ

ナス３兆6,431億円、8.4％減となっており、地方財源における一般財源総額では63兆1,432

億円で、前年度比マイナス2,886億円、0.5％減となっておりますが、交付団体ベースでは

61兆9,932億円、前年度比プラス2,414億円、0.4％増と前年度を上回る財源が確保されてい

ます。 

  一方、長野県では、しあわせ信州創造プラン2.0を着実に推進するとともに、本県を取り

巻く情勢の変化を踏まえ、新型コロナウイルス感染症への対応のほか、アフターコロナも見

据えた未来への投資、長野県ＤＸ戦略の具体化、2050ゼロカーボンの実現に向けた取組、

災害からの復旧・復興と災害に強い県土づくり、これらに重点を置いた予算編成をしていま

す。 

  令和３年度一般会計予算は１兆497億4,484万7,000円で、前年度比プラス1,020億5,824万

円、10.8％増となっておりますが、新型コロナウイルス感染症対応予算1,599億円を除きま

すと、8,898億円で前年度比マイナス579億円、6.1％減となっています。このような状況下

にあって、麻績村は新型コロナウイルス感染症への対応に万全を期すとともに、第６次麻績

村振興計画（後期）に基づき、「明るい未来へつながる 元気な麻績村」の実現に向けた村

づくりを進めてまいります。 

  人口減少、少子高齢化、地域産業の衰退という大きな地域課題に対処するため、また、多

様化・高度化・増大化する行政需要に的確に応えるため、国の第２期まち・ひと・しごと創

生総合戦略など有利な事業活用をはじめとし、事業の創意工夫と重点化を図り、住民目線に

立った行政運営に努めてまいります。 

  こうした方針の下で、新年度重点を置いて進める主要事業について申し上げます。 

  まずは、新型コロナウイルス感染症対策です。令和２年度から引き続いている事業の確実
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な執行とワクチン接種など、新たに生じる事業に迅速・的確に対処してまいります。 

  次に、若者定住及び移住定住施策のさらなる推進です。 

  住宅整備、子育て支援、教育など各種事業の充実を図り、目に見える成果が現れてまいり

ました。引き続き、未就園児と保護者らが気軽に集える「ひだまり広場」や「ＬＤ等通級教

室」など近年始めた事業の充実と定着、また新たに完成する児童公園が楽しい触れ合いの場

となるよう取り組んでまいります。併せて、保育園、小学校、中学校の連携を密にして、児

童・生徒一人一人を体系的・継続的に見守り育てる一貫教育を前進させるとともに、小規

模・少人数というメリットを最大限に生かした子育て・教育を進めてまいります。 

  若者の移住からさらなる定住に向けて日向地区で始めた新たな住宅整備事業は、いよいよ

新たな住民をお迎えする運びになりました。居住される皆様が一日も早く麻績村になじみ、

新生活を不安なく送れるよう支援をしてまいります。 

  次に、地域農業の活性化に努めてまいります。 

  麻績村の農業の一番の課題は後継者不足と農地の荒廃化の進行です。これに対処しようと、

ＮＰＯ法人による後継者育成と農地の荒廃化抑止事業を行っておりますが、その成果もよう

やく現れてまいり、農業技術を習得した若者が自立するに至っています。村内で頑張ってお

られる後継者とともに、今後、地域農業の担い手となるよう引き続き支援をしてまいります。

本年度のふるさと納税は、全国から5,000万円を超す寄附金が寄せられております。返礼品

となる農畜産物や加工品の増産に向けて支援をしてまいります。また、老朽化した農業用水

路やため池の整備などを防災の観点からも進めてまいります。 

  次に、都市部からの移住促進です。 

  現在、新型コロナウイルス感染拡大のため、都市部から麻績村への移住を促す相談会が大

都市圏では開催ができない状況ですが、リモート相談会やホームページ等を活用するなどし

て進めております。国の新たな移住促進事業等を活用するなどして、Ｕ・Ｉ・Ｊターン者を

増やしてまいります。また、農村・農業体験や短期間の居住体験ができるお試し住宅の活用

を進めます。 

  次に、安心・安全の村づくりを進めてまいります。 

  当地域では巨大地震、特に糸魚川静岡構造線地震の発生確率が高まっています。また、異

常気象による記録的な豪雨がいつ発生しても不思議ではない時代となっています。こうした

ことから、大規模災害発生時に地域の主要公民館が第１次避難所となり得るよう耐震工事を

引き続き進めてまいります。併せて、感染症が拡大する中で、避難所等への避難が心配な妊
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婦さんや病弱な方が避難できる場所の確保についても進めてまいります。主要村道での大型

車両の通行を可能にすること、橋梁の改良・整備、土石流に備えて砂防堰堤及び治山堰堤の

構築、ため池・河川の防災対策など、関係機関と連携して進めてまいります。また、大規模

災害発生時の各種訓練と村民の防災意識の高揚を進めてまいります。 

  そして、もう一方の安心・安全である福祉・医療・介護の分野についても、幅広いニーズ

にお応えできるようその充実に努め、健康長寿の村づくりを進めてまいります。松塩筑木曽

老人福祉施設組合が今年度末をもって撤退するデイサービスセンター聖につきましては、事

業継続をする民間が現れませんでした。麻績・筑北両村のご利用者様が大勢いらっしゃるこ

とから、皆様が両村の隔たりなく、従前同様のサービスを安心して受けられるよう、村が施

設を借り受けて社会福祉協議会が運営をしてまいります。老朽化した福祉施設（福祉企業セ

ンター、山ぼうし作業場）の整備について、具体的な研究検討を始めてまいります。 

  次に、幅広い村の資源を生かした観光事業を進めてまいります。美しい自然環境を生かし

た聖山登山やサイクリング、聖山天空トレイルマラソンなど高度なニーズに応えられるよう

先進例を研究するなどし、より魅力あるものにしてまいります。また、村の歴史や文化、芸

術を掘り起こす企画展の開催など実施してまいります。また、観光宣伝、観光施設の安全対

策と老朽化対策にも努めてまいります。このほかにも、商工業振興、筑北村との連携による

事務事業の効率化、貴重な歴史文化遺産の保護保全と活用、美しい景観保全など、的確に対

処してまいります。 

  以上、主な施策について申し上げましたが、このような施策を盛り込み、編成いたしまし

た令和３年度会計別予算額は次のとおりであります。 

  一般会計予算             26億7,100万円 

  国民健康保険特別会計予算       ３億1,400万円 

  聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算   100万円 

  住宅団地分譲事業特別会計予算       1,600万円 

  下水道事業特別会計予算        １億5,050万円 

  水道事業特別会計予算         １億4,035万円 

  介護保険特別会計予算         ４億6,800万円 

  後期高齢者医療特別会計予算        4,920万円 

  以上、８会計でありますが、各会計別の予算内容について申し上げます。 

  まず、一般会計予算について申し上げます。 
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  歳入歳出予算総額は26億7,100万円、前年度比マイナス１億2,700万円、4.5％の減額であ

ります。 

  それでは、歳入の概要について申し上げます。 

  村税につきましては、近年の実績及び新型コロナウイルス感染症などの社会経済情勢など

を考慮し、マイナス782万2,000円、3.2％の減額を見込み計上いたしました。 

  地方消費税交付金につきましては、新型コロナウイルス感染症などの状況を考慮し、マイ

ナス200万円、4.0％の減額を見込み計上いたしました。 

  環境性能割交付金につきましては、自動車取得税交付金から制度変更等を考慮し、プラス

220万円、275％の増額を見込み計上いたしました。 

  地方特例交付金につきましては、国の減税制度を考慮し、プラス220万円、550％の増額

を見込み計上いたしました。 

  地方交付税につきましては、国の地方財政計画及び近年の実績等を考慮し、プラス3,766

万5,000円、3.1％の増額を見込み計上いたしました。 

  分担金及び負担金につきましては、一部事務組合への職員派遣制度変更に伴う負担金の減

額などを考慮し、マイナス904万円、57.1％の減額を見込み計上いたしました。 

  県支出金につきましては、農林水産業費県補助金などの交付額減額により、マイナス

5,098万8,000円、19.7％の減額を見込み計上いたしました。 

  寄附金につきましては、ふるさと応援寄附金の増額により、プラス1,430万円、91.1％の

増額を見込み計上いたしました。 

  諸収入につきましては、後期高齢者医療広域連合補助金などの増額により、プラス276万

6,000円、7.1％の増額を見込み計上いたしました。 

  村債につきましては、過疎対策事業債などの減額により、マイナス5,290万円、10.8％の

減額を計上いたしました。 

  その他の収入につきましては、近年の実績を勘案し計上いたしました。 

  次に、歳出の概要について申し上げます。 

  総務費では、経常的な経費が主体となっておりますが、選挙費などの増額により、プラス

357万5,000円、0.9％の増額を見込み計上いたしました。 

  民生費では、住民福祉の一層の充実を図るべく関係事業費を計上、全体的にはコミュニテ

ィ広場整備事業及び社会福祉施設空調整備事業などの減額により、マイナス2,034万円、

3.6％の減額を見込み計上いたしました。 
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  衛生費では、新型コロナウイルスワクチン接種関係事業費及び衛生車購入費などを新たに

計上、全体的には穂高広域施設組合施設整備負担金などの減額により、マイナス１億305万

8,000円、48.3％の減額を見込み計上いたしました。 

  農林水産業費では、農林業振興に向けての諸施策経費を計上、全体的には水路整備事業な

どの減額により、マイナス8,021万2,000円、26.7％の減額を見込み計上いたしました。 

  商工費では、商工業及び観光振興に向けた諸施策経費を計上、観光施設整備事業などの増

額により、プラス1,397万3,000円、12.3％の増額を見込み計上いたしました。 

  土木費では、住民の安全・安心を確保し快適な生活が送れるよう地区要望整備事業、村道

等改良事業などの増額により、プラス2,686万4,000円、5.1％の増額を見込み計上いたしま

した。 

  消防費では、施設の適切な維持管理と広域消防との連携、消防団員の訓練に要する諸経費

などを計上、防災無線設備更新事業、防火水槽設置事業などを増額し、プラス3,498万

3,000円、36.3％の増額を見込み計上いたしました。 

  教育費では、次代を担う子供たちへの支援、生涯学習活動の充実や貴重な文化財を次代に

引き継ぐための所要経費を計上、中学校空調設備整備事業、小学校施設修繕事業、社会体育

施設改修事業などの増額により、プラス3,065万9,000円、13.3％の増額を見込み計上いた

しました。 

  公債費では、近年の大型事業実施により起債残高は増加傾向になっておりますが、繰上償

還実施により、全体的にはマイナス907万8,000円、3.6％の減額を見込み計上いたしました。 

  予備費につきましては、今後の緊急的事態に弾力的に対処できるよう増額し、一定額を計

上いたしました。 

  以上のとおり、経常経費の抑制に心がけ、事業の重点化を図り、必要な事業は積極的に進

めることといたしました。 

  次に、特別会計について申し上げます。 

  国民健康保険特別会計予算について申し上げます。 

  医療費に係る保険給付費については、近年の実績を勘案し計上、マイナス3,100万円、

9.0％の減額を見込み計上いたしました。引き続き村民の健康づくりと保健意識の高揚、医

療費の適正化に努めてまいります。 

  聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算について申し上げます。 

  別荘地地上権の販売など、地上権分譲事業が円滑に進められるよう所要額を計上いたしま
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した。 

  住宅団地分譲事業特別会計予算について申し上げます。 

  天王住宅団地の未分譲区画は１区画でありますが、この維持管理と販売に係る所要額を計

上いたしました。 

  下水道事業特別会計予算について申し上げます。 

  今後も快適で清潔な環境の中で生活を送ることができるよう、計画的に事業を進めており

ます。本年度は、麻績アクアセンター耐水化事業及び道路改良に伴う管渠布設工事を計上、

全体的には、桑山地区農業集落排水事業管渠布設工事などの減額により、マイナス670万円、

4.3％の減額を見込み計上いたしました。引き続き健全で効率的な管理運営ができるよう努

めてまいります。 

  水道事業特別会計予算について申し上げます。 

  良質で安心・安全な水道水を安定的に提供するため、水道施設の維持管理には万全を期す

とともに健全な運営管理に努めてまいります。本年度は台帳整備経費などを増額、プラス

335万円、2.4％の増額を見込み計上いたしました。 

  介護保険特別会計予算について申し上げます。 

  近年の介護保険認定者数の減少と、これに伴う介護保険サービスを見込み、マイナス200

万円、0.4％の減額を見込み計上いたしました。引き続き、介護保険制度事業の円滑な運営

に一層のご理解をお願い申し上げます。 

  後期高齢者医療特別会計予算について申し上げます。 

  本年度の県広域連合からの見込額により、マイナス80万円、1.6％の減額を見込み計上い

たしました。 

  以上、令和３年度の一般会計及び特別会計予算について概要を申し上げました。 

  今後、地方は過疎化・少子高齢化がさらに進み、地域課題は深刻化することが予測されま

す。さらに、異常気象による自然災害や大規模地震の発生確率は高まっております。村民の

皆様が麻績村に誇りと愛着を持ち、安心・安全の中で住み続けることができる麻績村づくり

を村民皆様とともに推進してまいる所存です。アフターコロナを見据えての事業展開、そし

て、行政改革と地域のことは地域で考え、地域自らが知恵を出し、地域自らが汗を流すとい

う地方創生をさらに進展させてまいります。 

  引き続き、村政に対しまして議員各位をはじめ、村民皆様のさらなるご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げまして、新年度予算の提案といたします。 
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  令和３年３月９日、麻績村長。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  本日は上程のみとし、議案第12号から議案第19号までの８件についての事項別明細の説

明、質疑を３月10日と11日に、それぞれ議員全員出席して常任委員会において行い、議案

の審議、採決は本定例会第３日目の３月15日に予定しておりますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認め、本日は上程のみとすることに決定いたしました。 

  この後、全員協議会を開催し、上程しました議案のうち、第１号議案について提出者より

詳細説明を受けますので、委員会室に移動を願います。また、詳細説明後、議案第１号の採

決を行いますので、議場にお戻りください。 

  それでは、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前 ９時３８分 

 

再開 午前 ９時５３分 

 

○議長（塚原義昭君） 会議を再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第８、議案第１号 令和元年度社会資本整備総合交付金事業道路

改良工事請負契約の変更契約の締結についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  議案第１号について、質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、議案第１号について質疑を打ち切り、討論を省略し、採決
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することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、第１号議案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（塚原義昭君） 以上で、本日予定されました議事日程は全て終了いたしました。 

  令和３年第１回麻績村議会定例会第１日目を散会といたします。 

  この後、10時10分より全員協議会を開催し、上程しました第２号議案から11号議案につ

いて、提出者より詳細説明を受けますので、委員会室へ移動願います。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午前 ９時５５分 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（塚原義昭君） おはようございます。 

  定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、令和３年第１回麻績村

議会３月定例会第２日目を開会いたします。 

  報道関係者より、写真撮影、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（塚原義昭君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

  事務局長より、本日の議事日程等について説明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（塚原義昭君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問通告者は７名です。 

  質問の順序は、既に配付してあります一般質問通告事項のとおりです。 

  なお、新型コロナウイルス感染拡大予防対策として、質問時間は通常より15分短縮して

40分とします。質問者は自席にて質問を行ってください。 

  それでは、順番に発言を許可いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◇ 茂 木 泰 男 君 

○議長（塚原義昭君） 初めに、７番、茂木泰男議員の一般質問を許可します。 

  なお、茂木議員より着座にて質問を行うことの要望を受けておりますので、これを許可し

ます。 

  ７番、茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 着座にて質問をさせていただきます。 

  ７番議員、茂木泰男です。 

  さきに通告した内容につきまして質問します。 

  質問事項として、一貫教育について、「デイサービスセンター聖」の社協運営について、

コロナワクチン接種についてのこの３点です。 

  それでは、質問事項１から、要旨に沿って一問一答にて質問します。 

  昨年４月に中学校が村立となり１年が経過しようとしています。麻績村ではこの間、小・

中学校の校舎はそのままとして、保育園から中学校までの一貫教育を進めています。 

  そこで、村が進める一貫教育についてもう一度確認したく、要旨に沿ってお聞きします。 

  まず、現在の一貫教育の進捗と内容についてお聞きします。 

  村が一貫教育を進めて以来、検討を行ってきた経過と進捗状況、実施している内容につい

て答弁をお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 答弁を求めます。 

  飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  一貫教育につきましては、平成30年度から一貫教育を、保・小・中で共通した認識を持っ

て進めるため、そして学力向上は、保護者をはじめ児童・生徒にも理解をしていただくこと

が重要であることから、家庭学習、学校生活や授業の取組方等、一貫教育の目指す方向、取

組についてリーフレットを作成して全家庭に配布をさせていただいております。内容につき

ましては、学校生活等における共通ルール、授業の約束事を学年に合った内容で設定し、毎

日の積み上げによる学力の基礎づくりを進めております。 

  なお、保育園につきましては義務教育ではありませんので、家庭において絵本や遊びに親

しんでもらうことにより、授業への取組がスムーズにいくようお願いをしているところであ

ります。 
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  このリーフレットは、軽微な変更はあっても、基本的に内容・目標が変わるものではあり

ません。また、学校生活の部分では学年ごと目指す目標を設定してあります。家庭学習面で

は、小学校低学年で家庭学習の見守り、宿題の確認、また、高学年では自主勉強への取組、

中学生は小学校からの積み上げと将来への考え方や生活の管理について親と一緒に考える等

の家庭支援をお願いしております。 

  また、事業の進捗でありますが、一貫教育の成果がすぐに目に見えるようになるというこ

とではありません。地道な積み上げによって成果が見えてくるわけであります。現在は、コ

ロナ禍の中で、学校間、児童・生徒間での交流が思うように進んでいないのが現状でありま

す。 

  なお、６年生の中学校体験学習も、入学を控えている中でやっていくということでござい

ますが、本年度につきましては１日間を実施できたということでありました。また、交流を

する中では、ビブリオバトルはオンラインにより実施することができました。 

  なお、先生方も、共通認識、そして情報共有が必要でありますから、研究授業の中で学校

間の参観実施をしております。 

  これらも、保・小の連絡会や小・中連絡会等をできるだけ実施するよう努め、コロナ禍の

状況を見ながら、６年生に対しましては教科担任制の学習を行っていけるよう検討を進めて

おります。また、併せてオンライン授業の活用を積極的に進めていきたいと考えております

のでご理解をお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） コロナ禍でもあり、まだ１年という短い期間ではありますが、何か変

わったことや成果はありましたでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 先ほど申し上げたとおり、コロナ禍の中でなかなか事業が進まない

部分がありましたので、今のところ少しずつではありますが進んでいるという状況でござい

ますのでご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） はい。分かりました。 

  次に、要旨２に移ります。 

  身体に加え発達障がいなどの支援を要する子供の数は以前よりも全国的に多くなっている
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と聞きますが、麻績村についてもその傾向は同様と感じております。 

  そこで、支援を必要とする子供たちに対して一貫した体制がつくられているのかをお聞き

します。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 障がい者の支援に関する件でございます。 

  特別な支援が必要な児童・生徒に関しましては、麻績小学校、筑北中学校ともに支援学級

を設置しております。障がいの内容によって支援を行っているところであります。 

  令和３年度には、筑北中学校にＬＤ等の通級指導教室の設置が予定をされております。小

学校のＬＤ等通級指導教室、中学校ＬＤ通級指導教室とともに、東筑摩郡北部のサテライト

校教室の拠点校として設置されていく予定となっております。このサテライト拠点校という

のは、北部３校の学校の特別支援児童・生徒の支援を行うものであります。子供たち、この

東筑摩郡北部、誰一人として皆同じ、平等な学習を得るということを目的に設置をされるも

のでございます。 

  また、ＬＤ等通級指導教室のほかに、各学校、小・中学校ともに支援学級を設置してござ

いますので、保護者との相談によります中で、実際子供たちの支援を行っているという状況

でございますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） では、小学校、中学校の担当教師同士が連携を取り、しっかり小学校

から中学校に引継ぎされているということでよろしいでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 先ほども申し上げましたが、小・中の連絡会をしっかり行っており

ます。また、今後も数等を増やす中でやっていきたいということで考えております。情報の

共有等をしっかりつなげていきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○７番（茂木泰男君） はい。分かりました。 

  支援を必要としている子供たちに対しては、中学校に行ってもしっかりフォローできるよ

う、小学校から中学校へのスムーズな引継ぎ体制をお願いして次の質問に進みます。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 今まで一貫教育を進めてきた上で、また、今後も一貫教育を進めてい

く上での課題についてお聞きします。 
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○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 一貫教育を進めていく上での課題ということでございますが、令和

２年度におきましては、コロナ禍によりまして交流事業や集団での学習のための移動等が難

しかったということで、現在の部分でいきますと事業に対する評価が非常に難しいという状

況でございます。それらを踏まえて、次年度に入る中で改めて確認を行っていきたいという

ふうに考えております。一貫教育の内容・目標は極端に変わることはないということでござ

います。学校生活や家庭学習による積み上げによって成果が出てくるというふうに考えてお

ります。少しずつではありますが、現段階においては、大きな課題はまだ見えてきていない

というふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） はい。分かりました。 

  まだ一貫教育を始めて１年ぐらいなのでそんなに課題も出てこないと思いますが、一貫教

育を進めていく中では、学校現場や児童・生徒にしっかり目を向けていっていただきたいと

思います。 

  それでは最後の要旨に移ります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 現在また、これからも一貫教育を進めていくと思いますが、このまま

小学校と中学校の校舎が別々の施設分離型で行くのか、または、最近長野県各地でも話題と

なっている、施設が一体となった学校教育も検討していくのか確認したいので答弁をお願い

します。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） この件につきましては、学校の設置というところに及びますので、私

のほうからまずお答えをさせていただきたいと思います。 

  現在、小学校、中学校の校舎は施設内容も充実しておりますしゆったりとした環境となっ

ているわけでございます。他の学校にはないような施設、例えばランチルームというような

ものも併設しているわけでございます。 

  そしてまた、小学校と中学校の距離も短いということでございまして、一貫教育を進める

に当たりまして大きな支障はないだろうとそのように考えています。施設を、例えば１つに

するということになりますと、新たな小・中学校を建設するか、新設するかですね。あるい

は、今の小・中学校のいずれかを改修・増築するということになるわけであります。しかし、
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新たな校舎を建てるということをやりますと、ご承知のことだと思いますが、今の生徒数等

が考慮されますので規模は相当小さなものになってしまうということであります。それでま

た、小学校あるいは中学校の施設を改修するということにつきましても相当な増築部分が出

る。それから、その間の子供たちの学習をどうするかと、いろいろな課題が出てくるわけで

ございます。 

  そうしたことから、現状のような形のゆとりある校舎というものはどういう形にしても難

しくなるだろうということであります。 

  そうしたことから、ハード面では多少不便なところもあるわけでございますが、やはりソ

フトのほうで対応できるだろうということでございます。 

  こうしたことから、現行の小学校、中学校を活用して一貫教育を進めていきたいというの

が得策ではないのかなとこう考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） はい、分かりました。 

  今後も一貫教育を進めていく中で、施設分離型で、工夫によって、より小・中一貫校の効

果を引き出すやり方はないか検討し、また、施設が一体となった学校というのもメリットが

あるので、県下でも幾つかの地域で進んでいるようです。施設一体型の学校についても、今

後検討することをお願いし一貫教育についての質問を終わります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 「デイサービスセンター聖」の社協運営についてです。 

  今まで松塩筑木曽老人福祉組合が運営していたデイサービスセンター聖ですが、組合が運

営から撤退することが決まり、その後、村が運営を引継ぎ、今までと変わらないサービスが

なされると以前説明がありました。当地域のような過疎地においては、民間の事業が入って

くることが厳しい中、利用者の方が今までと変わらないサービスを受けられるということは

意味のあることだと思います。 

  そこで、４月から運営体制などについて、細かな部分も含めて確認をさせていただきます。 

  要旨１、４月から村の社会福祉協議会が運営されることになりますが、施設の改修や、実

際に介護サービスに従事される介護員の増員などどのように変わるのかを伺いたい。 

○議長（塚原義昭君） 答弁求めます。 

  高野村長。 
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○村長（高野忠房君） まず私から、経緯と基本的な方針についてお答えをさせていただきま

す。 

  ３市３町８村で構成いたします松塩筑木曽老人福祉施設組合におきましては、特別養護老

人ホーム10施設、10ですね、10の施設と通所介護施設６施設を運営してまいったわけでご

ざいます。近年、新たな民間参入等もありまして経営が大変厳しい状況になってきたという

ところで、本体の特養老を健全に維持していくためにということで、通所介護施設、６施設

を、３月末をもってこの運営から撤退するということになったわけでございます。サンライ

フおみに併設されておりますデイサービスセンター聖も同様な扱いということになるわけで

ございますが、議員ただいまおっしゃられたとおり、民間での運営を募ったわけでございま

すが決定には至らなかったということでございます。 

  平成６年12月に開所してから筑北４村、当時の筑北４村と、それから生坂村の皆様がご利

用されてこられたということでございまして、現在は麻績村と筑北村、両村で59名のご利用

者様がいらっしゃるわけでございます。今後もご利用者様の増加というようなものが予測さ

れるわけでございます。 

  こうしたことから、麻績、筑北、生坂、３村の隔たりなく、皆様が従前と同様のサービス

を安心して受けていただくことを基本に、発足時から関わってきました地元麻績村として、

この施設を借り受けて、そして村の社協で運営していくということといたしました。このこ

とにつきましては、去る２月15日開催の組合２月定例会で議決をいただいたわけでございま

す。 

  施設に付随いたします什器、備品はそのまんま借り受け、車両や新たな装備品等につきま

しては村が整備し、それから従事されておりますスタッフの皆さんにつきましては全員が村

社協に移籍していただくと。こうした準備をただいま進めておりまして、４月１日から組合

に代わってサービスを提供していくということになっております。 

  茂木議員におかれましては、村社協の理事もお務めいただいているわけでございますので、

今後とも一層のご支援を賜りますようにお願いしたいわけでございます。 

  ご質問の細部につきましては担当課長から申し上げます。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） それでは私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  現在のデイサービスセンター聖における施設の改修は行いません。 

  また、現在、デイサービスセンター聖に勤務する組合職員でありますけれども、全員が３
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月31日で退職をし、４月１日からは麻績村社会福祉協議会の職員として勤務していただく予

定となっております。今のところは、運営主体は変わりますけれども職員の増員はせずに、

利用者の皆さんには今までどおり、変わりなく安心して利用していただけるよう進めてまい

りたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 次に、要旨２に移りますが、デイについては、現在の利用者は麻績村

と筑北村などと、さっきの村長のお話ありました。生坂も入っているようですが。４月以降

は利用者の受入れについても、両村の利用者希望を今までと同様、考えていくのかをお聞き

したい。また、仮に両村以外から希望者があった場合どうするのかも併せて確認したいので

ご答弁をお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） デイサービスセンター聖は、これまで、現在麻績村、筑北村の住

民にご利用をいただいている状況にあります。 

  今回、麻績村が施設を借受け、麻績村社会福祉協議会が運営するに当たりまして、現在、

両村の利用者に不利益とならないように、今までどおり両村の利用者が安心して利用できる

よう運営をしていきたいと考えております。 

  他の村からの、継続して今、利用している方がございますけれども、新たな希望者があれ

ばそちらのほうの対応をしていきたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 分かりました。 

  次に、要旨３の、送迎の車両や運転手などはどのようにするのかをお聞きします。 

  先ほど増員はしないというようなことありましたので。施設の中で、実際にサービスを行

う介護員の方については以前とほぼ変更がないという説明がありましたが、送迎用の車両に

ついてはどうするのか。また、実際に送迎を行う運転手の方の確保など、細かな部分になり

ますが確認したいので、再度答弁をお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 送迎の車両についてでありますけれども、現在組合が所有してい

るリフト車、それと軽のスロープ車でございますけれども、組合より村が買取りをいたしま
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す。そのほか、新たに軽のスロープ車と軽の乗用車を村で購入しましてそれぞれ社協のほう

へ貸与する予定をしてございます。 

  また、ご質問の運転手についてでございますけれども、現在の組合職員に、引き続き、社

協職員として運転をお願いする予定としております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） デイサービス聖について４月から運営の母体が変わることで、利用者

の方は以前と変わらないサービスを受けることができると説明をしていただきました。細か

な運営体制などについて確認したいのでお聞きしました。今後の過疎地域の介護サービスの

維持については厳しい状況が予想されるところでありますが、利用される方や家族がこの地

域で安心してサービスを受けられることが継続されることを願い、次の質問に移ります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） ３として、コロナワクチン接種について。 

  質問事項３として、コロナワクチン接種についてお聞きします。 

  現在、長野県では、コロナウイルスの感染者も以前に比べて減り、県内においては、県民

に限った宿泊割引など県独自の支援も開始されています。ただ、依然として首都圏では新規

感染者が連日出ており、緊急事態宣言も１都３県において３月21日まで延長となりました。

最近では延長の延長なんて言って、政府は言っているわけですが、このような状況の中、コ

ロナ対策として最も期待されているのがワクチン接種です。今、一般質問においても複数の

方が質問されますが、それだけ住民の方にとっては気になるものということになります。 

  国から当初に示されたワクチン接種のスケジュールが明確になっていない状況においては、

実際の接種を行う各自治体にとって明確な通知が出てこないことは理解していますが、連日

放送されている県内のワクチン接種のシミュレーションの様子や接種場所など、予定を見聞

きするたび、麻績村ではどのような状況になっているのかは、住民の方にとっても、最も知

りたい情報だと思います。現在の状況をお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 答弁を求めます。 

  森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  今回の新型コロナウイルスワクチン接種につきましては、原則、住民票所在地の村で接種

を受けるということ。それから接種の実施方法につきましては、基本的には集団接種を行う
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こととなっております。村としましては、当初の国の説明により４月から接種ができるよう、

接種の中心となる玉井先生、また塩筑医師会と相談しながら接種計画の作成、接種に必要な

医療従事者の確保を進めているところでございます。 

  しかしながら、ワクチン供給の遅れが明確となりまして、供給量も明確になっていない中、

住民の皆様には具体的な日程をお示しすることができない状況となっております。 

  長野県でも、知事会を通じ国へ早急なワクチン供給スケジュールを示すよう働きかけを行

っておりますけれども、現時点では４月の下旬に、全国の自治体にファイザー社ワクチン１

箱、975人分ずつ、１箱ずつ配布するとしておりますが、その後の予定も全くはっきりして

おりません。 

  ファイザー社ワクチンは、ワクチンの有効性から、１回目の接種後、３週間後に２回目の

接種が必要となります。継続的な供給見込みが立たない場合には、最初に供給された１箱で

２回分の接種を行う必要が出てまいります。この場合、対象者及び対象者数は、特養サンラ

イフおみの職員を含む入所者及び80歳以上の在宅高齢者、約480人が想定をされているとこ

ろでございます。 

  詳細日程の質問でありますけれども、具体的なワクチンの供給量が把握できないため、住

民の皆様にお示しする接種計画が立てられないという状況にあります。現段階では幾つかの

供給パターンを想定した中でスケジュールを模索しているところであります。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 今の住民課長の説明、詳細日程につきましてお答えしていただいたの

で、この要旨１は省かさせていただきます。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 次に、要旨１にも関連しますが、住民にとって、接種場所、接種後の

処置、医療体制や持病のある方は接種上の副反応などいろいろな不安に感じることも多いと

思われます。私も持病を持っているため接種後のアナフィラキシーという、私、初めてこの

言葉聞くのですが、などの副反応に対しては不安があります。 

  このような不安に対して、それを払拭することにつながる体制など、どのように考えてい

るのかをお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） お答えをさせていただきますが、接種の場所につきましては保健
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センターと玉井医院を予定してございます。 

  ワクチンの接種後、15から30分程度、この期間につきましては状態観察が必要というこ

とでありますので、玉井医院では施設の広さから、通常診療を継続しながら密を避けての接

種者の受入れが困難となります。これにより１日の接種人数は最大で15人を想定しておりま

す。 

  また、保健センターでは、これまで特定健診やがん検診での状況から半日で約50人程度の

接種が可能であると見込んでおります。 

  接種後の処置、医療体制でございますけれども、保健センターにおいて、万が一、接種後

に副反応が出たに備えまして、救急薬品、救急物品を備えつけます。また、接種に携わる医

師・看護師がそこにおりますので、すぐ対応していただくこととしておりますけれども、状

況によっては救急搬送となる可能性もございます。 

  具体的な日程を示すことができず、村民の皆様にはご迷惑をかけているところでございま

すが、めどが立ち次第、接種券の発送前に広報無線や全戸配布などによりお知らせをしてい

く予定をしてございます。一旦お知らせをした情報が変更になるということになりますと、

住民の皆様には混乱を招くこととなりますので、今後も情報収集に努めまして、確定した情

報を住民の皆さんに周知をしていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 茂木議員。 

○７番（茂木泰男君） 幸いなことに麻績村においては、現在コロナ感染者が出ていない状況

です。コロナ感染者は、高齢者のみならず皆さんが一番不安に感じているところです。その

不安に対しても、最も期待を寄せているのがワクチン接種です。今後も可能な範囲で情報を

出していただき、必要以上な不安を住民の方がいただくことのないようにお願いし、最後に

なりますけれども、村民に一人の感染者がなく、早く元の生活に戻れることを祈り、私の質

問を終わります。 

○議長（塚原義昭君） ７番、茂木泰男議員の一般質問が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 塚 原 利 彦 君 

○議長（塚原義昭君） 続いて、１番、塚原利彦議員の一般質問を許可します。 
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  １番、塚原利彦議員。 

○１番（塚原利彦君） １番、塚原利彦です。 

  さきに通告いたしました項目について質問をいたします。 

  １点目は、新型コロナウイルスのワクチンの接種について、２点目は、保育園の運営の現

状と子育て支援に関して。いずれも一問一答で伺いたいのでお願いします。 

  それでは最初の質問ですけれども、新型コロナウイルスワクチン接種について伺います。 

  ただいま茂木議員さんのほうからもこの質問をされまして、私もかなり重複する部分もあ

ろうかと思いますけれども、ほかの議員さんも今日は予定をされているということで、大変

関心の高い部分だというふうに思います。 

  昨年12月から２月まで、４回にわたって厚労省から新型コロナワクチンの接種の自治体の

説明会というがオンラインで行われているようです。その後、今、茂木議員との答弁といい

ますか、その中でもありましたようにワクチンの供給や確保に関して連日のようにテレビや

新聞等でも報道されていますけれども、世界的な供給に追いつかないということで、今後も

スケジュールや実施時期が非常に不透明だという状況と言われております。 

  そんな中で、国からはワクチン接種の事前準備のための財源も交付されておりますし、各

自治体としましては、それに基づいて接種に向けた様々な準備をしなければいけないのかな

というふうに思います。 

  そこで、質問要旨１として伺いますけれども、不確定ながら進めなければならない準備に

ついて、現段階で計画している村としてのスケジュール内容、これについてお聞きをしたい

と思います。 

  昨日も、予算説明等でもお聞きをしましたけれども、私もネット等である程度、どんな国

からの部分の通達が出ているのかというのも見たりしまして、厚労省が出している、こうい

う「接種についてのお知らせ」というのは一読をしてみました。ですので、これに書いてあ

るような概略的なことは昨日予算説明でもいただいたものですからある程度分かっていると

いうふうに思いますけれども、村としての部分について現段階でお話しいただける部分につ

いてご説明をお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  業務のスケジュールでございますけれども、優先接種の対象となっております65歳以上の

方への接種券及び問診票の通知、接種日時、接種会場、予約方法等、接種に関する通知の発
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送、接種予約を受け付ける電話予約センターの設置、開設といったことが段取りとして必要

となってまいります。これらにつきましては、順次村のほうで進めているところでございま

す。接種券及び問診票の印刷につきましては今月下旬から順次行うこととしております。ワ

クチン供給見込みがはっきりした段階で接種日時を確定しまして通知したいと考えておりま

すけれども、供給見込み時期が見えないため、通知の発送時期については、現段階ではお示

しができない状況にございます。 

  相談窓口については、ワクチンの効果や副反応等専門的な相談について、今月中旬以降、

県において設置される相談窓口を案内することとされております。村において特別な相談窓

口を設ける予定はございませんけれども、随時保健センターで保健師が相談に対応する予定

をしてございます。 

  経過観察につきましては、先ほども質問にありましたが、ワクチン接種後15分から30分

間の状況観察が必要となりますので、そういった対応も必要となりますのでよろしくお願い

いたします。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） いずれにしても、ワクチンの供給が不確定ということなものですから、

なかなかそのスケジュールというのは立てにくいかというふうに思いますが、決まっている

こととしてはその接種券ですね、それからお知らせを配布するというようなことなのですけ

れども、これは郵送で一人一人宛てに送るということですが世帯ごとに、１世帯に１つとい

うことではなくて一人一人に郵送で送るということですかね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） はい。住民一人一人に郵送になります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） 接種の優先順位というのがあるようですけれども、そのお知らせの内

容なんかはどういうふうに、内容のこと書いてあるかあれですけれども、よく言われるのが、

一番最初に医療関係者が接種を受けて、今もう始まっていますけれども、それから65歳以上

の高齢者の方、それから、３番目としては基礎疾患を持った65歳以下の方かな、その４番目

には一般の方というようなそういう順序だというようなふうに理解をしていますけれども、

お知らせは一遍に全部、その１世帯に送られた場合に、優先の関係とかそういったのについ

てどういうふうに判断するとか、いつまでに、例えば施設やなんかの入所者とか、それから
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医療従事者とかそういった方もいるかと思いますけれども、そういう方には別に、その職場

経由でやるのか、それを基にしてやるのか、ちょっとそんなようなこともどんなふうになる

のでしょうかね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 私のほうからお答えをさせていただきますけれども、医療従事者

等についてはもう既に接種が始まっておりますので、通知は出しますがもう既に接種は済ん

でいるということでございます。また、高齢者の入所施設については、その施設で接種を実

施するような形になると思われます。 

  先ほどご質問にありました接種券、お知らせ等については、一斉に住民に送るということ

はできないと思います。ワクチンの確保が出た段階で、先ほど言われましたように、高齢者、

それから基礎疾患のある方、また、その後一般の方という形になりますので、一気に出すと

いうことは不可能かなと思っております。ですので、ワクチンを確保できた段階で、その優

先順位ごと、個人に通知を出すということになるかと思います。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） 分かりました。 

  それで、相談の関係の窓口は、村としては独自に設けないということで、県なりそういう

ところへ電話をして聞くということになろうかと思うのですけれども、それ以外は、全部そ

ういうわけにいかないもので、行政のほうにも問合せ等もあるかとは思うのですけれども、

この予約の関係での受付といいますか、電話専用のものを設置したりというようなことにな

ろうかと思うのですけれども、それは接種券の配布と同時ぐらいというようなことで、それ

までは特にそういうことの相談を受け付けるようなものはないわけですかね。 

  村では専用電話みたいなものは設けないということで、個別にそういった相談があればど

こで相談を受け付けるのか。住民課のほうなのですかね、保健センターになるのですかね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 今予定しているのは保健師のほうで電話対応したいと考えており

ます。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） すみませんね。細かく何点かお聞きして申し訳ないのですけれども。 
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  それから、住民票が村にあっても村外に行っている人、それから、逆に来たばかりで、ま

だ村に来たばかりの方とかいろいろあるかと思うのですが、ちょっと予算説明でも受けたの

ですけれども、それは、そういう方は現在住んでいるところで受けるということでいいわけ

ですか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） はい。接種券につきましては住民票のあるところから発出される

ことになります。ですので、村内に住所があってもお住まいが、例えば県外である方もいら

っしゃるかと思います。こういった方につきましては国のほうに示す様式、届けで届けを出

していただいて、現在住んでいらっしゃるところで接種を受けることも可能であるというこ

とでございます。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） 細かいことについてあまりお聞きをしてもしようがないのですが、キ

ャンセルがあった場合ですね。予約をしておいてキャンセルがあった場合はどんなような形

になりますか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 住民にお知らせする中で極力、よほどのことがない限りキャンセ

ルはしていただかないように周知をしていきたいと思いますし、もし出ることがあれば、状

況によってはキャンセル待ちの方も確保しておかなければいけないのかななどということを

今検討している段階にはございます。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） あと、ちょっとお聞きしようと思っていたこともありますが、先ほど

茂木議員さんのほうへのお答えがありましたので、特にそれ以外の点では大体分かりました

けれども、あと、確認ですけれども、受付の場合、厚労省の説明でいきますと電話とインタ

ーネットなどというふうになっているのですけれども、村の場合は電話だけということでい

いですか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 現段階において電話だけの予定をしております。 

  以上であります。 
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○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） はい、分かりました。 

  では、続いて、要旨２のほうに移っていきます。 

  接種場所ということで保健センター、村の施設としては保健センターがあるのですけれど

も、ちょっと私なりに考えてみるのに、通常の業務が大変忙しいところではないかなという

ふうに思っていまして、そのワクチンの接種の業務が重なるというようなこともあって、か

なり業務量が加重になりはしないかというふうに思っていますけれども、そのあたりについ

て伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） ご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

  おっしゃられたように、電話予約における電話対応、それから接種予約の受付、接種記録

のシステム入力については民間からの派遣職員及び会計年度任用職員で対応してまいりたい

と考えております。 

  また、接種日当日の受付、会場内の案内につきましても会計年度任用職員を複数名加えて

対応をしたいと思っております。特に、保健センターでの集団接種につきましては半日から

１日単位で実施となる予定となっておりますので、医師の診療のない土曜日の午後と日曜日

に実施する予定をしております。土日については住民課職員も交代で勤務する状況になろう

かと思いますけれども、ワクチンの供給状況にもよりますけれども、ほかの課の職員につい

ても休日勤務のご協力をいただくことが必要となることも考えられます。 

  いずれにしましても、今までにない業務となりますので十分な対応をしてまいりたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） はい、分かりました。 

  人的体制といいますか、は、しっかり考えていただいて、通常業務とかぶって大変になる

ということのないようにお願いをしたいというふうに思います。 

  最後に、質問要旨の３ですけれども、これ、よく新聞等でも言われていますけれども、基

本的な認識というのを分かっている方もいると思うのですけれども、接種するかしないかと

いうのは、これ個人の任意ですので強制ではないものですから、しない、したくないという

方も出てくるかというふうに思いますけれども、多分村内では、私が思うのに、そんなに、
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よっぽどのことでなければ、受けたくないという人はそんなにいないような気はするのです

けれども、特に非接種者へのハラスメントとか差別というようなことがよく言われます。こ

れは、会社やなんかの勤めている方が強制的に、接種受けないのかとかそういった部分で差

別するとか、それから、不利益な扱いを受けるとかそういうようなこともよく言われていま

すけれども、特に、接種した方には接種券といいますか、そういうものも接種済みの証明み

たいなのが配布されるということですけれども、特にこういった部分、全然ないとは思えな

いものですから、やはりそのハラスメントとか差別とかというふうなことも今後あったりし

て、相談やそういうことも必要になってくるのではないかというふうに思います。それから、

そういうことの啓蒙や何かも必要だというふうに思いますけれども、こういうあたりについ

てどんなふうに考えていらっしゃいますか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 議員のおっしゃるとおり、ワクチン接種をするかしないか個人の

意思によって決めていただくことになります。 

  ほかの人に、これも強制されるものではないものであります。ワクチン非接種者について

の差別やハラスメントがあってはならないことだと認識しております。村としましては、差

別やハラスメントをしないよう、住民への広報などにより十分な注意喚起をして、住民に理

解をしていただくしかないかなと考えております。 

  また、村にそういった相談がありました場合には、その都度、村のほうで対応してまいり

たいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） はい、分かりました。 

  そんなに、地域としてそういうことに関して、心配というかそういうことがあまり起きる

という感じはしていないのですけれども、やはり基本的なことが誤解されている方もあるか

と思います。特にワクチンは、これは接種をすることによって重症化とか発症とか、重症化

を防ぐものであるというそういうことなのですけれども、ワクチンを打つとコロナにかから

ないと思っているようなそういう方もいらっしゃいますので、そうではなくて、ワクチン接

種というのは発症とか重症化予防のためのものだというようなことも、そういった認識も持

ってもらわなければいけないと思いますので、感染予防ということは今後も引き続いてやっ

ていかなければいけないということで、ワクチン打ったからもう何も全て大丈夫ということ
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ではないという、そういうこともやはり併せて啓蒙して、お知らせをしていただきたいとい

うふうに思います。 

  それでは、この質問を終わりまして、続いて、質問事項２の保育園、子育ての関係のほう

に入っていきたいというふうに思います。 

  保育園の運営と現状と子育て支援ということで伺いますけれども、昨年６月の議会の質問

で、この子ども・子育て支援計画第二期というのがありますね。これについて、この内容で

ちょっと質問をさせていただきましたけれども、その後の状況というようなことも確認した

いので今回改めてお伺いをしたいと思います。 

  まず、質問要旨１ですけれども、保育園の運営の現状について、ちょっと分けて何点かお

聞きをしたいと思いますけれども、まず、保育士さんの確保の関係ですけれども、平成30年

９月のときも私お聞きをしたのですけれども、このときはご答弁で、大変保育士の確保が非

常に、スタッフの確保が非常に厳しいというようなご答弁でした。その後どんな様子なのか。

最近ではよく言われる、支援の必要な子供さんたちへの保育という面だけでなく療育という

面もあるかと思いますけれども、こういった面も含めて、職員の確保という面の現状につい

てどうなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 答弁を求めます。 

  飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 保育士、今おっしゃられるとおり、なかなか厳しい状況が続いてい

るということはもう承知しております。ただし、麻績保育園の場合につきましては、麻績の

保育士の確保につきましては、保育所運営の規定に合わせた保育士の確保を目指して今進ん

でおります。一応、現状では規定に合わせた保育士の数は足りているものというふうに考え

ておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） 変わらないといいますか、そういう状況のように思いますけれども、

今、職員の皆さんの勤務の関係、なかなかその確保が難しいというのでいけば、例えば勤務

体制、そういった部分でも、休暇だとかそういった部分、十分取れたりできているのかどう

か、ぎりぎりなのか、ちょっとそんな点もどうなのかなということがすごく心配なのですけ

れども、昨年度からかな、正規職員の方と、それから、そのほかに会計年度任用職員の方と

で保育のほうの関係をやっていただいているかと思うのですけれども、これは、業務面でい

けば、責任と言ってはどうなのか分かりませんが、その正規職員の方と会計年度任用職員の
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方とで、その受け持つ仕事の内容とかその責任というのはどうなのですか。そんなに違いは

ないのですかね。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 責任の部分というふうになりますと、やはり正規職員の関係につき

ましては各クラスの担任ということでやらさせていただいております。また、会計年度任用

職員等につきましてはそれの補佐ということでやるようにしております。それの中での責任

分担ということになろうかと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） 昨年12月に厚生労働省が新子育て安心プランというのを出しています

けれども、これ内容を読んでみますと、短時間の非正規の職員の方、民間なんかの保育園な

んかでは特にそうなのかもしれませんけれども、非正規の短時間のパートの職員さんなんか

の割合が増えていると。この子育てプランによってですね。それから、そういう方針を取っ

ていくところもこれから多くなりそうだというようなことも言われていますけれども、村と

しては、この国の子育て安心プランというのに基づいて、短時間の勤務の保育士さんの割合

を増やしていくというか、そういったようなことも検討される方向はあります？ 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 今申し上げたとおり、担任は正規職員がやっておりますので、ほか

の副担とか支援する方々については短時間の部分もあり得るというふうに考えておりますの

でよろしくお願いします。 

  ただし、それを人数以上に増やすとか増やしていく傾向とか、そういうことは、今の時点

ではあまり考えておりません。よろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） その職員の確保ということで、さっきお聞きした部分では、以前お聞

きしたときに、どうして確保できないかというようなことの中で、なかなかお勤めの関係と

かでいろいろ時間が合わなかったりして、しっかりやっていただける方を募集しても、勤務

の時間の関係とかそういった部分で要望に応えられなかったりとか、その勤務の条件がこち

らの募集するほうの側とのあれがなかなか合わなかったりして、そういう部分でなかなか確

保ができないのだというようなお答えがあったものですから、１日ずっと勤めるというフル

タイムということでなくて、こういう勤務の方というのを増やしていくような方針を国が出

してはいるのですけれども、私は基本的にあまりいい方向ではないと思うのですけれども、
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こういったことで、その確保やなんかもこれから、時間の関係等で調整がある程度つかない

という方も含めて余裕ができるのか、余裕というか確保の見通しというか方針がいい方向に

行くのかどうなのか、そういう方向のことを考えるのかなということをちょっとお聞きをし

ようと思ったのですけれども、では、今お答えいただいたようなことで、一応その点は分か

りました。 

  今後もぜひ、その職員確保の部分についてはぜひ充実をさせていっていただきたい。子育

て支援計画のほうにも、去年もお聞きしましたけれども一時保育とか、それから病児・病後

児保育はなかなか施設的に無理だということはありますけれども、一時保育の部分について

もかろうじてやっているというような印象を受けていますので、こういった部分も充実でき

るように、さらにその辺のことは考えていただきたいというふうに思います。 

  それから、それではすみません。質問要旨２のほうに移りますけれども、先ほど茂木議員

さんもお聞きした部分もありますけれども、保・小・中一貫教育に伴って、保育園としてこ

の保・小・中一貫教育に伴って行うことというのはどんなようなことがあるのか。ちょっと

この内容についてお聞きをしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 保・小・中一貫教育に伴います保育園では何を行うのかということ

でございますが、先ほどの、７番、茂木議員さんとの質問の答弁と重なるので、申し訳ござ

いませんがよろしくお願いいたします。 

  保育園につきましてはそのとき申し上げましたが、義務教育ではありませんので、教育の

部分を保育園児に強制してやっていくことはできないということでございますので、家庭に

おいて本や遊びに親しんでもらうことが、学校での本の、教科書の読み方とかいろいろな部

分に支援ができるのではないかということで、家庭において絵本や遊びに親しんでもらうこ

とによりまして、小学校での授業への取組にスムーズにつながるようお願いしているところ

でございます。 

  また、小学校入学等を考慮する中で、小学校の入学に合わせて園児の学校体験等を実施し

ております。また、小学校の先生にも、保育園での保育状況を直接参観していただく中で、

子供たちの行動等情報共有をしていただく中で、スムーズにつながるようにしているという

ことでございます。ですので、保・小の連絡会等の充実を踏まえる中で、先生方の交流をし

っかり進めていきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 
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○１番（塚原利彦君） これは昨年の小学校のグランドデザインにあったか、ちょっと私、い

つのだったか、たしか去年かな、そこのグランドデザインにいろいろあったと思いますけれ

ども、運動会、音楽会、１日入学とかそんなようなことが書いてあったのですけれども、昨

年はコロナなんかでできなかったと思うのですけれども、こういった行事的なことへの参加

なんかは、今年はどんなことが考えられているか分かりますか。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 今年についても、できるだけ保育園の子供たちには小学校を体験で

きるような施策を組んでいきたいなというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） はい、分かりました。 

  とにかく、基本的な考え方は分かりますけれども、どんなことを、教育面といいますか一

貫教育面というような部分で、どんなことをするのかなというのは、保護者の皆さんは分か

っているかもしれませんけれども、一般の村民の方の中では分からないものですから、でき

るだけそういう学校との交流とかそういうことも具体的にありますけれども、またそういう

ことをしっかりやれるというような方向で、コロナのこともありますけれども考えていって

いただきたいというふうに思います。 

  すみません。最後に、ちょっと時間も押してきましたので、質問要旨３として伺いますけ

れども、これはもう何回も聞いていますけれども、現在、子育て支援の関係ですね、この部

分については仕事、教育委員会と住民課の業務の分野というふうになっていますけれども、

これ私が考えるに、業務の分類だとかそれから責任範囲といいますか、何かちょっと曖昧と

いいますか入り組んでいるというかそういう感じがします。 

  第二期の子育て支援事業計画、これの第５章の２の辺に「支援が必要な子どもと家庭への

きめ細やかな取り組み」というような部分がありますけれども、ここに書いてある部分なん

かはそれぞれ項目ごとに、所管が住民課だったり教育委員会だったりなっているのですけれ

ども、ここら辺に書いてあることは、私思うには、専門の部署があって、そういうところで

中心となって扱うところではないかなというふうに思うわけです。 

  それから、前にもお聞きしましたけれども、子育て支援コーディネーターの職員さんの仕

事とか、それから子育て世帯の包括支援センターの仕事、この辺もちょっと、他の業務と兼

務ということではなくて専任の仕事として考えるべきではないかなというふうに思います。 
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  こうしたことも含めて、改めてやはり私は、子育て支援に関する担当部署を設置すべきだ

というふうに思いますけれども、繰り返しになりますけれども、これについてお聞きをした

いと思います。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 私のほうから子育て支援の部分のということで答弁をさせていただ

きますが、子育て支援に関わる業務につきましては、おっしゃられるとおり保健福祉の業務

の一部の中で、部署もまたがり業務を行っているというふうに考えております。 

  そういう中で、教育委員会の業務としては、子育て中の保護者や子供たちの交流を進めて、

保護者の子育てに関する相談や子供たちの育成の中で、成長の中で未就園児等の交流を支援

し、保育園入園がスムーズにできるよう、また、保育園から小学校、小学校から中学校、中

学校から高校と進んでいく過程の支援を行いながら、必要性に応じて各部署の連携を取って

きているところというふうに考えております。また、保育園、また、小・中学校はそれぞれ

対応を取っておりますし、放課後児童対策もできる範囲内で行わさせていただいております。 

  未就園児の関係では、地域子育て支援拠点事業としてひだまり広場を実施しながら、専門

スタッフ、保育所を配置する中で、必要に応じて保健師、作業療法士等など専門家もお願い

する中で、保護者交流や相談事業を行っております。また、そのひだまりについては、乳幼

児健診等にでも連携協力をさせていただいております。 

  教育委員会としては、現在の業務を、事業を行っている中で連携協力を行い業務の遂行を

しております。今のところ大きな支障はないものと考えております。 

  また、前にも同じご質問いただいたときにもお話ししてございますが、小規模の村として

は、組織的、財源的にも厳しいものがありますので、できる範囲内で子育て支援策を行って

いきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） 昨年６月の一般質問でお聞きしたときも、村長から、今の教育長が言

われたようなことで、少ない職員数の中で子育てなど、その大事なニーズに応えなければな

らないけれども特に支障がなく進んでいると。限られた人材の中で仕事をしていくというこ

とから、新部署の設置をする余裕がないというふうにお答えになられました。 

  そこで、もしそういうことならば、その新部署を設置するについて、では職員はどのくら

い必要になるのかというふうに、逆に、そういう場合どのくらい必要だというふうに考えて
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おられますか。もし設置した場合。 

○議長（塚原義昭君） 答弁求めます。 

  飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） そういう想定をしておりませんのでそこまでちょっと検討はしてご

ざいませんので、ちょっとお答えに苦しむわけでございますが、少なくとも専属の者が、保

健師とかそういう部分が必要になってくるのではないかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 塚原議員。 

○１番（塚原利彦君） しっかりした大きな部署といいますか、そういうことでなくても、ほ

かの市町村なんか見れば係だけでも置いているところもあります。 

  私思うのですけれども、新しくつくればある程度人も必要だというようなことになるとい

うことならば現状でできていると。行って、それが、現状で、その子育て支援に関すること

が協力し合ってできていると。新設する余裕はないということならば、もし、例えば新しく

つくるのに、全然人が要らなくて今のままでつくれるのだったらそういうふうにしてもらい

たいのですけれども、それができないというようなご答弁だったというふうに思います。今

までは。人が１人とか２人とか必要だというふうに考えてというか、そういったことでの答

弁だったというふうに思うのですけれども、もしそうだとすれば、そこに新しく人が必要に

なるということになれば、今できているということならば、現状はその子育て支援の業務、

ある程度、削っていくという言い方はおかしいのですけれども、本来、専門部署を置いてや

るべき仕事を今のでやっているということになれば、何とかぎりぎりやっているということ

で行きますと、充実をすべきところを削ってやっているというふうに考えられはしないかと

いうふうに思います。 

  このことについて、それはどうですかということは改めて聞きませんけれども、やはり、

昨年６月のときに答弁、村長、子育てについては他の自治体に負けない内容でやっていると

いう思いをしているというふうにおっしゃいましたけれども、もし現場の職員の皆さんが、

その仕事への関わりだとか責任面とか、そういった部分で、もし苦労したり悩んだりしてい

るというようなことが、もしあったとすれば、村民やその保護者から、もし不満やそういう

ものが出なければそれでいいと、そういう問題ではないというふうに、その考えはおかしい

というふうに思います。 

  やはり職員の皆さんも、子育てについては他の自治体に負けない内容でやっているのだと
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いう、そういうふうに、心からそういうふうに思えるような行政組織の見直しや体制づくり

をやっていただきたいと。これについての答弁は求めませんけれども、ぜひこのことを改め

て訴えまして私の質問を終わります。 

○議長（塚原義昭君） 答弁ありますか。 

  高野村長。 

○村長（高野忠房君） 以前、私のほうからも基本的な考え述べさせていただいたので、ちょ

っと私のほうからも少し意見を述べさせていただきたいなと思っています。 

  議員のおっしゃる専門部署、これできるといいということはこれは誰しもそう思うわけで

あります。 

  しかし、今の現状を見ますと、今の子育てに関わっている、いわゆるその皆さんの資格、

有資格者等を見ますと、まず保健師さん、それから保育士さん、それからあと栄養士さんと

かですね、それから各種のコーディネーターさん、あるいは作業療法士さん、それからさら

に教員ですね。こういった皆さんが関わって、今子育てをされているわけです。それからさ

らに現場のスタッフの皆さんですね。こういった形になっているわけです。 

  新たなその専属の部署をつくりなさいということは、こういったスタッフを全員そろえた

１つの部署ということになるわけでありますが、今、麻績村の規模、ご承知のとおり正規職

員50名もう切っているわけでございまして、他の立場の違う職員等を含めて今やっとやって

いるわけですね。こうした中でこれだけのスタッフをそろえた部署を設置するということは、

現実的には非常に難しいわけでございます。 

  そういったことから、今、村としては、それぞれのその必要とされる、例えば具体的に言

いますとひだまり広場でありますとか、あるいは放課後児童クラブでありますとか、あるい

はおみ図書館でありますとかいろいろな子育てに関わるそういった場所があるわけでありま

すが、それぞれの部署をそれぞれの、どこで責任を持ってやるということをしっかりとやり

ながら、それから連携をし合って今やっているわけです。いわゆる連携し合ってやっている

わけです。必要な場合にはそれぞれのところに保健師が行く、あるいは栄養士が行く、コー

ディネーターが行くというようなことで今やっているわけでございまして、特に支障は今出

ていないわけであります。 

  そうしたことから総合的に、常に連絡をし合って今やっているわけでございますので、新

たに、議員おっしゃるように専属のスタッフを抱えた部署をつくるということは、今非常に

難しい状況にあるということをぜひともご理解いただきたいとこう思っております。 
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  以上です。 

○議長（塚原義昭君） １番、塚原利彦議員の一般質問が終了しました。 

  ここで休憩を取ります。 

  再開は10時25分とします。 

  ただいまから休憩に入ります。 

 

休憩 午前１０時１４分 

 

再開 午前１０時２５分 

 

○議長（塚原義昭君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 飯 森 茂 孝 君 

○議長（塚原義昭君） ２番、飯森茂孝議員の一般質問を許可します。 

  ２番、飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） 議席番号２番、飯森茂孝です。 

  令和３年３月定例会での一般質問は、さきに通告いたしました質問事項、１点目は、新型

コロナ感染症対策と今後の課題について、２点目は、福祉企業センター、山ぼうし施設の環

境整備と支援体制について、３点目は、桑山定住促進住宅の現状と本町若者住宅地の公園設

置について質問いたします。 

  以上の質問、一問一答でお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、質問事項の１番です。 

  新型コロナ感染症対策と今後の課題について質問させていただきます。 

  まずは、新型コロナ感染症拡大の中でコロナ感染防止の最前線で尽力されている医療、そ

して介護従事者の方々に、心から尊敬と感謝の意を申し上げたいとまずは思います。 

  新型コロナウイルスは、我々の日常の生活パターンを根本から変えてしまいました。これ

は、感染の拡大だけではなく、感染者やその家族などへの差別や偏見という点でも深刻さを
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増しております。 

  村では昨年、令和２年２月６日、新型コロナウイルス感染症対策本部を早くから立ち上げ

ていただいて、村民とともに感染防止対策に力を注ぎ、現在に至っております。しかし、今

なお住民はコロナの感染と常に隣り合わせの状況にありまして、しかも、誰もが感染するリ

スク、これを常に、リスクにさらされているということです。 

  麻績村では、先ほどの議員さんの中でも、いまだ感染者は出ていないということですけれ

ども、最近では、皆さんもご存じのとおり、ウイルス、これは姿を変えつつ感染力も強めて

おります。 

  そこで質問要旨１です。 

  万が一陽性者が出た場合、感染者を不当な差別や偏見・誹謗中傷から守り支えるという基

本的な対策も感染症対策の重要な課題だと私は思っております。コロナ拡大が心配されてい

る中で、コロナ差別をなくすための、麻績村としての基本的な対策と取組について、まずは

伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 答弁を求めます。 

  森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） では、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  議員おっしゃいますように、幸いにも今日現在、麻績村村民の感染者は確認はされており

ません。しかしながら、いつ感染者が出てもおかしくない状況にあるわけであります。現在、

村では新型コロナウイルス感染者に対する差別・偏見・いじめなどが起こらないよう、村ホ

ームページや広報無線などで、随時村民の皆様にお願いしているところであります。万が一、

村に陽性者が出た場合の対応につきましては、近隣の自治体においては、差別や誹謗中傷を

行わないよう、首長自らがケーブルテレビや広報無線などで直接住民に呼びかけを行ったケ

ースもございました。当村においても、このような場合があった場合にはこのような対応も

必要ではないかと考えているところでございます。 

  また、誹謗中傷などの被害を受けた方の相談先として、昨年８月に、長野県において新型

コロナ誹謗中傷等被害相談窓口が設置されております。これまで村広報紙やホームページに

より住民への周知をしているところでございますけれども、今後も引き続き、随時周知をし

てまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 
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○２番（飯森茂孝君） 森山課長のほうから力強いメッセージいただいたと思いますけれども、

私も、長野県知事ですね、長野県知事も要旨をもって新型コロナ感染症に関する差別をなく

すためのメッセージが発信されております。 

  しかしながら麻績村としても、より一層の、あらゆるコロナ差別に対して許さないという、

こういうメッセージをもう少し村民に力強く発信していただきたいと思いますけれども、こ

のことに関しては、役場のほうではどのようにお考えでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 今お答えさせていただきましたけれども、随時、住民のほうへは

周知してまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） 私、常日頃思っているのですけれども、特に、先ほども言いましたけ

れども介護従事者、麻績村の中でも社会福祉のほうで働いている方もいますし、また、しか

も、小学校、中学校、ああいうところは集うところですから、ああいうところで誰か出たか

ら、もうちょっと大変なことになってしまうと。そんなようなことも考えます。 

  昨日も社文のほうでもいろいろなお話をされたのですけれども、昨日は小学校の校長先生、

そして筑北中学の校長先生も来られました。そういう中で、教育の一環として、やはりコロ

ナ差別ということも大事な、これ道徳の時間になると思いますけれども、その点、教育長の

ほうではどのようなお考えでいるか。そして、しかも、国の指針に沿って子供さんたちにも

啓蒙をしているのか。それをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 私のほうからお答えをさせていただきますが、小・中学校につきま

しては道徳の時間等を利用する中でやっております。コロナ対策だけではなく、いろいろな

部分で、いじめから始まりまして誹謗中傷のないようにということで、学校を挙げて指導を

しているところであります。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） まず、そうですね、子供さん、今、麻績小学校も筑北中学校も生徒数

が少ないということで、このコロナ禍では非常に教職員の方々も、人数が少ないということ

で感染のリスクはほかの小学校や中学校よりも少ないのではないかと。これは、各小学校、

また中学の校長先生方も、このコロナ禍では非常に、少人数であるから非常に、３密から始
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まっていろいろなところで距離が取れたりいろいろするから、非常に少人数の学級としては

よかったと、そんなような評価をいただいたわけですけれども、ぜひ、やはり子供さんたち

もいろいろなコロナに関しても被害を被っていると思います。 

  そういう中で、先日も新聞の中にもありましたけれども、北信のほうでは十何歳というよ

うな子供さん、そしてその保護者も感染したと。こういうような状態になりますと、やはり

日頃からの、要するに差別に対しての、やはり道徳の機会があれば常にそういう啓蒙を子供

さんたちにもやっていただきたいと思います。 

  ただ、私が思うのに、私たち大人というものはどうしても、どこどこの村で出たとか、青

木村で出たとか、そういうことになると、やはりそこで距離を取ったりいろいろすることが

あるのですけれども、やはり誰しもがかかる感染病だということを常に頭に入れながら、や

はり感染症になった方、そして感染症やその家族などへの差別を、できるだけというよりも、

これは人権の問題になりますので、ぜひ麻績村としても村民挙げて、このコロナ差別に対し

ての啓蒙をしっかりやっていっていただきたいと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

  それでは、質問要旨２です。 

  村では新型コロナ感染症予防対策の強化の一環として、小学校、中学校のトイレなどの手

洗いに非接触型の自動水栓を設置、この予算300万円が予算化されました。しかしながら、

いまだ自動水栓化されていない村の公共施設にも、非接触型の自動水栓を設置する考えがあ

るかお伺いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、村の公共施設複数ありますので、公共施設全体の状況

についてご説明をさせていただきます。 

  公共施設の感染症対策としましては、現在ハンドソープの設置やアルコールの設置により

対応をさせていただいている状況となっております。 

  公共施設への非接触型自動水栓の設置の考え方ということでご質問でありますけれども、

今後の感染症の状況ですとか各施設状況、また利用状況等も考慮しながら、必要であれば各

施設の改修時に検討してまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） 私、日頃から思っているのですけれども、昨日の社文の会議の中でも、

保育園、幼稚園、認可保育園に関しましては非接触型をやってもらいたいということだった

けれども、なかなか取り付けるのが難しいというようなことで断念したというようなお話を
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聞きました。園長さんのほうから聞きました。 

  しかしながら、私ずっとこう、いろいろな公共施設回ってみていて、そこにあります放課

後児童クラブ、それに社会福祉企業センター、そして山ぼうし、こういうところにはついて

いないような気がいたしますけれども、こういうところにでも、ぜひ予算としてつけていた

だきたいと思いますけれどもどのようなお考えでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 福祉企業センター、山ぼうしについてのご質問でございますけれ

ども、県のほうで総自動水栓について、県の予算で設置といいますか配布するというような

話がございまして、現在村のほうでは、山ぼうし、福祉企業センターについて要望を上げて

いるところでございます。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） その、今の森山課長のお話しというのは期限か何かあるのですか。い

つつけてくれるとかそういう、予想ですか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 県の予算もあるものですから、必ずしも麻績村のほうに配布され

るとは限りません。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ということは、村のほうとしては、そういう予算立てをするというこ

とは考えていないということですね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） はい。現段階においてはありません。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） 課長さん、そう言わずに、やはりそちらのほうにも、小学校、中学校

はやっているのだったらやはりそっちのほうへも温かい、やはり予算というものはつけてい

ただきたいなと思いますけれどもいかがでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 状況にもよりますけれども、県のほうで準備していただけるとい

うことであればそちらのほうを優先したいと思います。 
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  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） なかなか受け身の立場の表現ですので、できるだけそういうところに

も目を配っていただいて、ぜひやっていただくようにお願いしたいと思います。 

  それで、あと、総務課長のほうから各地区の公民館の話をされましたけれども、先ほどハ

ンドソープとかアルコール、そういうようなものも備えつけるというようなそういうお話し

でしたけれども、各地区の公民館のことに関してはどのようなお考えを持っておられるでし

ょうか。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 各地区の公民館につきましては各地区の運営管理となっておりま

すので、各地区のほうで検討されていただいて実施されている地区もありますのでよろしく

お願いします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ということは、各地区のほうでやって、各地区独自でやるということ

で、要するに、予算としてはやはり総務課のほうでは盛ることはできないということでしょ

うか。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 各地区の公民館でございますけれども、維持管理、修繕等につき

ましては今まで各地区で実施をしまして、村のほうへ補助申請等を上げていただいたり維持

活動費の中で行っていただいている状況がありますでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） 今の総務課長のお話しですと、要するに、各地区から予算を出してい

ただいたら、そのことに関して、要するに補助として予算づけできるということでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 改修の状況にもよりますけれども、教育委員会のほうに地区公民

館の改修補助等ございますので、その要件に合ってくれば可能になってくるかなと思います

のでよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、教育長のほうで、その今のお話をどのように判断されるか、

ちょっとお話を聞きたいと思います。 
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○議長（塚原義昭君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  先ほど総務課長からもありましたとおり、地区の公民館は地区で管理しております。地区

の公民館の改修につきましては公民館のほうに申し出ていただければ、内容にもよりますけ

れども補助の対象となることがありますので、こちらのほうにお申しつけいただきますよう

に周知しているところでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、今言われたように補助の対象になるということですね。要

するに各地区から出せばね。そういうことでよろしいでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） なるならないは判断、こちらのほうでしますけれども、なる可能

性があるということで、お申出いただいて相談を受けるという形になりますのでよろしくお

願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、申出て確認するということですね。はい。ありがとうござ

いました。 

  あと、私、先ほど来、茂木議員、そして塚原議員のほうからコロナに関してのコロナ接種

ですね、ワクチンの接種についてお伺いしたのですけれども、私も今回、質問要旨として、

質問要旨の３番です。４月以降から予定されているワクチン接種体制の課題や準備状況につ

いて質問させていただきます。 

  ワクチン接種は、皆さんもご存じのとおり国を挙げた医療史上最大のプロジェクトと言わ

れております。これから担当部署では、ワクチン接種準備やそういう対応に追われる日々と

は思われますけれども、先ほど来お話しありましたけれども、まずは会場を設けるというこ

とで今日の新聞にも載っていました。集団接種ということで載っていました。それで、その

ワクチン接種会場というのは保健センター、麻績村役場の保健センター、そして、あと、玉

井医院の２つの会場ということで私も理解いたしましたけれども、この中で、玉井医院では

１日15名、そしてセンターでは半日50人という接種の人数で確認したいのですけれどもよ

ろしいでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 人数につきましてはあくまで想定でありますので、今そういった
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ことでどうかということで検討をしているところでございます。確定ではございません。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それで、そこでちょっと私疑問符が１つ残ったわけです。 

  この会場が２会場になります。そうすると、今、このファイザーのほうのお薬を使うとい

うことになりますとディープフリーザー、これが必要になってきます。その場合、麻績村に

はそのディープフリーザーというものは１台だけでしょうか。２台来るのでしょうか。その

辺確認したいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 麻績村には国のほうから１台であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、１台ということは、その１台ということになりますと、会

場で一番多く使用する麻績の役場、保健センターに据え付けるということでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 保健センターのほうに設置する予定ということで、非常電源装置

もそちらのほうへ、非常電源のコンセントもそちらのほうへ設置、現在のところ済みであり

ますのでその予定であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、いわゆる、そうなると玉井先生のほうにはやはりそれが、

フリーザーがないということで、こちらのほうから玉井医院のほうへ持っていくということ

で、そういう確認でよろしいでしょうかね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） こちらのほうから玉井先生のほうにワクチンは搬送するというこ

とでございます。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ありがとうございます。 

  それでは、その中で、このファイザーのワクチンなのですけれども、１アンプルで、要す

るに５人取れる、６人取れるということが今問題になっていますけれども、まだ不確定では

あると思いますけれども、アンプルとして５人取れるのか６人取れるのか、まだそこのとこ

ろは定かではないと思うのですけれども、国のほうとしても、その注射器もやはり用意しな

ければいけないと思いますけれども、やはりその辺は不透明でしょうか。 
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○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 国の示しているのは５人が適当であると言っておりますし、ただ、

注射器についても国のほうから支給されますので、その注射器によって数は変わってくるか

とは思いますが、基本的には５人だと解釈しております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ありがとうございました。 

  それでは、ちょっと方向を変えまして質問させていただきます。 

  国では、定めているのは16歳以上ということで、麻績村の村内における接種する対象者数、

それは何人でしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） ちょっと細かい数字、今お持ちしておりませんが、また後ほどお

答えさせていただきますがよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） そうですね。まず、これから接種準備が始まるわけですけれども、私

は、一番懸念するという表現は妥当かどうか分からないのですけれども、円滑な接種体制、

これをするためには、やはり接種に携わる医療従事者の確保というものが非常に大変なこと

だと思います。麻績村では塩筑の医師会と相談をなさって派遣してもらうということですけ

れども、そこの辺は、人数的には不透明でしょうかね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 塩筑医師会のほうとご相談をさせていただいて、数名の先生が来

ていただけるということであります。ただ、何人ということはまだ決定しておりません。う

ちのほうから、いつ、この会場で何人お願いしますと言わないと向こうのほうでも案内がで

きないということでありますので、それができた段階でご相談したいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ありがとうございます。 

  あともう一点だけお聞きします。 

  やはり、麻績村は高齢者が随分、四十何％というような比率になっています。 

  それで、私はこの場合、接種会場に来られない人も中にはいると思うのですよね。その高
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齢者に対しての送迎方法、どんなような、麻績村では考えているでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） お答えさせていただきますが、送迎につきましては、平日の玉井

医院での接種につきましては個人での対応をお願いしたいと考えております。集団接種の土

曜日の午後及び日曜日の集団接種につきましては、接種会場まで交通手段がない方もいらっ

しゃいますので、具体的な運行方法等についてはまた今後詰めてまいりますけれども、タク

シー会社と契約によりタクシーの貸切りを行って送迎ができればということで今検討をして

おります。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） はい、ありがとうございます。 

  タクシーを利用できるということですね。今日は傍聴者の方もいますので、その辺しっか

りと対応していただきたいと思います。 

  それで、あと１点だけ、先ほども言いましたけれども、高齢者を抱えているということで

訪問接種の考え、これについてお伺いします。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 一応今のところは予定をしておりません。玉井先生のほうでも、

ちょっと無理だなという話をお聞きしております。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ちょっとそれでは、そのことに関してはまだ対応がはっきりしていな

いということでよろしいですね。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 基本的にはやらないということであります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） やらない。はい、分かりました。 

  それでは、ワクチン接種のことに関してはこれで質問を終わりたいと思います。 

  続きまして、福祉企業センターと、そして山ぼうし施設の利用者に、思いやりある温かい

支援が、どうしても私はお願いしたいなというそんな気持ちも込めまして質問事項２です。 

  福祉企業センター、山ぼうし施設の環境整備と支援体制についてお伺いいたします。 

  質問要旨１です。 
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  福祉企業センターと山ぼうし作業所、これは、この施設というのは、役場職員の方たちも

しっかり分かっているとは思いますけれどもあまりにも老朽化しています。令和３年度の予

算案には、この老朽化した施設の整備に伴う予算が計上されていないことに、私はがっかり

いたしました。本当にこのままでいいのか。この老朽化した施設がこのままでいいのか。行

政として責任ある財源確保と改修整備計画の具体的な進め方を伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  現在、福祉企業センター、山ぼうし作業所の施設の老朽化によりまして、新たな施設の整

備を検討しているところでございます。現状において、福祉企業センター利用者の減少、そ

れから新型コロナウイルス感染症の影響により作業量が急減していることから、将来に向け

た利用方法や利用状況の把握をする中で整備をする施設の規模、計画をしてまいりたいと思

います。また併せて、施設整備における財源の確保について、制度の活用や起債計画を立て

る中で、財源の確保をしてまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） それでは、ちょっと方向を変えまして、質問の内容なのですけれども、

この山ぼうしと福祉企業センター、これは、今、各地区で、公民館で行っていますこの耐震、

この耐震にはクリアしているのかどうか確認したい。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 耐震にはクリアしておりません。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） していないと言いましたね。 

  していないということは、やはりこれ耐震をしっかりやらなければいけないという裏返し

の言葉だと思うのですけれども、見通しとしては、これ、すぐやらなければいけないと思う

のですよ。私も何回か施設拝見しましたけれども、やはりどう考えてみても、あの老朽化し

た施設でサービス受けるということは、どうしても私は納得できないというようなことがあ

るのですけれども。とにかく早いうちに予算づけをしていただいて、老朽化した施設である

ことももう認められました。耐震にもかなっていないということが言われましたので、ぜひ、

本当に耐震工事、もうやっていただきたいとそんなふうに思っています。 

  これ以上私のほうから言ってもまずいと思うところもありますけれども、もう、やはり、
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行政のほうとしては認めているわけですよね。耐震はかなっていないということを認めてい

らっしゃるので、ぜひこの予算化を早くしていただいてやっていただきたいと思います。 

  そして、次、質問要旨２番のほうにいきます。もう時間も時間ですので、いいです。あと

で。すみません。 

  質問要旨２になるのですけれども、障がい者がいつまでも生き生きと安心して過ごせる支

援体制、この構築を考えていただきたいのですけれども、これは障がい者本人やその家族も、

ずっと長い期間安心して支援を受けられるような、そういう体制というものは非常に重要な

ことだと思います。 

  その中で、今後、やはり麻績村としても、松本圏の中では一番北信のほうに当たるわけで

すけれども、こういう中にグループホームの設置とかこの誘致というものを、ぜひ、私、議

員の立場として誘致をしていただければうれしいなと。そんな方向も行政のほうで示してい

ただければうれしいなというふうに思っているのですけれどもいかがでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 私のほうから少しお答えさせていただきたいなと思いますが、先ほど

の企業センター、山ぼうしにつきましては、これは村で改修していくという方針は決定して

いるわけでございます。 

  先ほど議員、予算ものっていないということでございますが、実は予算ものっております

のでまたご覧いただきたいと思います。というのは今年調査を行います。調査費と言います

か計画費と言いますかね。基本的な計画を立てたいとそう思っております。 

  といいますのは、現在の企業センターのご利用者様、５名から７名、それから、山ぼうし

さんにつきましては非常に少ないご利用者様、数名ということでございますね。こういった

皆様が５年あるいは10年後にどういう数になるか。具体的にどんな内容でこれを運営してい

くかということが決まらなければ建物の設計ができないのですね。ですからその予測をした

り、それからどんな制度を使うか。この制度によっては、その人数によって規模が決まると

いうようなことが出てまいりますので、その調査を今年やりたいということであります。な

かなか進んでこなかったというのは、この予測が今までできなかったということでございま

す。ただ、この予測、できない、できないで待ってはいけないので、今年予測計画をして、

もう具体的に来年は設計に入るというようなことにしていきたいと、こんなふうに考えてお

りますのでよろしくお願いしたいとこう思っております。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 
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○住民課長（森山正一君） グループホームといったご質問でございますけれども、障がいの

ある方への就労支援やグループホームといった指定障がい福祉サービスの開設・運営につい

ては法人が行うこととされております。現在、村内には事業所ありませんけれども、指定障

がい福祉サービスの運営につきましては、人員配置等クリアしなければならない基準が多く

て、他の地域ではサービスが継続できずに閉鎖している事業所があると聞いております。 

  グループホームについても同様でございまして、誘致は非常に難しい状況にあるかなと思

いますけれども、村から遠く離れず村外で利用できる施設を活用することも、一つの選択肢

となっておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ありがとうございました。 

  先ほどの村長のお話は、もう私も納得しましたので、ぜひ早いうちにあの老朽化した施設

を、なるべく早くやっていただきたいと思います。切にお願いしておきます。 

  それでは、山ぼうし作業所の隣接する土地購入、もう購入されたわけですけれども、あと

利活用がされていないふうに思うのですけれども、これは山ぼうし農場として利用される土

地との考えで私は思っていたのですけれども、その辺の考え方を示していただきたいと思い

ます。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 企業センター及び山ぼうし分譲農施設の整備を計画しております

けれども、現段階においてはその場所の建設用地の候補地としておりますのでよろしくお願

いします。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） はい。ありがとうございます。 

  それでは、その利用の方法がもう描かれているということで承知いたしました。 

  それでは、質問事項３番になります。時間も迫ってきましたので。 

  桑山定住促進住宅の現状と本町地区若者住宅地の公園設置について質問させていただきま

す。 

  まず１点目、要旨１です。 

  桑山の定住促進住宅５棟ができまして、皆さんが入られたということでありますけれども、

その実態についてお聞きしたいのですけれども、明確に県内何軒、県外は何軒、そして、あ

そこに来られた人口的には何人増えるかということをお示しいただければうれしいと思いま
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す。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） それでは私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  ５棟建設をいたしまして、応募者、実際の応募者は10名でございました。今回、このコロ

ナウイルス感染症ということで県外のほうへなかなか打って出られないという、宣伝もして

いかれないということもございまして厳しい状況かなということでございましたけれども10

件応募がございました。 

  その中で、応募者でございますけれども、村内で２件、県内から５件、県外から２件、国

外から１件ということで10件の応募がございました。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） 国外というのは随分魅力的なところだと思いますけれども。 

  ここで私、物すごく気になることがあります。今回５棟が促進住宅として入居者が入った

ということで、これ、ほとんどの方の世帯主というのはどんな勤務をされている方でしょう

か。どんな勤務をされている。要するに、麻績村で働いているか、それとも、麻績村ではな

くてほかの松本とか長野のほうへお勤めになっているか、それだけでも、個人情報を大事に

してお答えいただければと思います。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） 世帯主の勤務地ということでございますが、全員が村外でござい

ます。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） どっちかというと、そうですね、子育てとか麻績村に愛着を感じてい

る方が利用されている促進住宅５棟だと思いますけれども、これからも、人気があるという

ことで、大変これからも次のステップを考えていかなければいけないということは行政のほ

うでも考えているとは思いますが、この中で、もうテレワークですね、子育てをしたい、ま

たはこのテレワーク希望者を優先するということなのですけれども、今回テレワークを目的

とした入居者はおられましたか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  10件申込みがありましたうちテレワーク、リモートワークでございますけれども、されて
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いる方は３件がございました。結局最終的には入居者１軒ということでございます。 

  今回、優先という部分、子育てと、それからリモート、テレワーク優先ということで募集

要項にも載せてございますけれども、今回選考につきましてはそれも加えまして、人口増に

つながる子育て世代であること、それから、将来村に定住を希望していること、それから、

自治活動だとか地域貢献というような基準をクリアするということの中の一部としてテレワ

ークの希望者ということもございますので、総合的に勘案して選考されたということでござ

いまして、結果的には１名ということでございます。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ありがとうございました。 

  もう時間も迫ってきましたので、私、前回の一般質問のところで、本町地区の若者住宅地

の公園設置の計画について、現在どのような考えでいるのかということをこの前の議会のと

きに一般質問をしようとしたのですけれども時間が切れてしまいました。 

  それで、端的に言いますと、本町地区の若者住宅では公園設置の要望を常日頃からされて

いるわけです。そして、この憩いの場として、また、公園の設置の条件を満たすには、やは

りこの住宅地の近くに、子供さんも非常に多いわけですので、ぜひこれからもこの公園を造

るということを具体化していただきたいのですけれども。 

  最後の質問になりますけれどもお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  本町地区では、この新型コロナウイルスの感染症拡大防止の観点から集会を、今現在も見

合わせているという状況でございます。ということで、区長さんとは話をしてございますけ

れども、そういった状況の中で協議が進んでいないということでございます。 

  今回のこの感染症の拡大の状況を見ながら集会が開ける状況になれば、村と地区と協議を

させていただくという予定にしておりますので、ちょっと遅れているということもございま

すがご理解いただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員に申し上げますが、公園関係の質問はよろしいですか。 

○２番（飯森茂孝君） はい、いいです。 

○議長（塚原義昭君） それでは、追加答弁がございますので。 

  森山住民課長。 
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○住民課長（森山正一君） 先ほどご質問をいただいた件でございますけれども、麻績村にお

ける接種者の対象者ということでございます。 

  現段階においては2,527名。ただし、これ、現段階での接種対象者でございます。高齢者

につきましては１月１日現在に住所のあるところが接種券を発行するということになってお

りますが、それ以外の方につきましては４月１日時点で住所地があるところ、そちらのほう

から接種券を発行するということになっておりますので、まだこれから人口の異動あります

ので確定ではありませんので、その辺のところはご理解をいただきたいと思います。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 飯森議員。 

○２番（飯森茂孝君） ありがとうございました。 

○議長（塚原義昭君） ２番、飯森茂孝議員の一般質問が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 峯 村 賢 治 君 

○議長（塚原義昭君） ３番、峯村賢治議員の一般質問を許可します。 

  ３番、峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） ３番、峯村です。 

  さきに通告しましたとおり、３点について伺いたいと思います。 

  まず質問事項１、新聞の報道について。 

  要旨１です。 

  ２月11日の地方紙の報道を見てどのように感じたかということですが、これ、今、村民の

方が一番知りたいのではないかと思いまして最初に質問させていただくわけですけれども、

率直な感想を伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） ２月11日の信濃毎日新聞社さんの第１面の「臨時交付金 使い道Ｏ

Ｋ？」この記事のことかと思います。 

  ご質問のこの件でございますが、私の率直な意見という、感想ということでございますが、

第１面に塩尻市さんと一緒に記事を書いていただいたなと。１面で大きく出していただいた

なと、そんな感じをいたしました。 
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  記事の内容が正確であるか、また、事業の趣旨が正確に記載されているかというのを疑問

は感じましたが、それは書く側の受け止め方でございますので、それ以上のことは特に私は

感じませんでした。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 無難な答弁というふうに私は感じましたけれども。 

  私は、この紙面を読んだときに、これ何の記事なのかなと。事実を全く伝えていない記事

ではないかと。また何で今、９月のことを記事にしているかと疑問に思ったのですね。 

  後段のくだりを読んでいて分かってきたのですが、やはり全国的にこの臨時交付金の使い

方に疑念が湧くような事案が結構散見されてきて、当長野県でも何かないかなと探したら、

当村のこのエレベーター設置が該当するのではないかという、この書き手の思い込みで記事

になったのが実情ではないかと思っています。 

  結局、この臨時交付金の使い方が正しいかどうかという記事は、記事を書くために当村の

これ案件がスケープゴートにされたのではないかと思っています。 

  それで、さらにこの記事には３点問題があると思っています。 

  １点は、質問の議員の質問趣旨を全く反映してないということですね。質問の趣旨は、ど

のような過程でこの設置がなされたかなということを聞いていると思うのですが、質問者は

特にこの設置に反対しているわけではなく、高額なエレベーターではなくて数百万の昇降機

の設置で大丈夫であると提言しているということですね。 

  ２点目は、本人が言っていないことをあたかも本人が言っているように書いてあるという

ことです。つまり、これは議事論を何回読んでみてもそのような文言というのは見当たらな

いし、本人がしゃべっているように記事を書いているということは、まさにこの捏造記事の

ように思えて仕方がないということです。 

  それと３点目ですが、内閣府のくだりですね。これは内閣府の地方創生推進室の令和２年

５月１日の事務連絡の臨時交付金の留意点を引用していると思われるのですが、その留意点

というのは、こういった目的でお金を使ってはいけないですよという例なのですけれども、

その中の、感染症拡大防止または感染拡大への対応としての経済支援・生活支援に必要な施

設の整備費用を除くと、この例外規定があるのですが、つまり当村の事業自体はこの例外規

定に合致して、内閣府でも、やってもいいですよという案件だと思うのですよ。ただ、そう

書いてしまうと、新聞の見出しにあるように、臨時交付金の使い道オーケーかというこの見
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出しと記事の内容と齟齬が生じて整合性が取れなくなる。つまり文章として成り立たなくな

ってしまうので、整備費用を除くというところを省いて書いてあると思うのです。 

  したがって、このような記事に対して何らかの対応を考えているかということを伺いたい

と思います。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 実を申し上げますと、この新聞記事が出た翌日でございましたか、２

人ほど、いわゆる村内の見識のある方からお電話を頂戴いたしました。まずその方がおっし

ゃったのは、議会で３人の議員が反対したのか、エレベーター設置を３人の議員が反対した

のかという質問をされました。記事の内容でそういうふうに受け止められたかと思うのです

が、私のほうからはもっと正確に、私はその方にはお伝えさせていただいたわけでございま

す。 

  この記事に対して何らかの対応を考えているかということでございますが、先ほどから申

し上げておりますように、やはり書く側の受け止め方というのございますので、これは私ど

ものほうからいろいろ言う筋のものではないというふうに考えております。ということは、

私どものほうでもっと明確に、今回のこの目的とかその辺を明確にお伝えしなければいけな

いのかなという、そういうふうに感じております。 

  今回の事業につきましては、議員の皆様全員にご理解をいただいていると思います。例え

ば、今感染症拡大期、今なっているわけでありますが、万が一こういったときに大規模災害

が発生したときに、今もそうでございますが、里帰り出産をしている妊婦の方とか、あるい

は普通の妊婦の方とか、それから車椅子で生活を送っている病弱な方がいらっしゃるわけで

すね。こういう人たちが、大規模災害発生したときに第１次避難所に避難できるかというこ

となのですね。感染リスクがある中へそういった皆さんが行けるかどうかということですね。

そういう場合にはやはり親戚のとか、あるいは友人の方のお宅へお世話になるとか、あるい

は分散避難所ですね、そういった第１次避難所とは違う、いわゆる村で指定した避難所では

ない、いわゆる分散避難所に避難できる体制を行政としても整えていく必要があるのだとい

うことでございます。 

  実は、先進自治体ではもう既に始まっております。これは、有料で、料金を出して、ご利

用者様が料金を出して管内の民間のホテルに泊まれる。しかしこの場合には、できるだけ安

価で安い、協定をした協定価格で、そういった場所で安全に過ごせるというようなことを先

進の自治体ではもう始まっているわけですね。それで、これはもう関西の神戸地震のときも
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そうでございますが、あれ以来、全国でこういったことは始まっているわけです。県内でも

始まっております。 

  ところが、麻績村につきましてはこういった民間のホテルというのはないわけです。でご

ざいますから、村としては、今１つあるシェーンガルテンおみをそういった形で整備してい

かなくてはいけないのだろうということであります。というのは、第１次避難所に避難でき

ないような方を避難していただく。でも、当然そういった方はそのまま行けば、本人だけ行

けば寝具とかそういうものは用意されていますから、当然そういったものに料金を払ってい

ただくわけでございますが、そういった場所を用意するということですね。分散避難所を用

意していくということです。 

  それで、分散避難所にするに当たって不備である、２階へ上がる、いわゆる昇降ですね、

昇降機を設置するということでございまして、これは、今回の臨時交付金の対象になってい

るわけです。こういったことに使えるということになっています。いわゆるこういった災害

対策に対して使えるということで、麻績村ではこのほかにも総合防災倉庫、こういったこと

も建設しておりますし、いわゆるこういった関連のもの、これも位置づけてやっているわけ

です。 

  ですから、こう、今、私が申し上げたようなことを、やはり村民の皆さんにしっかりと理

解していただかなければいけないのかなというふうに私は思っています。 

  ですから、これは書く側のことではなくて、書く側ではこういうふうに受け止めたのだけ

れども、村としては、もっとこれを正確にご理解いただくために、村はもっときちんと説明

をしていかなければいけないのだということを思っているわけでございます。 

  今後も村政の内容をできるだけ分かりやすく村民の皆さんにお話ししなければいけないと

いうことと併せて、今申し上げた分散避難所がこのシェーンガルテンおみだけでいいのかと

いうこともございます。ですから、例えば今後もそういったことを、さらに安心・安全が高

まるようなことも考えていかなければいけないとこう考えております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 私はかねてからこのような隔離施設や防災、また観光施設としても使

えるトレーラーハウスの導入というのは再三提言してきたわけですけれども、もし、これは

私の感じですよ、このような、そういうのが導入されていたらこのような記事もなかったの

ではないかなと、今考えるわけですけれども、村長は優しく、それは書き手の主観というか
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思いを書いているという答弁されましたけれども、やはり、この、書いたいきさつとか経緯、

そのぐらいの説明は求めるべきではないかと思いますが、そういうお考えもないですかね。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 私はその新聞のその仕組み、新聞社の仕組みというのはよく分からな

いわけでございます。記者さんが書いたそのままの内容が記事になるとは思いませんし、そ

れぞれ新聞社、社としての方針といいますか考え方、そんなことも新聞には出てまいります

し、特に信毎さんの書き方が悪いということを私は申し上げる気はございません。ただ、受

け止め方が我々の考え方とちょっと違うなということは感じております。 

  それで、先ほど議員は、今でも分散避難所のためにトレーラーハウスを用意したほうがい

いとかいろいろなご提案もいただいております。キャンプと兼ねた形とかということを考え

ておりますが、私も、これからも安心・安全を高めるためにこの分散避難所というのはさら

に必要だということは考えております。 

  ですから、議員の提案にも絡むわけではありますが、例えば将来に向けては、今、村で持

っている別荘ですね、別荘等についてもそういった活用ができれば、将来さらに安心が高ま

るかなというようなことも今考えているわけですが、まだまだこれは先のことでございます

し、取りあえずは、早く今の分散避難所をしっかりしたものにしていかなければいけないと

このように考えております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 村長のおっしゃるとおり、確かに、分散避難という観点ではそのよう

な考え方でよろしいと思いますけれども、この新聞の記事、新聞社の意見として言うのであ

れば、私はこの社説という欄があるので、そういった欄で新聞社の意見を言うのは何ら問題

ないとは思っているのです。しかしながら、この１面でこのような書き方というのは、いか

にもちょっと不適切ではないかなとは思っています。 

  それはそれとしまして次の質問に行きます。 

  今年度の財政・事業の評価はということで、要旨１、地方交付税の増加の要因と次年度の

見通しはということで、今年度もあと20日ぐらいですけれども、地方交付税が増えた要因と

次年度の見通しを伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 令和２年度の普通交付税につきましてご説明をさせていただきた
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いと思います。 

  令和２年度の普通交付税につきましては、地方財政計画の中の出口ベースでは対前年

2.5％というようなことでございました。麻績村におきましては、麻績村の交付基準額でご

ざいますけれども７％ほど増額というふうな形で大変ありがたく思っております。 

  増加の要因でございますが、計算項目は幾つもありますけれども、中の主なものについて

若干説明をさせていただきたいと思います。 

  まず、社会福祉費の関係でございます。 

  社会福祉費につきましては22％ほど増えてきてございますけれども、要因としましては、

保育料の無料化の関係の経費がこちらのほうへ新たに入ってきている部分と、保育所の人員

が増員になっていると、増えてきているというところで、若者定住の関係がここで成果が出

てきているのではないかなというところでございます。 

  ２番目でございますが、地域の元気創造事業というところで18％ほど増えてきております

が、これにつきましては、経常経費の削減ですとか地方税の収納率の関係ですとか、業務の

システム導入率ですとか就業率の関係などが算定項目になっておりまして、その関係で増え

てきてございます。 

  ３項目めですが、人口減少特別対策事業というところで10％ほど増えてきてございますが、

これにつきましては人口減少対策経費ということで、出生数６年間の形で、６年前は13人だ

ったものが23人というような形で増えてきている部分ですとか、人口増減率の転入・転出の

比率、年少者比率、出生比率等の関係で増えてきてございます。 

  ４点目でございますが、新たに令和２年度からのものでございますが、地域社会再生事業

費ということで、人口減少率、人口比率、年少比率ということで5,000万弱のものが増えて

きているというような状況で、交付税につきましては、今までは取組について算定項目にな

っていましたが、昨年あたりから取組の成果についても算定をされておるというところで、

そんな取組が成果として表れてきているのではないかなというところでございます。 

  令和３年度の普通交付税の見込みでございますが、令和２年度に国勢調査が実施されてお

りまして、平成27年の国勢調査よりも人口が減少してくるだろうということは予想をされて

ございます。令和２年度の国調の関係でございますが、令和３年６月頃に国調人口の概算公

表がされますので、まだ確定数値ではありませんのではっきりはしませんが、平成27年の

2,788人からは人口減少が見込まれるというところでございます。 

  また、それに伴いまして、各項目の人口基本となります基準財政需要額の減少が見込まれ
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るという状況でございます。 

  ただ、引き続き地域の元気創造ですとか人口減少特別対策事業、また、令和２年度に新設

されました地域社会再生事業費については例年どおり算定されるのだろうというところでご

ざいます。 

  また、地方財政計画の出口ベースでは令和３年度、対前年5.1％の増ということでなって

おりますけれども、これにつきましては、全国的に新型コロナウイルス感染症による大幅な

地方税の減収が見込まれておりますので、基準財政収入額の減少が大きな地域につきまして

はかなり増えるのかなというような想像もしていますけれども、麻績村につきましてはそれ

ほど大きな、現在のところ減収が見込まれておりませんので５％ほどまでは伸びないだろう

というところでございます。 

  全体的には、昨年度の当初予算比ですが、全600万ほどの増額を普通交付税については見

込んでおるところでございますのでよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 今、課長の答弁ありがとうございます。 

  特に、やはり当村の事業の国に評価されているのではないかというような感想を持つわけ

ですけれども、特にこの社会増は、やはり基準財政需要額に加味されて地方交付税の増額に

つながると思いますので、それを踏まえまして、次の桑山地区の住宅の現状と今後はという

ことで、これもさっき２番議員が聞いていましたけれども、５棟は既に決まっているという

ことで、では、残りの４棟は、基本的には土地の販売という計画でしたけれども、これはお

ととい予算委員会で、既に予算が計上されているということなのでおおよそのことは分かり

ますけれども、説明いただければと思います。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） これから先ということでございますので、私のほうからお答えさせて

いただきたいと思います。 

  議員、やはり今おっしゃるられたように、今、村づくりで進めている事業、いわゆるこう

いった成果が、今数字として出てきている。この数字として出てきているという結果が交付

税によい影響が出ているということの中から、これからどう考えるのだということだと思い

ます。 

  今後についての考え方を申し上げさせていただきますと、まずあそこに住宅を造ろうとい

うことに至った経緯についてはもう既にご承知かと思いますが、当初、桑山以外にも数地区
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候補が上がりまして、そういった中でそれぞれ研究をしてどこがいいかということになった

わけでございますが、いずれにしましても村の中心から離れているわけでね。離れたところ

にこういった事業を展開しても大丈夫なのかという大きな疑問も実はあったわけでございま

す。しかし、若い職員の皆さんの熱意といいますか、そんなこともあり、それから今の時代

の流れ、こういった中から、これは今やってもいけるぞという判断をさせていただいたわけ

でございますし、今これはやらなければいけないことだというふうに判断をいたしました。 

  コロナ禍の中で、今回もう大都市圏への宣伝は控えた形でございましたが、約倍の申込み

があったと。この申込み者以外にも問合せとか現場に見に来られた方もいたわけでございま

すが、これが大都市圏まで宣伝がしっかりした形で及べば、まだ大勢の方が来てくれるだろ

うというふうに思っております。 

  そうしたことから、新年度につきましては、予算でもう既に説明済んでいると思いますが、

残された４区画についても分譲という予定しておりましたが、そこへも住宅を建てたいとそ

う思っておりますし、それを既に期待をしている、落ちた方なんかも、そんなことでござい

ますので、それは進めていきたいとそう考えております。 

  それから、さらにコロナの状況、恐らく来年ある程度落ち着いてくれるだろうという中で

は、来年は大都市圏のほうも積極的な宣伝活動をしていきたいなと、こんなふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 私も、今、村長の答弁にあったように、その残りの４棟に関しては全

く同意見でありますけれども、さらに……要旨３に行きますけれども、その先の計画まであ

るのかどうかというのを伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） その先ということになりますと、まず土地が確保できるかという大き

な課題があります。それから、財源的にはどうだという考え方もありますし、それから、ま

ず一番は人が来るかと、応募するかという、これがあるわけですね。来年の状況を見ながら、

恐らく今の予測では、来年４棟だけでは当然足りないという状況に多分なるだろうと、そう

いったことも予想されますが、今のところ近隣の土地につきましては、地域の皆さんそれぞ

れ大変協力的でございますので、拡大、いわゆる拡張、こんなことも検討していかなければ

いけないだろうなとそのように考えております。 
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  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 今おっしゃったとおり、確かに地権者等の問題もありますしそういう

兼ね合いもありますが、計画だけでも当面は立てておいたほうがいいのではないかと私は思

っております。 

  それでは質問３に行きますけれども、投票所の在り方についてですね……。 

○議長（塚原義昭君） ふるさと納税。 

○３番（峯村賢治君） 失礼しました。 

  要旨４ですね。 

  ふるさと納税の次年度の見通しはということで、今年度、予算が約3,000万盛っていると

聞きましたけれども、これは正直、私は残念でした。これは毎年課長のほうには、上げるよ

うに上げるようにと提案はしてきましたけれども、本来なら、実績を踏襲するのであれば

5,000万あってもいいのではないかと。ちなみに生坂村さんは１億を予算盛っているという

ふうな新聞もありましたけれども、齟齬を考えてもちょっと残念かなとは思っています。 

  しかしながら、この次年度はどういう計画なのかということをまず伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） 峯村議員のおっしゃられること十分承知をしております。 

  今年度、来年度につきましては倍の3,000万ということで組まさせていただきました。こ

れからも寄附をいただけるような魅力ある返礼品の出品のほうについて努力してまいりたい

かなというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 先ほどそう言いましたけれども、何度か補正でプラス補正をしている

わけで、そういう面ではこの村に貢献しているわけですけれども、当初の、私のホームペー

ジ見た限りでは９つしかなかったような返礼品のアイテムも、今かなりページ数も増えてい

まして、そういう面ではかなり努力されているとは思います。今後も、課長にはそういった

面でアドバイスなりしていただいて、増やすようにしていただきたいと思っています。 

  では、次の質問に行きます。 

  投票所の在り方についてですが、要旨１、選挙管理委員会の現在の経過はということで、

現在は何度か会議を重ねているという話は聞いていますけれども、どの程度進んでいるのか
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ということを伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 臼井選挙管理委員会事務局長。 

○議会事務局長兼選挙管理委員会事務局長（臼井太津男君） 峯村議員におかれましては、12

月の定例会の一般質問におきましてもご質問いただき、現在の状況あるいは課題の把握、選

挙管理委員会としての研究・協議を行っている旨お答えさせていただいたところです。 

  今回、選挙管理委員会の現在の経過はというご質問ですので、昨年からの協議経過などに

ついてお答えさせていただきます。 

  まず、投票所の在り方につきましては、選挙を行う上での一定の区域として設定している

投票区というものがありまして、１つの投票区には１つの投票所が設けられるため、この投

票区の設定についての協議ということになります。 

  昨年６月の定例選挙管理委員会におきまして、委員より、現在の投票区についてこのまま

の設定で行くのかという問題提起がありました。その後、他自治体の状況等を研究し、11月

に臨時の選挙管理委員会を開催し、投票区の現況を再確認する中で、課題の把握と見直しに

当たっての方向を協議しております。 

  その後、12月の定例委員会議におきましても、麻績村として全村的な投票区の見直しとい

うことの必要性があることを確認している部分であります。その後、１月と２月には臨時会

を、そして３月の定例会においても投票区の見直しについて、ほか自治体の状況を資料等で

確認しながら研究・協議を進めてきております。 

  前回の一般質問の際にもお答えいたしましたが、投票区の見直しに際しては、その再編の

みという部分を目的とすることではなく、仮に再編がなされた際には、投票における利便性

を確保するための代替策等を併せて検討していくことが必要となります。 

  選挙管理委員会としては、今後の投票の在り方という部分の視点で最近の選挙結果を分析

する中で、仮に再編するに当たってはその目的という部分を明確にして、変更内容の判断基

準などを村民の方に理解していただくよう協議をしているところであります。 

  なお、３月の定例会の際には、選挙管理委員会４名のほかに選挙管理委員会の補充員の方

にも参集していただきまして、この問題につきましては協議をしているところであります。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） ただいま説明いただきましたけれども、旧自治省の1969年の通達─

現在総務省ですよね、１投票所当たり3,000人を上限とするという通達がありますけれども、
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当村はとっくにそのような人数を割っているわけですけれども、私の考えとしては、前回申

し上げましたけれども１か所で十分であろうと思っています。仮にこの１か所に集約した場

合、当然─当然と言っていいか分かりませんがかなり投票率は下がると思っています。こ

れは、恐らく局長もそう考えているのではないかなとは思っていますけれども。 

  ちなみに、どのぐらいになるかと私なりに試算してみましたけれども、前回の村議選のデ

ータを基に考えました。前回は投票率が全体で74.7％、この役場ですね、役場が71.8％、

第２・第３・第４が85.2％。これ驚異的な数字なのですけれども。仮にこの第２・第３・

第４の合計が５％下がったとして計算したら全体では73.6、10％下がったとすると全体で

72.5、さらに15％下がったところまで計算したのですけれども、そうすると71.5％。マイ

ナス3.2％なのですね、現状と比較して。これはおおむね誤差の範囲ではないかなと私は思

います。 

  要旨３の今後の過程はということで伺いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 臼井選挙管理委員会事務局長。 

○議会事務局長兼選挙管理委員会事務局長（臼井太津男君） お答えいたします。 

  まず、先ほどの仮定の投票率という話なのですけれども、選挙管理委員会の大きな目標、

目的が２つあると思います。１つは、公正な選挙の執行ですね。間違いない選挙を行うこと。

それから、もう一つ大きな部分につきましては、やはり投票率の向上ということが挙げられ

ると思います。ですので、仮定の中で投票率を下げるとか下がるとかという中での部分とい

うのは、選管の中では想定しておりません。そうならないためにいろいろ考えていくという

部分が、選挙管理委員会の目的だと考えております。 

  今後の過程でございますけれども、現在、いろいろな具体的な部分も含めまして選挙管理

委員会の中で協議を行っているところでありますので、まず、その選挙管理委員会としての

方向性を固めていくという部分が必要かと思います。今後も定期的に臨時会を開催し、協議

を進めてまいります。 

  その方向を固めてから見直しの対象となる住民の方への周知・説明に入りますけれども、

再編の目的につきましては丁寧な説明が当然のことながら必要となってきます。あわせて、

村議会議員の方々にも、このような形になるという部分の情報提供を行わさせていただきま

す。加えて、村民の方に見直し案の意見公募、いわゆるパブリックコメントを行う予定です。

その上で最終の見直し計画案をまとめ、再度、選挙管理委員会において審議をして決定して

いくということを計画しております。 
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  もちろん、見直しの決定に至る際においては地区への説明を尽くし、おおむねの同意をい

ただくということは当然であります。現在のところそのような形で進み、また、計画をして

おりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） ちなみに、隣村の筑北村さんでは、これも記事に載ったのですけれど

も、投票所を、８か所を４か所にするというような内容でした。しかし、その代案として車

の移動と……公用車を使ってですね、投票所を設置するという、時間を設定して回るという

ふうなことでした。これは松本市さんも次の衆院選から採用するというふうなことも載って

います。 

  そうしたことを踏まえて、そういった案もあるのではなかろうかと思いますし、先に局長

が答弁しましたけれども、特段、事前に了解云々というのが要るのかなと、果たして。特段、

地元に何か不利益になるようなこともないだろうし、ちなみに、この前回の県議選なんか見

ても当地区は松本市と一緒になったと。そのような考えと一緒でもいいのではないかと。つ

まり選挙区、選挙のシステムが変わったということで、これを告示して、館報なりホット・

情報とか防災無線とか、今から周知すれば十分間に合うのではないかなと思いますけれども、

そのような観点からの考えも難しいですかね。 

○議長（塚原義昭君） 臼井選挙管理委員会事務局長。 

○議会事務局長兼選挙管理委員会事務局長（臼井太津男君） もちろん最終決定は選挙管理委

員会にありまして、選挙管理委員会が告示をして決定するという部分であります。ただ、こ

の、今まで麻績村のほうで４つの選挙区でやってきたという長い経過の中では、やはり投票

率の向上という部分、それに高い投票率の維持という部分が非常に大事にされた経過がある

のではないかと思われます。 

  他村の中でも、いろいろ再編の動きは進んでおりますけれども、やはりその説明していく

中に当たって公正な選挙、あるいは効率的な選挙という部分の基準、判断基準も非常に難し

いところだと思います。ですので、選管の中ではそういう基準をよりはっきりさせて、具体

的にもし再編となったときには、その該当の区にちゃんと説明できるような形でを考えてお

ります。ですので、確かに告示すればそれで決定になるかもしれませんけれども、その部分

というのは非常に、選挙管理委員会の中では大切に考えているところです。 

  以上です。 
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○議長（塚原義昭君） 峯村議員。 

○３番（峯村賢治君） 先ほど局長の答弁にありましたけれども、確かに投票率、それは高い

ほうにこしたことはないです。高くするのだったら、逆に言えば、この麻績地区の選挙区を

有権者比率に合わせて４倍にするかと、そんなことは物理的に無理な話で、予算もないし難

しいとは思っていますけれども、上げるのだったらそういう方向もあるのではないかと。そ

れはあくまで机上の空論になるかもしれません。ちなみに、これも私も新聞で見ただけなの

ではっきり分かりませんけれども、筑北村さんの場合は告示をしたというような文言が載っ

ていました。 

  これはぜひに、先ほども申し上げましたけれども、経費の問題あるいは人の問題絡めて、

ぜひ前向きに検討していただきたいと思います。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（塚原義昭君） ３番、峯村賢治議員の一般質問が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 宮 川 秀 俊 君 

○議長（塚原義昭君） ４番、宮川秀俊議員に、一般質問する前にご相談します。 

  質問の途中で昼食休憩を挟みますが、よろしいですか。 

○４番（宮川秀俊君） はい。 

○議長（塚原義昭君） 了承をいただきました。 

  質問を続けます。 

  ４番、宮川秀俊議員の一般質問を許可します。 

  ４番、宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） ４番、宮川秀俊です。 

  早速ですが１点目から質問いたします。 

  男女共同参画計画についてお伺いをいたします。 

  さきの東京オリンピック・パラリンピック組織委員会の森喜朗会長の女性蔑視発言により、

国内のみならず世界中から批判を受ける事態となりました。図らずも男女格差や不平等が注

目され、日本社会がいまだ男性中心であり、家事・育児は女性に依存し、なかなか女性の社

会進出を阻む要因となっています。 
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  村では、平成29年３月に男女共同参画計画が策定をされております。その委員の中には、

前の議員である坂口さんが入っていらっしゃいました。前回選挙では女性立候補者はおらず、

17期の議員は男性のみとなってしまいました。今度の５月に予想される議員選挙においては、

一人でも多くの女性候補者が出ていただければと思っております。 

  そして、この男女共同参画の計画期間は平成29年から10年間ということで策定されてお

ります。大変長期にわたるものであって、時代の変化や社会情勢に追いついていけない。変

化していく中でやはり臨機応変に対応して、私はせめて５年ごとに見直しを図るべきと考え

ますが見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 現在の計画の状況をご説明させていただきますがよろしくお願い

いたします。 

  村の男女共同参画計画につきましては、女性も男性も一人一人がお互いを尊重し合い、責

任を分かち合いながら、その個性と能力を十分に発揮することができる社会の実現を目指し

まして、平成29年度から令和８年度までの10年間の計画が作成されております。 

  基本目標として、男女の人権の尊重、男女の仕事と生活の調和の実現、配偶者等からの暴

力の根絶、政策・方針・決定過程への女性の参画、個性を認め・生かし・支え合ってつくる

地域社会の５つの基本目標を掲げて、現在においては、必ずしも男女共同参画には特化はし

ていないわけでございますけれども、主に人権に関する講演会の開催や人権特設相談などに

より推進をしているところでございます。 

  ご質問の計画の見直しについてでございますけれども、国や県の施策の動向、社会・経済

情勢の変化を見ながら、必要に応じて見直しを行うということで計画の中でもうたわれてい

ますので、そういった状況の中で検討してまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） はい、ありがとうございます。 

  この概要版ですか、これは各家庭に当時配られたもので私も今日持ってきましたが、この

中に基本目標いろいろあります。 

  そこで、この中の計画について、中間答申とかそういうことは特に考えていませんか。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 現在のところ特に考えておりません。 
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○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） はい、分かりました。 

  それでは、要旨２に移ります。 

  村審議会等の委員に占める女性の割合ということでお聞きします。 

  政府は、2020年30％の目標ということで、これは、政府・国自ら掲げたものであります

が、なかなか目標には到達しておりません。 

  それで、社会のあらゆる分野において30％となるように設定されておるところですけれど

も、長野県においては、男女共同参画の推進状況について１項目から10項目まで、男女共同

参画課というところから令和２年３月に状況が発表されております。条例の制定状況であり

ますというところから、消防団員に占める女性の割合まで細かく出ておりますが、村の審議

会というものは、果たして私も幾つあってどのくらいいるのかなというところまで私は、把

握はできておりませんので、主立ったところでありますのでその点を踏まえてお答えをいた

だければと思います。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 村の審議会等でございますが、数は非常に多く存在しております。 

  今回ご質問の要旨にございますように、村の審議会、委員会の占める女性の割合というこ

とでよろしいでしょうか。 

○４番（宮川秀俊君） はい。そうです。 

○住民課長（森山正一君） 村では数多くの委員会、審議会等あるわけでございますが、今回、

その中から、村長または教育委員会、教育長、公民館長から任命・委嘱をさせていただいて

いる27の審議会等の委員の男女比について申し上げますが、総数が286名のうち女性が77名、

率については26.92％となっております。 

  なお、27の審議会は令和３年３月１日時点の任命等が行われているものであります。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 意外にも結構高いものだと私は思いましたけれども、県のこの発表さ

れている資料によると、麻績村は77市町村の下から７番目で12.5％ほどでした。村はそれ

以上に行っているということで大変よかったかなと思っております。 

  それで、できるだけ委員会、中の内容にもよるとは思いますけれども一人でも多く、例え

ば女性委員を増やしていくためにはどんなようなことが考えられるでしょうか。 
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○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） なかなか、今、議員さんおっしゃいましたように、男女共同参画

推進、なかなか難しいような状況にありますけれども、村としましては、現在も行っている

取組など実施しながら、特に小・中学校での児童・生徒への教育も必要となろうかと思いま

すが、そちらのほうも教育委員会と協議しながら進めてまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 委員会によっても、どうしても種類によって、性質上男性ばかりとい

うところもあるかもしれませんが、今現状を見るに、例えば、３月で地区の総会等行われて

おりますけれども、区長にしてもなかなか女性が手を挙げられていないような状況もありま

すので、村としてもそちらのほう積極的に推進していただきたいなと思っております。 

  では次に、３番目の広報活動ということでありますけれども、なかなか理解が進まないと

いうことであります。そして、今週月曜日の８日には国際女性デーということでありました。

発表されている日本の男女格差というのは、153か国中で121位だそうであります。大変低

いわけです。ＳＤＧｓの中にもジェンダー平等を実現しようという項目が５番目に載ってお

りますので、女性や少女への差別・暴力をなくして、政治・経済・公共分野で女性のリーダ

ーシップの機会を確保するということを目標に掲げております。学校の教育はもちろんです

が、社会の広報活動が私は不足しているのではないかと思いますけれども、学校での教育も

含めてお答えをいただきたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） では、私のほうからお答えをさせていただきますが、現在、村及

び教育委員会などで行っている取組・啓発・広報につきましては、全てが男女共同参画と銘

打って取り組んでいるものだけではございません。人権擁護委員による聖高原駅前等のＪＲ

駅前での人権啓発活動、また、人権相談の開催、また松本人権擁護委員会協議会によります

女性のための人権特設相談の開設の周知、人権フェスティバルへの参加の呼びかけ、この人

権フェスティバルにつきましては、今年度筑北村で開催予定でありましたが、コロナ関係で

中止となっております。 

  また、村教育委員会によります人権指導者研修会の開催でありましたり、小・中学校での

児童・生徒への人権教育、また、性教育の実施、村においては、役場ホール、それから地域

交流センターでの男女共同参画に関連するポスターなどの掲示、それから、村広報紙への関
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連記事の掲載、あるいは、役場窓口におけるＤＶ相談なり電話相談案内カードの配置などを

通じながら、男女共同参画の理解をお願いしているところであります。 

  この男女共同参画問題につきましては個人の意識が大きな鍵となるわけであります。先ほ

ど議員のほうからもありましたが、地域や事業所等の連携も必要不可欠となってまいります。

また、この問題につきましては、短い時間でスムーズに解決できるものではないということ

を認識をしております。 

  村としましては、今後も引き続き、地道な活動にはなるかもしれませんけれども活動を積

み重ねて、地域の意識を少しでも変えられるよう進めてまいりたいと考えておりますのでよ

ろしくお願いいたします。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） はい、ありがとうございます。 

  小さいうち、小学校、中学校ですね、これもＳＤＧｓの学習とともに男女共同ということ

をやっていただければと思います。 

  それでは、要旨４番ですけれども、男女雇用機会均等法というのが1985年に制定されま

した。これは、採用や昇進など性別を理由とした差別を禁止することが定められています。

セクハラ、パワハラ、マタニティーハラスメント等の防止指針が改正されて、女性の自由な

働き方、あるいは、出産・育児休業の取得促進に貢献しているのではないかと思います。 

  その点について、これから新規採用も行われると思いますが、村の考え方をお伺いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） 人事に関わることでございますので、私のほうからご説明したいと

思いますけれども、職員の採用あるいは昇進等については男女関係なく、昇進については、

能力があれば人事評価に基づきまして昇進を実施させていただいているところでございます

し、また、採用につきましても、試験結果を見る中で平等に採用をさせていただいていると

ころが実情でございます。 

  今後、職種についても、特殊な職務を除いては、ジェンダー、社会的、文化的な偏見やこ

だわりに関係なく、今後も平等な人事に努めていかれればと思っているところでございます

のでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） ４月採用が男性か女性かは、私は存じませんが、できるだけ、中途採



－78－ 

用でも結構ですので、できるだけお願いしたいと思います。 

  それで、最終的には、麻績村はこういった計画策定があるわけですけれども、最終的には

基本条例の制定に行くのがベストだと思っております。ぜひ村としても、男女基本参画の基

本条例の制定に向けてご協力をいただきたいと思っております。 

  あとの２番目の質問については昼食休憩の後にしたいと思いますがよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） 今の件でございますけれども、全体的には、麻績村役場職員、この

令和２年度につきましては46名プラス再任用で47名ということで、男性32人、女性14人と

いうことで、比率につきましては男性70％、それから女性30％となっております。 

  これは、令和３年度はどうかということでございますけれども、令和３年度につきまして

は、今年度２名の男性職員の退職がございます。また、令和３年度で新規採用職員につきま

しては、今現在、女性３名の採用を考えてございます。そうなりますと、来年度につきまし

ては、一応47名の職員と再任用２人というようなことでございますけれども、職員の比率に

ついては、男子30人で64％、また、女性は17名ということで36％というふうな形で来年度

については実施をしていきたいと。 

  男女平等雇用法については、そういった意味におきましても、今後、それぞれ尊重する中

で実施をしていきたいと思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員、質問事項１、終了ということでよろしいですか。 

○４番（宮川秀俊君） はい。 

○議長（塚原義昭君） それでは、ここで昼食時間のため休憩を取ります。 

  再開は午後１時からとします。 

  ただいまから再開時刻まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ０時００分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（塚原義昭君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

  最初に、先ほどの、２番、飯森議員の質問に対し住民課長より答弁がありましたが、訂正

の申出がございますので、ここで訂正をお願いしたいと思います。 
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  森山住民課長。 

○住民課長（森山正一君） 大変申し訳ありませんでした。 

  先ほど、16歳以上ワクチン接種の見込み者数「2,527」と申し上げましたが、正しくは

「2,382」でありますので訂正をお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） ４番、宮川秀俊議員の一般質問を継続します。 

  宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） では、引き続きお願いいたします。 

  ２点目でございますが、農産物加工施設についてお伺いいたします。 

  麻績村農産物加工施設ですが、当時の聖高原開発公社から今の聖高原リゾート株式会社に

指定管理として、事業内容はそのまま引き継がれております。平成16年の麻績村農産物加工

施設の設置及び管理に関する条例の中で、設置については、農業者や地域住民の研修と交流

の場として、また農産物加工の知識と技術の習得、農家の改善と特産品の開発を図り、農業

振興、地域活性化及び住民生活の向上を図ることを目的としているということでございます

が、現在の運営状況及び事業の現在の事業内容についてお尋ねをいたします。 

○議長（塚原義昭君） 答弁を求めます。 

  塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） では、聖高原リゾート関係でございますので、私のほうから答えさ

せていただきたいと思います。 

  村より農産物加工施設の指定管理を受けて管理運営を行っております聖高原リゾート（株）

の運営状況及び、現在の事業内容につきまして申し上げたいと思います。 

  加工施設では各種の受託事業を主体的に行っておりますが、年間を通じて主体的に行って

おる事業につきましては、ナガノトマトさんより受託しておりますエノキのほぐし作業が主

体となっているところでございます。季節的には就一郎漬本舗より受託しております漬け物

加工。また村民の皆さんに利用いただいております年末の餅つき加工やみそづくり加工。そ

して、生産者の皆さんにご利用いただいておりますリンゴのジュース搾り加工等々が事業と

なっておるところでございます。 

  また、自社製品としては、現在リンゴジュースとなりますが、受注においてはジャム類、

シロップ漬け等の製造も行っているところでございます。 

  運営の状況でございますけれども、今年度上半期の売上げでございますけれども、一応、

今まで536万1,110円で、まだコロナ禍の感染拡大が続かない昨年との売上げを比べてみま
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すと、昨年は641万4,640円となっており16％減少ということでございますが、商品が伸び

悩んでおりますコロナ禍の中においては、まずまずの運営状況ではないかと考えているとこ

ろでございますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 主な事業はエノキのほぐし、漬け物加工、それからリンゴジュースと

いうことでありました。 

  それで、要旨２のほうへ移りたいと思いますが、現在のその、これだけの事業で続けてい

くには少しどうかなと思うわけでありますが、普通の企業でありましたらどんどん営業活動

をして、販路の開拓でありますとか目標設定して、また、自社ブランドの開発で麻績村をＰ

Ｒしていくというふうな考えについてはいかがでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） 加工施設につきましては、麻績村との協定書、麻績村農産物加工施

設の管理に関する協定書に沿って施設の管理に努めているところでございます。 

  また、雇用しております皆さんの働く場所の確保に向けては、現在、受託事業の調整を図

る中で、新たな受託も視野に入れながら、雇用安定に向けた営業活動をしているところでご

ざいますし、また、自社ブランド、あるいは地域農産物の活用というような部分についても

研究はしているところでございますけれども、実際的に地域の農産物というものが、今、リ

ンゴ等々が主体であって、ほかにというとなかなか難しい部分があるというようなことでご

ざいますけれども、会社としては、今後、議員さんが言われるとおり、新たな展開に向けて

も目を向けながら雇用の促進に努めていきたいと考えているところでございますのでよろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） この加工施設については、以前にも塚原議員、それから、前期の坂口

議員からも質問がされています。 

  それで、今、加工所で最初聞きましたけれども、どの程度ＰＲしているかというのが非常

に私は疑問に思います。年末年始入ってくるチラシは、餅つきとかみそを作りますのでどう

ですかというふうなチラシを拝見したことがありますが、それだけはやはり十分ではないな

という気がします。 

  それで、なかなか原材料の調達が難しいと、耕作者が高齢化して農産物もなかなか作れな

くなったということで、加工所の業務がどうしても外からの原料を調達するというような形
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になっていると思います。 

  それで、これは私が考えたのですが、加工所でもう少し、今、秋になると柿がいっぱいな

りますけれども、昔に比べて柿を食べることが少なくなりました。それで、これを干し柿に

加工したり、あるいは、簡単なサツマイモを契約農家から譲っていただいて干し芋にしたり

とか、そのような現場調達といいますか、村内でも調達できるものがあるわけなので、そう

いうものを加工していったらいいかと思いますが、お考えありましたらお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） 地元で取れる農産物につきましては、いろいろな加工をする中で適

切なる販売をしていけたらいいわけでございますけれども、やはりそういったもののロット

とかコストとかいろいろな部分を考える中で、なかなかそういうものに取り組めない部分も

ございますけれども、今、議員がおっしゃるとおり、いろいろなそういうシェアを広げる中、

いろいろな分野を検討する中で、今後については加工所としてもいろいろ検討する、模索す

る余地があるのかなと考えているところでございますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） やはり、どんどん積極的に考えて研究・検討をいただきたいと思って

おります。 

  それで次に、要旨３番に移りますが、これまでいろいろな設備投資をしてきたわけですけ

れども、また今回、古くなった機械の更新とか予算化されております。 

  そこで、今までいろいろな機械設備等を設置したかと思うのですが、今使われていないも

の、もう使えないもの等ありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） 備品でございますけれども、協定書にうたわれております管理備品

につきましては、おおむねが業務用の備品となっております。現在行っている食品加工にお

いて関わるもの、関わらないものはございますけれども、関わる物品についても使用頻度が

高いもの、低いものといろいろございます。聖高原リゾートでは物品台帳に記載されている

全ての物品を協定書に基づきまして管理をしております。 

  それから、聖高原のリゾートにおきまして、建物及び部品につきましては一括して受託管

理をしており、その受託管理しております中にも、使用されているもの、使用されないもの、

また、今後使用されるもの等、また今使用しているけれども一時使用されないものと、一応

いろいろな形で、使用されていない物品の判断はちょっと難しいという部分でございますけ
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れども、現在の中で、ほとんど管理をされている中においてはおおむね使えるような形では

整備をしているところでございます。 

  また、あそこにおやきの会も入ってございますので、おやきの方々も使っている物品もご

ざいますけれども、若干、使用的に100％というわけではございませんけれどもそんな備品

もございますけれども、整備には努めているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 最初お答えいただいていた業務内容によりますと、もう使う機械が結

構固定されてきているのかという気がします。 

  それで、リンゴジュースを作っておられるということですが、あの倉庫といいますか建物、

建屋の中に大きな冷凍庫、冷蔵庫、それからタンクが何基か設置されておりますが、そのタ

ンクの中にはリンゴジュースがどのくらい入っているのか、何基ぐらい使われているのかお

伺いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） 現在は倉庫にあるタンクにつきましては、リンゴ用のタンクではな

くて、以前カリン加工、またカリン液、カリンシロップ漬けをしたときのその加工のタンク

もございますし、今、ある一部においてはオレンジゼリーさんのほう、カリンのタンクの加

工場所として貸しているという部分もございますので、そういった部分で、今そのタンクに

ついてリンゴを詰めるとか、またリンゴジュースをそこへ搾ってあるとかということは、今

現在ございません。リンゴについてはその都度、収穫時に購入してその都度作るという形で

ございますので、そういったストック的なものには使っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 状況は、今お聞きして分かりました。 

  また、後ほどちょっと提案したいと思いますので。 

  それで、４番目の事業継続についてですが、また指定管理ということになってきます。 

  前回、平成30年のときの塚原議員に対して高野村長、従前の村と表裏一体となって行政を

主体的に補完する組織だとお答えをしております。このままの、果たして業務状態で、この

まま業務改善や何もなされないままこの状態で、従前と変わらない旧態依然とした事業を続

けていくことに対しては、私は非常に疑問を感じますが、これからやっていこうとする意思
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についてお伺いをいたします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原副村長。 

○副村長（塚原勝幸君） ああいった加工施設につきましては、なかなか新たなものへの転換

とか新たなものを取り入れるというのは難しい面もございますし、１つの食品加工というこ

とで、衛生面から何から、また販売網等々もいろいろと検討する余地もございますし、今ま

での過程の中でもいろいろな特産物に挑戦をし、ある程度そういった成果も上がってきたわ

けでございますけれども、今現在といたしましては、村との協定書に基づいてあの施設を活

性化していくという形の中で今後も継続していきたいと。 

  その継続する中においては、やはりそういった違った面も研究・検討しながら、そういう

ものが取り入れられるものであれば、独自の自社ブランドとして取り入れて事業拡大もして

いきたいというような考えで、今のところは継続実施をしていくという考えでございますの

でよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） それで、村長も副村長も役員をやっておられるわけですね。それで、

たまには加工所、現場を監督とか視察とかしておられるのでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 今現在、加工所のほうには、指導者というか係長級職の管理者が１名、

事務員が１名、また、パートの方々におきましては６名から７、８人の方が入れ替わり入っ

てほぐし作業、あるいは時期時期の作業がございます。 

  私どものほうにおきましても、時折そういった状況等々の把握のために施設を訪れ、職員

の皆さん方のいろいろな要望、あるいは、こういった意見等もお聞きする中で改善に向けた

対応も図るということから、時々顔を出させていただいているのが実情でございます。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） なかなか、公務、本来の公務をしながら加工所までということは難し

いのではないかと思います。 

  それで、指定管理全般そうですけれども、村長や副村長が役員を兼ねていることについて

は村民から疑問を感じている方が少なからずいらっしゃると思います。 

  そこで、指定管理全般を含め、指定管理制度を導入している施設については第三者機関を

設置して、業務改善やサービスの質の向上を図っていくべきだと思います。より客観的、多



－84－ 

角的な視点で点検評価をしてもらえたらと思いますがいかがですか。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 大変ありがたいご意見いただいているわけであります。 

  指定管理のそれぞれの施設、それからさらに、以前には社会福祉協議会等についてもそう

いった意見があったわけでございますが、村長兼ねるのではなくて別の人にやってもらえば

どうだと、こんなお話も伺っているわけでございますが、そういった形に持っていければ本

当にありがたいことでございますが、実際、現実を考えますと、例えば、今、聖高原リゾー

ト株式会社についてもそうでございますが、例えば、現地に、実際やっていただける方を新

たに採用していくということになると、年間幾らの人件費がかかるというようなことになっ

てくるわけでございますし、それから社会福祉協議会等につきましても、他の例等を見ます

と、それぞれその会長を別に置くということになるとその人件費どうしていくかと、そんな

いろいろなことがあるわけであります。 

  特にこういった小さい村の中では、例えば年間500万の人間を、人件費500万の人間を１

人置くということについても相当検討していかなければ、その経費をどこから生み出してい

くかということにもなるわけでございまして、大変難しい面もあるということでございます。 

  議員おっしゃるように、早く軌道に乗って、そういった方が別に出てくれればありがたい

なと、このように思っているわけです。ですから現状については現状維持の状態でないと経

費が賄えてこないということが言えるのではないのかなとこう思っております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） はい、分かりました。 

  これは、最後、私の個人的な提案として検討いただければと思いますが、先ほど備品類、

機械類のことについて質問したわけですけれども、あのスペースですね、できるだけ……タ

ンクの置いてあるところもそうですけれども、倉庫のあるところ、今、大変有害鳥獣で、特

に鹿の害が多いわけです。それで、猟友会の方は美麻まで行き帰り、半日潰してあそこのジ

ビエ処理場まで行っています。 

  それで、この筑北地域にそういうジビエの処理場ができないかということで、これは私の

提案ですけれども、あそこの加工所の施設、一角なりそういう施設にして、そこで、近くの

シェーンガルテンでジビエ料理を提供するような制度にしていったらいいかなと思っている

のです。これは私の個人的な考えですね。検討いただければと思います。 
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  時間がありませんので、次の３番目の質問に行きます。 

  村内施設の利活用状況についてお伺いします。 

  時間の関係で３施設、一通りご説明いただければと思います。 

  村づくり活用施設の「寄っといで麻績村」、移住体験住宅の「おためし住宅」、それから、

旧麻績小学校北校舎「麻績学舎」の年間使用日数、移住体験住宅はまだそれほどたっていな

いということなのですが、一応、３点についてお伺いします。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） 昨年はコロナウイルス感染症の拡大の影響によりまして、

公共施設が利用できない状況でございましたので、一昨年前までの利用状況について答弁さ

せていただきます。 

  「寄っといで麻績宿」につきましては、毎月１回、紙芝居の会の皆さんが使っていただい

ております。またスキークラブの総会、地区の会合、魚のつかみ取りにおける竹串作り、街

道イベントの際においては開放をして使っていただいてございます。 

  移住体験住宅につきましては、昨年修繕が終わったところですのでまだ使用はございませ

ん。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） それでは、令和２年度の旧麻績小学校北校舎「麻績学舎」の利用

状況でございますが、年間を通じて放課後児童クラブで利用をしております。そのほか、村

の社会福祉協議会で実施しておりますおさんぽカフェで８回、キミマチという、キミ待つ街

でキミ待つ景色という、いわゆるフリーペーパーでございますが、そのキミマチの撮影会で

３日、コスライ、いわゆるコスプレライフという、こちらも撮影会でございますが年間２日

の利用がございました。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 今、聞いたところ、あまり年間コンスタントにということでは、コロ

ナ禍であって利用者の方も少ないということですが、これからの活用について、これは、や

はり歴史的な建物、あるいは古い民家であったり、そういう改修費用には、当然多額な資金

が投入されております。ぜひ村づくりに生かされるようにこれから利活用を考えていただき

たいと思います。 
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  今後の活用策ということですけれども、私は、例えば松本市のコンベンションの観光今ペ

ンション等で今やっております。例えば「麻績学舎」だったらテレビの撮影だとか映画とか

そういうところに声をかけていただいて、利活用していくような方法も考えられると思いま

す。 

  もし何か、特段やっていきたいというものがあればお伺いします。 

○議長（塚原義昭君） 答弁ありますか。 

○４番（宮川秀俊君） 特になければいいです。 

  時間がないので次に行きます。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） では、最後４番目、松くい虫対策について伺います。 

  これは、以前から私は質問させていただいておりますが、有人ヘリコプターによる空中散

布が行われております。令和２年度、昨年ですが、特別防除、要は、有人ヘリによる空中散

布ですが、６月25日、安曇野市、麻績村、生坂村、筑北村、大町市が同日に行われておりま

す。その中で一番面積的に少ないのは大町市八坂ですかね、上篭３ヘクタール、その次に少

ないのが麻績村の年中原４ヘクタールです。ほかのところと比べて大変少ないわけですが、

これやっているのは自治体の、ほかの自治体との兼ね合いもあって、私から言わせていただ

くなら、ついでにやっていただいているような印象しか持っておりません。 

  それで、この使われている農薬はネオニコチドイですね、ネオンニチドイ系のエコワン３

フロアブルという液剤ですが、これは養蜂業者からも反対されていますし、また松本市でも

大きな反対運動が起きていますので、例えばこの空中散布によって大気中の濃度を測るだけ

でも50万円という費用がかかっております。それでは、村内は広く、もう標高の高いところ

まで松くい虫の被害が広がっておりますが、ここだけその有人ヘリでやっていく必要がある

のかどうか、その辺ちょっとお伺いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきます。 

  現在行っております野間地区の年中原の地区での空散ということでございますけれども、

野間地区につきましては非常に急峻な地形でありまして、その他の防除等の経費を勘案しま

すと、ヘリコプターによる空中散布が最も有効な手段ということで考えております。 

  現地は、地形的にはアカマツ以外の樹木の生育というのが難しく、アカマツの枯死によっ

て表土が流出することによって災害リスクの低減のために継続して実施をしているところで
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ございます。 

  その他、村内の他の地域に見られるような被害木の急激な増加が現地では見られていない

ことから散布の有効性が確認されているということ。それから、県によります山地災害リス

ク解析という解析データがありますけれども、その部分においても非常に高いリスクがある

地形であるということで、野間地区においてはそんな結果も出ておりますので、災害防止の

観点から継続という必要があるというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 麻績地区においては、特に農薬に対して反対運動が起こっているわけ

ではありませんけれども、果たして急峻な土地だとはいえ費用対効果、大変疑問に感じます。 

  そこで、最後に、この伐倒駆除、樹幹注入を、逆に私は増やしていくべきではないかと思

いますが、その点どうですか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） 野間地区での伐倒、それから樹幹注入ということでよろしいでし

ょうか。 

○４番（宮川秀俊君） いえ。村内で。 

○振興課長（塚原敏樹君） はい、分かりました。 

  近年、全国的に松くい虫の防除の関係でございますけれども、減少傾向にありますこと。

それから人件費の上昇によりまして処理単価の高騰も併せまして、現在、村の作業量につき

ましては下降傾向にございます。補助金を活用しての処理数量を増やすということはもう、

単費を入れるということで難しいと考えます。さらにライフラインに接します枯死したアカ

マツの危険木の除去につきましても、住民生活の保全に欠かすことができないということか

らそんなことも優先させていただきたいと思っております。 

  樹幹注入については、個人住宅の庭等について、村でも補助要綱を設けて設置して補助を

しているところでございますが、山林においては国庫補助を活用して樹幹注入するというこ

とは補助要件が厳しくて活用が難しいこと。また樹幹注入は、注入した薬剤を一定間隔で追

加注入を必要とすること。それから、幹周りの太いものや樹高の高い松につきましては効果

が薄いというようなデメリットもございますし、費用対効果を考えますと樹幹注入という分

をするというのはなかなか現実的ではないというふうに思っております。 

  以上でございます。 
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○議長（塚原義昭君） 宮川議員。 

○４番（宮川秀俊君） 時間が来ましたので。先ほども申し上げましたが、ネオンニチドイに

は大変な、駆除についてはアレルギーを感じる方がいると思いますので、安心・安全な村づ

くりとして、この空中散布についてはちょっとこれからも検討いただきたいなと思っており

ます。 

  大気中の濃度だけ測ってよしとするのか、あるいは土中の濃度、水質検査までとなると大

変なことになってくると思いますので、今は大気中の濃度測定しかやっていないということ

ですが、そういうこともこれからは、薬剤散布については検討していただければと思います。 

  以上で終わります。 

○議長（塚原義昭君） ４番、宮川秀俊議員の一般質問が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 小 山 福 績 君 

○議長（塚原義昭君） 続いて、５番、小山福績議員の一般質問を許可します。 

  ５番、小山議員。 

○５番（小山福績君） ５番、小山福績。 

  事前に通告いたしました３件について質問させていただきます。 

  なお、前段の数名の議員さんの質問と内容が重複する部分が多々あると思いますが、ご理

解をお願いしたい。 

  最初に、新型コロナウイルス関連について質問します。 

  ３月11日現在、全国の感染者44万4,977人、死者は8,477人と報道されています。県下で

は、直近の感染者は１桁の人数で推移していますが、昨日、県から、長野広域圏がレベル２

に引き上げられました。 

  村のワクチン接種のスケジュールは。 

  昨日午前中に社会文教委員会において住民課より、コロナワクチン接種のスケジュールの

説明がありました。また、前段の議員さんへの答弁もお聞きしてありますので、ポイントの

み補足説明がありましたらお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 答弁求めます。 

  森山住民課長。 
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○住民課長（森山正一君） スケジュールのご質問でございますけれども、前段、何名かの議

員さんにもご説明させていただいてございますけれども、具体的なワクチンの供給量が把握

できないということが一番の課題であります。住民の皆様にお示しできる接種計画が立てら

れず、現段階では幾つかの供給パターンを設定したスケジュールを模索しているところであ

ります。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） 説明にもありましたように、国のほうのワクチンの量といいますか、

それも二転三転して、実際、いつ地方まで行き渡るのかということも非常に不透明な部分も

あると思いますので、またその配給といいますか回ってくる時期に合わせて村のほうでも対

応していっていただきたいと思います。 

  それでは、要旨２に移ります。 

  大学生・専門学生等への支援は。 

  新型コロナウイルス感染症という言葉を耳にしてから１年を経過しました。この間に、村

でも多岐にわたり支援策を実施していただきました。県外の大学生等に行っている親御さん

から、子供たちともう１年も会っていないよという話を聞いています。職種によっては、ご

両親の給料の減額、本人もコロナ禍によりアルバイト等もできないのが現実だと思われます。 

  そこで、大学生・専門学生等を支援する考えはないかお聞きします。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  麻績村では、今日まで新型コロナウイルス関連の各種の支援事業を実施してまいりました。

このことは議員もご承知のとおりでございます。 

  麻績村で実施いたしました、大学生・専門学生等への支援につきましては、学校へ行けな

い、アルバイトもできない、生活費が非常に厳しい、こうした声がたくさん聞こえてきたと。

こうした中でお応えしたという経過がございます。 

  今日も生活費が厳しいという学生もおられますが、関係者にお聞きしますと当時ほどでは

ないということも聞いているわけでございます。当然、中には厳しい方もいらっしゃるとい

うことでございます。 

  現時点では、大学生・専門学生への支援という形では考えておりませんが、こういうこと

を含めまして、今回１人当たり１万2,000円の商品券ということを考えましたのは、こうい
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ったことも含めて、村民全員の生活支援をということで考えていたわけでございます。 

  今後、議員おっしゃるような大学生・専門学生等への支援というものが必要だということ

になれば、声が大きくなれば対応していかなければいけないとこう考えております。現時点

では、今のところは考えておりません。必要になれば、当然、ほかの経済対策等を含めて対

応していきたいとこう考えております。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） はい、分かりました。 

  麻績から行っている学生さんといいますか、その方たちはある程度麻績は普通の家庭でし

たら、多くの家庭が野菜、米、この辺は送ってやれることができると思いますので、ある程

度、都会の学生さんよりは、生活は、幾らかは楽ではないかと私も感じてはおりますが、い

ずれにしろ、これからも、若者をある程度支援していかないと、これからの麻績村も、どう

しても若者が少なくなってくるわけですから、その辺も十分に検討していただきたいと思い

ます。 

  それでは、要旨３に移ります。 

  アフターコロナへの対応は。 

  ここ１週間くらいの間に、変異ウイルスが拡大していると報道されています。年度末・年

度始めは人の異動も多くなると思われます。また、５月のゴールデンウイークもすぐそこま

で来ています。ソーシャルディスタンスと言われて１年以上たち、私たちの生活の様式もさ

ま変わりしてしまいました。首都圏ではリバウンドも起きるかもしれないと言われています。

いまだに終息の見通しが立たない状況と思われます。 

  麻績村においても今後の各種会議・行事・イベント等も、新たな感染予防を第一とした計

画が必要になってくると考えます。対応策があったらお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） アフターコロナということになるわけでございますが、そのアフター

コロナというのがいつになるかということが今分からないわけでございますが、令和３年度

における各種の会議・行事・イベント等の開催につきましては、コロナ前の状態、盛んにコ

ロナが始まる前の状態、それと同じ形態で実施するのだという想定で新年度予算は計上はさ

れております。予算は計上されております。 

  しかし、今、議員おっしゃるように第４波も来るかもしれないと。こうした中でございま
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すので、いわゆるこの新型コロナウイルス感染の状況を見ながら、実施するか否かにつきま

しては、今、その段階で判断をしていきたいと思っております。今の段階では判断、難しい

のではないかとこう考えております。その都度、関係者と協議しながら、実施するか、ある

いは中止するか、あるいは延期するか、こういったことを判断していきたいと、こう考えて

おります。 

  そうはいっても、この間近の４月、５月、あるいは６月頃までにつきましては、今新たな

変異種の拡大、今までの状況からして大きく改善していくということは非常に考えにくいの

ではないのかなというふうに思っています。ですから、今申し上げたように、４月、５月、

あるいは６月頃までは取りあえず現状維持になるのかなと、そのように考えております。 

  早期にワクチン接種が進んでコロナが早く終息する、してほしいと、そんなことを願って

いるわけであります。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） 今月末からまた４月にかけて、保育園、小学校、中学校も卒園、卒業、

卒園、入学、その行事があるわけですが、もう事前に私たちのところにも、ご来賓の出席は

控えていただきたいという案内も来ているような状態ですので、いろいろ面倒だと思います

が、取りあえず、直近に計画されていている成人式については予定どおり行うような方向で

すか。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） では、成人式という部分で、今現在のところでは令和２年度分を８

月14日、令和３年度分を15日、２日間に分けて一応開催する方向で今検討をしております

のでよろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） 予算書にも出ておりましたが、祝賀会についてどのような形態で行う

予定ですか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） それでは、私のほうからお答えいたします。 

  令和２年度分の成人式につきましては、祝賀会は麻績単独で実施する予定でございます。 

  令和３年度分の成人式につきましては、筑北村と合同で祝賀会を開催する予定で、麻績村、

当番となっておりますけれども、３年度につきましてはそのような形で実施する予定でおり
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ます。 

  以上でございます。 

  こちらのほうは麻績当番ですので、麻績村のほうで、こちらのほうに来ていただいて筑北

村と一緒に祝賀会を開催いたします。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） 予定は分かりましたけれども、そのときまでにワクチン接種がどのぐ

らい進んでいるか、また、飲食も例年でしたら伴っているわけですから、その辺のことも、

感染予防を徹底してやるということだと思いますが、なるべくなら状況を見て判断していく

ようなことが必要と思います。これは以上とします。 

  次に、桑山住宅定住住宅建設について。 

  現在建設中の５棟がほぼ完成しています。私も日々、目にしている場所ですが、アルプス

が一望できて、都会から来られる方には最高のロケーションだと思います。 

  要旨１、入所希望者の現状は。 

  前段の議員さんへの答弁もお聞きしてありますので、要点のみ補足説明がありましたらお

聞きします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） 私のほうからお答えさせていただきます。 

  前段の議員さんともダブると思いますがご了承いただきたいと思います。 

  問合せ等十数件ございましたけれども、最終的に10件の応募ということで２倍の倍率とい

うことでございました。最終的には村内で２件、県内から３件という状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） はい、分かりました。 

  それでは、要旨２に移ります。 

  残り区画の建設計画は。 

  ３月10日の総務経済委員会の振興課の説明を受けて、令和３年度振興課事業の中に桑山移

住定住促進住宅建設工事４棟、7,200万円が示されましたので補足説明がありましたらお聞

きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 



－93－ 

○振興課長（塚原敏樹君） お答えいたします。 

  新型コロナウイルスの感染症等によって、逆に田園回帰、都市から地方という動きが加速

している状況の中で、今年度２倍の応募があったということでございます。新年度、４棟を

建設をいたしまして、さらなる人口増加につなげて地域振興を図っていきたいというふうに

思っております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） はい、分かりました。 

  それでは、要旨３に移ります。 

  希望者が多ければ、宅地拡張の考えは。 

  今回の桑山地区から北に向かって県道12号まで拡張すれば、団地になるぐらいの面積があ

ると思いますが、今後のお考えをお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） 今、議員おっしゃるように、あそこは大変景観のいい場所ということ

でございまして、そこまで行けるかどうか分かりませんが、引き続いて、拡張については検

討しなければならないだろうなと、こう今考えているところでございます。 

  来年度は来年度の動きを見ながら検討を始めていきたいとこう思っております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） 仮に拡張すると考えた場合に、水等の不足とかそういうことはないわ

けですか。 

○議長（塚原義昭君） 高野村長。 

○村長（高野忠房君） それぞれ、水等につきましては、当然いろいろな問題がございます。

水圧の問題だとか水利権の問題とかいろいろございますが、そういったものも併せて検討し

なければならないとこう思っております。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） それでは、今説明をいただきましたので、要旨４に移ります。 

  長期居住者に住宅を販売する考えは。 

  私が２期目の議員になったときからこの方向性が理想と考えてきました。麻績村の若者定

住住宅を含めた村条例によると、子育てが終わった頃には住宅を明け渡すことになっている
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と思います。長期に住んでいただいて、持家となれば、ずっと麻績村で暮らしていただける

と考えます。補助金の事業でもあり難しい部分もあるとは思いますが、人口増に一歩でも近

づくために、長期に居住していただいた方には家を販売していく考えがあるかお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきます。 

  今回の桑山の住宅につきましては、若者定住と違いまして、子供が大きくなったときには

出て退去という項目は、要件的には載せてはございませんので、その後そのまま住み続ける

ということは可能でございます。 

  議員さんおっしゃられます販売ということでございますけれども、現時点では明確にはお

答えができないということでございます。議員おっしゃられますとおり、制度資金等を活用

しておりますので、一定期間が過ぎてから、販売する、しないというようなところも含めて

判断させていただくということで、現時点では明確なお答えが申し上げられないということ

でご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） せっかく建てた建物ですし、これからもある程度拡張していく考えも

あるようですので、そうなってくればますます持家にしていただけるようなことも検討して

いく余地があるかと思いますので、今後の動向を見ながら検討をしていっていただきたいと

思います。 

  それでは、最後に、次年度役場職員体制について質問します。 

  現在、正規職員47名、うち再任用１名、会計年度任用職員70名の職員体制、課長級職員

８名、係長級職員８名とお聞きしています。現在、産休・育休職員３名、また、体調不良の

職員も若干おられると思われます。本年度末に課長級職員の方が２名退職される予定と聞い

ています。 

  ただいま申し上げました数字に誤りがありましたら訂正をお願いします。 

  要旨１、職員数は不足していないか。 

  平成29年３月定例会一般質問において同様の質問をさせていただきました。そのときの村

長答弁は、行政改革、いわゆる経費の節減・縮減、こういったことは、今どうしても進めて

いかなければならない。そうすることによって新たな事業が展開できると思っている。そう

いった中で、人件費、役場職員人事に関することですが、これは限られたマンパワーの中で



－95－ 

仕事をやっていかざるを得ないというのが現実であるとのお答えでした。 

  平成29年３月の一般質問から４年が経過しました。その間に、中堅、また、その手前と思

われる職員数名も退職されていると思います。次年度に課長になられる方は、普通のものの

考え方でいけば係長クラスかなということになると思います。後任となられる係長クラスの

方は次年度以降に人員が不足すると思います。これは、係長をサポートするような立場の方

という意味も入っております。今後３年から５年ぐらいのスパンにおいて、階級ごとにうま

くシフトしていくのかお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、職員数の関係について答弁させていただきます。 

  現在の職員数は、議員おっしゃるとおり47名、会計年度任用職員については、２月時点で

70名というところでございます。 

  現在の採用の関係でございますが、退職者補充ですとか各課業務における必要な専門的資

格のある方などを採用している状況でございます。 

  採用の状況でございますが、数年前から民間の景気がよかったことから、全国的に地方自

治体への志望の人数が減少しておるというところでございます。当村におきましても、年数

回の採用試験を実施しておりますが、なかなか採用目標人員を採用できていないというよう

な状況でございます。 

  また、それにつきましては、今後は定年延長制が始まることも考慮する必要もございます

し、また、再任用制度ですとか会計年度任用職員制度、本年度から始まりました民間人材の

活用など、人材確保を多方面で検討しながら進めてまいりたいと考えておりますのでよろし

くお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） 今の質問の最後にお聞きしました、今後３年から５年くらいのスパン

の中において、各階級ごとにうまくつながって上がっていかれるのかということを、分かる

範囲でお答えいただきたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） ３年から５年ごとの昇格の関係でございます。 

  昇格につきまして、村の基準に沿いまして、順次昇格者が出てくるという予定でございま

すので、今後、年齢また勤務年数に沿って昇格をしていくという予定にしておりますのでよ

ろしくお願いします。 
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○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） それでは最後になりますが、要旨２の新規採用の計画は。 

  次年度をはじめとして今後の職員新規採用の計画をお聞きします。 

  国の地方創生事業、また、令和２年度からは新型コロナウイルス関連の交付金事業等国へ

の申請には、役場職員の皆様には、限られた期間内に書類の作成・申請と大変な仕事量だと

思います。村民のために努力されておられますことに感謝いたします。 

  少子・高齢化に伴い、今後は役場職員も成り手不足が起きてくるという心配もあります。

住民サービスが低下することのないように、また、職員皆様の働き方改革も含めた計画的な

新規採用が必要と考えます。今後の計画をお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 職員の採用の関係でございます。 

  令和３年度につきましては３名の新規採用者を予定しております。 

  また、議員おっしゃるとおりいろいろな事業もございますので、理事者と協議しながら、

再任用制度ですとか民間人材の活用というものも視野に入れながら人材確保に努めてまいり

たいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） それでは、このことで、先ほど申し上げましたように、平成29年３月

の一般質問のときに、職員の時間外勤務手当の話で、このときに566万2,000円という時間

外手当が予算化されておりました。本年度の予算案のところには457万1,000円とあります

が、ここ４年間の間に100万近く時間外勤務の金額が落ちておりますが、これは時間外勤務

が減ったということなのか。また、職員数が増えて負担が減ってきたことにおいてこの金額

が減ったのか、分かる範囲でお答えください。 

○議長（塚原義昭君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、時間外勤務の関係についてお答えをさせていただきま

す。 

  職員数につきましては平成29人が47名、令和３年度の一般会計の予算が43名ということ

で４名の減となっております。この４名につきましては、非常勤職員への移行ですとか、今

回、令和３年度の予算で見ております民間の人材の活用というような中で動いております。

単価的には、月の月数につきましては29年と変わらず当初では盛ってございますが、勤務状

態によりましてまた補正をお願いする場面もあろうかと思いますのでまたお願いしたいと思
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います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小山議員。 

○５番（小山福績君） はい、了解しました。 

  一応、先ほど村長も自分でおっしゃったように、このコロナというものが、実際、このワ

クチンが行き渡って、それではもう今年の11月15日には、コロナは全くありませんという

病気というか感染症ではありませんので、いろいろな面で、まだまだこれからご苦労をして

いかれるような形態になると思いますが、行政サービスの低下、また、職員皆様の負担とい

いますか過重労働、そんなことのないように、村民のために頑張っていただきたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） ５番、小山福績議員の一般質問は終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 小 瀬 佳 彦 君 

○議長（塚原義昭君） ６番、小瀬佳彦議員の一般質問を許可します。 

  ６番、小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） ６番、小瀬佳彦です。 

  私は、退任後定住する地域おこし協力隊への支援の在り方、麻績村の中・長期計画につい

て質問をします。 

  一問一答方式で行いますのでよろしくお願いします。 

  まず、退任後定住する地域おこし協力隊への支援の在り方でありますけれども、麻績村に

おいて地域おこし協力隊が大きな役割を果たし活躍していることは高く評価したいと思いま

す。令和２年度に退任する農業班の２名も麻績村へ定住することになっており、また、伝統

工芸班の１名も定住を希望しているとお聞きしております。 

  令和２年１月の総務省の発表によれば、退任後の協力隊員が同一町村内へ定住した割合は

全国で50.8％、また、長野県においては64.2％と高い定住率になっております。これに対

し麻績村への定住率は42.1％ということで、定住率を高めることが今後の課題の１つであ

ると考えます。 
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  今般、農業班で研修しリンゴ農家として就農した協力隊員においては、ちょうどタイミン

グよく３人の協力隊員が、それぞれにリンゴ農家から優良なリンゴの圃場をお借りでき、就

農した時点から一定量の出荷ができるという好条件に恵まれたことは幸いであったと思いま

す。 

  そこで質問要旨１ですが、ふるさと納税における新規就農者応援の返礼品についてお聞き

します。 

  まず、この新規就農者応援の返礼品を受け取った納税者からの反応をお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（塚原義昭君） 答弁求めます。 

  宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） ホームページのほうで募集してございますので、新規就

農者応援というような形で新たな募集の仕方でふるさと納税の返礼を募集しているわけでご

ざいますけれども、やはり今までどおり、非常に麻績村のリンゴはおいしいという評価を受

けていることもありますし、また一方で、わけあり商品というような形で出している部分、

この辺についても、やはりちょっと残念だったというような声も聞いてございます。その辺

のところ、両方の意見を私どもでは把握しております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 新規就農者ですから、そういった断り書きがあって、なお、いろいろ

な反応があるわけですけれども、その品質についてお尋ねしたいのですが、この新規就農者

応援の返礼品については、規格といいますか一定の基準を設けているのかどうなのかお聞き

したいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） リンゴ商品につきましては、リンゴ全般的に出荷基準に

基づいてりんご部会等で行っております目揃会ですね、そこへ必ず出席をして、目揃会にお

いてその品質の上下を決めてございます。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） そういうところに出席はしておると思いますが、実際は、これ出品の

際に自己判断で出荷している現状ではないかと。 
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  私もいろいろな人からお聞きしますと、確かに麻績村のリンゴが、今まで直接生産者から

買い求めていた。そういったその方が、もう、いつも頼んでいた生産者が辞めてしまったと

いうことでこの返礼品を受け取ったが、ちょっと期待と大きく違っていたというような声も

届いております。 

  そういった中で、私はこの支援自体を否定するものではありませんが、やはり、麻績村、

特に上井堀地区等でリンゴ農家を長年なさっていた生産者の皆さんにとって、リンゴの、

我々のその地区の、あるいは我々の村のリンゴというものは、本当に品質が高いのだという

誇りを持って生産をしてきたわけです。ですから、やはりそういった声にも耳を傾けなけれ

ばいけないというふうに考えております。 

  最低限、目揃会に出席して研修することも大事ですが、実際に返礼品を出品する農家が集

まって、その出品するそのリンゴの直接の目ぞろいをやはり共通にやるべきではないかとい

うふうに思いますがいかがですか。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） その辺につきましては、やはりりんご部会等の声を聞き

ながら進めていきたいかなというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 新規就農って、非常にこれ、ハードルが高いと思います。ですから、

私、行政の支援、あるいは地域の支援、そういったその、農協も含めて、りんご部会等の支

援というのは非常に大事だというふうに考えているわけですが、ただ思いますに、市場に出

回るということは、大変これは生産者にとって大きなことです。そして、それが自分の顔で

出るということは、やはり、直接その個人にフィードバックしてくる。 

  そんなことで、これ、ふるさと納税は、今、地方にとっては追い風でありまして、麻績村

にとっても、昨年よりも倍増して5,000万を超える納税者あった。大変ありがたいことであ

りますが、これを、今年受け取ったその返礼品を、リンゴを受け取った納税者が、来年は麻

績のリンゴはちょっとなということになってしまっては元も子もないというふうに考えてお

ります。 

  やはり、新規就農者を支援するということは、いろいろな意味で彼らが独り立ちできると

いうことに持っていくことが一番肝腎でありまして、彼らは今、国の農業次世代人材投資事

業ということで５年間は最低交付金というものが支給されて、多少の資金的提供を受けてお
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るわけですから、この５年間の間に、本当に質の高い農家に育ってほしいということを込め

て、ぜひそういったご指導をお願いしたいと思います。 

  何か所感がありましたらお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） ふるさと納税の返礼品に関しましては、リンゴのみなら

ず米につきましても生産者が責任を持って送っていただいてございます。生産者が直接消費

者の声を聞く、非常にいい機会だかなという思いもしております。ふるさと納税サイトでは、

今回、先ほど申し上げました新規就農応援としてネット上に顔を出して受け付けておるとこ

ろでございます。彼らにとっても責任の重さを感じているかなというふうに感じるところで

す。この受付は昨年から始まったところでございますので、今年どうなるか、結果が見えて

くるのかなという思いもしてございます。楽しみでもあり、また不安なところでもございま

す。 

  小瀬議員のおっしゃるとおりまだまだ未熟者でございます。２年や３年で一人前の品物に

なるというものは十分承知しております。だからといって我々が応援しなければならない、

生活費を稼ぐために応援しなければならないのも十分承知しておりますので、ぜひそのとこ

ろはご理解をいただきたいかなというふうに思います。 

  また、彼らが耕作、全体の面積約３ヘクタールほどやっております。彼らがいなければ、

この麻績のリンゴはほぼ壊滅状態だったかなという結果も私は感じております。耕作しなけ

れば農地は荒廃してしまいまして、麻績の特産品はリンゴというようなこと自体が言ってい

られない状況になります。彼らのいたおかげ、こうやって受け継いでくれたおかげで大きな

成果が達せられたことにはこれは間違いございません。もうしばらく、ぜひ地元の皆さんと

支えていただきながら育てていただければありがたいかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 私、前段にもお断りしましたが、協力隊の、しかも農業班で頑張って

いる彼らを応援したいということは、私も課長と同感でありますので、そういった意味でま

たご指導をいただきたいと思います。 

  それから、もう一方、伝統工芸班の退任後の支援についてお聞きします。 

  農業班は、先ほども申しましたとおり国の制度による交付金という支援がありまして、あ

る意味は非常に金銭的にも約束されたところがありますが、一方、この伝統工芸班において



－101－ 

は、なかなかその退任後自活する、あるいはそういった道を探っていくということが非常に

困難を待ち構えているというふうに考えますが、この伝統工芸班の退任者について、その退

任後の支援、どのように考えているかお聞きしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） 伝統工芸につきましては、３年間携わってやってという

中で、これは決して食べていけるような腕になるということは決してございません。これは

もう、小瀬議員さんが十分承知しているところだなというふうに思います。 

  先ほどのリンゴ農家ではありませんが、額は別にして、伝統工芸班で収入を得られるまで

には相当の修行が必要であるかなというふうに思います。そのため、直接移住の手段となる

ということは非常に、麻績村にとっては難しいことかなというふうにも感じております。伝

統工芸で活動してくれること自体が、一番は、今、私らにとって非常に明るく元気にしてく

れる隊員達だということで評価をしているところでございます。引き続き一定の人数は採用

していきたいかなというふうに考えます。 

  ご質問の支援でございますけれども、私ども、農業は農業サイド、農政サイドのほうの、

それは資金面の制度でございます。伝統工芸あるいは農業を区別せず、起業する際には起業

支援金、あるいは、今年度から新たに予算化のほうにさせていただきましたが、住宅改修の

ための補助というようなことも創設をさせていただきました。来週採決をしていただくとこ

ろでございますので、そんなことも支援をしながら進めてまいりたいかなというふうに思い

ます。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） ぜひ、伝統工芸班も志を持って麻績村へやってきた方々ですので、何

かその、やはり定住して残っていただく策については、一緒に相談に乗っていただきたいと

思います。 

  １点だけ確認しておきたいのですが、例えば伝統工芸班の方が退任後、草木染めを引き続

きやりたいと、そういう希望を持ったときに、よもや大和屋を、その活動拠点を使用できな

いということはありませんよね。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） それはございません。使ってもらうようにしていきたい

と思います。 



－102－ 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） そういったことで、現役退任後、その区別のないようにひとつよろし

くお願いしたいと思います。 

  それでは、質問事項の２で、麻績村の中・長期計画、ちょっと急ぎ足で行きたいと思いま

すが、令和２年の国勢調査による麻績村の人口は2,586人でした。昭和31年、旧日向村が旧

麻績村と合併したときの人口は5,611人。そのときと比較して46％というのが現在の人口で、

半減、半分以下になっているということであります。加えて、少子・高齢化の人口構造によ

り、今や麻績村はあらゆる分野において構造的変革が求められております。 

  このような状況にあって、村の中・長期計画が対応策として確固たるビジョンと具体性を

持ち合わせているか確認をしたいと思います。 

  まず、農地における土地利用のビジョンです。 

  昭和48年、麻績村には農用地として水田207ヘクタール、畑216.6ヘクタールを確保し、

土地基盤整備と生産団地を組織化し、機械化一貫体系の確立により企業的農業を育成し、地

域別農業振興を図るとしたビジョンを掲げて、用水改良55.1ヘクタール、橋梁整備５か所、

農道整備59.5ヘクタール、水源開発６か所、圃場整備158ヘクタールの農業生産基盤の開発

計画を立て、200万か所の農地を集団化するという大規模な構造改善事業による農業の近代

化というビジョンがありました。これが昭和の農用地利用計画です。 

  それから半世紀を経て、農業を取り巻く状況は大きく変化しました。最大の変化は、耕作

者の減少により耕作放棄地が増えているという状況で、先ほど村づくり推進課の課長がおっ

しゃったとおり、リンゴ農家もリンゴの圃場を、優良な圃場を手放さなければいけない、放

棄しなければいけない、こんな状況が来ているというのが現実であります。もはや、土地の

所有者イコール耕作者という図式が当たり前ではなくなり、今や農政の主眼は、地域の中で

やる気のある担い手のために農地を集積し、集約する方向に向いています。 

  そこで、麻績村としては、令和の農用地利用計画を策定する考えがあるのかないのか、こ

の状況を踏まえてお尋ねしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 答弁求めます。 

  塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） それではお答えをさせていただきたいと思います。 

  議員おっしゃるとおり、時代の変化とともに、農地の部分につきましても非常に変化が出
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ているところでございます。村では、振興計画等で土地の利用、農地利用の部分でそれぞれ

の計画等を掲げてございますけれども、おっしゃられるとおり、土地所有者イコール耕作者

という構図は、今現在成り立たない状況となってきているのは議員おっしゃるとおりだと思

います。 

  そういった中で、麻績村では農業次世代人材投資事業を活用して遊休荒廃地の解消を図る

施策については、新規就農者６名、３夫婦ということで、令和という形で農地の集積等を図

っておりまして、遊休荒廃地が増えないように努力をしているところでございます。現在、

新規就農者に集積している面積４万9,592ということで、５ヘクタール近くは集積をされて

いるところでございます。 

  それから、平成28年に見直しを行いました農振地域整備計画に基づいて土地の有効活用と

優良農地の保全に努めるということにおいては、農地の担い手の集積ということで、農業委

員さんの力をお借りしながら、積極的にその集積というものに努めまして、農用地区域第１

種農地等の遊休農地面積というのが、平成30年には８万9,000平米、令和元年には８万

1,000平米、令和２年には８万4,000平米となっておりまして、全体的には増加傾向という

ことになっていなく現状維持的な部分ということになっております。 

  農業従事者が高齢化して耕作者がどんどん減っていく中で、少しでも荒廃が進まないよう

に農地の集積等を図って、意欲のある農業者に引き継いでいくということを今後も努力して

まいりたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 本当に大規模の圃場整備、構造改善事業からもう半世紀がたつわけで

す。そして状況が一変しました。私のうちの近くも急傾斜地を、大型機械が入るように構造

改善して一度も耕作がされなかったという土地もあります。 

  そんなことで、ぜひ、今、農業委員会も、あるいはその推進委員も、どちらかというと農

地を集積する。そして、それを集約して、新しいやる気のある担い手にそれを使ってもらう

のだというほうにもう重点がシフトしてきていますので、ぜひそんな方向を踏まえた新しい

農用地利用計画というものを、ぜひ考えていただきたいと思います。 

  それでは、質問要旨２に行きます。 

  農産加工施設の活用ということで、これは先ほど来、ほかの議員からも、宮川議員からで

すか、質問がありましたので、ダブりますのでちょっと簡単にお聞きします。 
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  この農産加工所の理念といいますか使命ですね、農業振興と地域の活性化並びに住民福祉

の向上を目的に、地元農産物の活用と特産品の販売を使命としているというふうに私は理解

しております。 

  そんな中で私がちょっと引っかかるのは、やはり、ふるさと納税の返礼品にこの農産物加

工所で加工された加工品が一つもないということです。加工所あって加工品なし。これを大

変寂しく思っているのですが、これについて共感いただけますか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） お答えさせていただきたいと思います。 

  農産物の加工施設につきましては、地元の農産品の加工、それから、それを活用して、都

市住民との交流という部分であるとか６次産業化という部分も含めたり、いろいろな兼ね合

いを持ってやっていくということになっております。 

  そういった中で、あの加工施設ができた平成４年のときには各種村内の団体の方が、こん

なもの、こんなことがいいだろう、こういうことがいいだろうということでいろいろなもの

を開発をし、それから販売をしてまいっております。カリンの加工だとかみその加工とか、

そういったようなことから、今現在、おやきについても平成９年から始まって、今、おやき

の会の皆さん非常に頑張っていただいておるところでございますけれども、そういった中で、

議員おっしゃるとおり、あの返礼品をこのおやきのみということでございます。 

  先ほどの前段の議員さんのほうからもございましたけれども、実際に使える農産物、先ほ

ど柿だとかサツマイモですか、の加工とかというようなご提案もいただいたわけでございま

すけれども、なかなかそれを商品化するということについては、ちゃんとした規格品のある

農産物の生産、それから、それを責任持って加工する部分の技術者、それから、今はもう品

質管理という部分では非常に厳しくなっておりまして、カロリー計算、それから添加物の表

示、そういった部分全てやるという部分でございまして、なかなかそこまでやるというのが

難しいという、簡単にいかないというような状況です。やってできないということではござ

いませんけれども。 

  そういうことで、おっしゃられるとおり、せっかく加工施設があってということでござい

ますので、その辺について、また検討をそれぞれしていく中で、できるものがあればやって

いきたいと。生産者、それから、納入者、それから作る者、そこがうまく回れば考えていき

たいというように思いますのでよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 
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○６番（小瀬佳彦君） ぜひこれは大事な村の資源であります。本当に、その加工施設の本来

の目的の中の大きな部分がやはり、これ６次産業化ということであったと思いますので、現

在どうなっているかというと、やはりもう、施設の維持が目的化してしまっているというふ

うに私には見えてしまいます。 

  ぜひ、総合的に現場の、やはり運営管理者にお聞きしますと、商品開発をする予算もない

しそんな余裕もないというふうに言っておりましたので、これはもう、外部にそういう開発

チームをつくるとか、ある意味、施設運営だけで何とかしようというような、もう次元のも

のではありませんので、そういったことも含めて広範囲に、生産者あるいは運営者、それか

らおやきの会などのそういったそのグループや地域の力も借りて、活用していただきたいと

いうふうに思います。 

  それでは、質問要旨４の地域再生計画のこの本気度というところでありますけれども、先

ほど、前段でテレワークの質問が出たときに、テレワークではなくて桑山の定住促進住宅で

すか、出たときに、テレワークを１件されている方がこの住宅に希望されて、これは一応内

定したということですかねということですが、ということは、テレワークセンターを住宅に

入居後、活用されるということの理解でよろしいですか。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） 内定ということでございます。 

  テレワークを活用、テレワーク、リモートワークということでございますけれども、テレ

ワークセンターを活用するかどうかというところまではまだ本人確認をしてございません。

ただ、仕事としてリモートワークをされているという方が１名いるということでございます

のでよろしくお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 多分、そのテレワークセンターのひもつき事業であるということは、

これは疑う余地のない定住促進住宅だと思いますが、現実的にそれがどうなのかということ

を私は以前から疑問に思っていまして、月額３万円ですよね、の家賃の家を借りて、そして

月額２、３万のテレワークオフィスを借りて、うちでできるテレワークの仕事をわざわざ目

の前のセンターに家賃払って、もう一回その場所を確保して使うのかどうなのか。どうです

か、推進課長。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） Ｗｉ－Ｆｉを使っていれば家庭でもできるというのはテ
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レワークという良さかなというふうに思っております。ですので、ああいったテレワークセ

ンターを使うというところというのは、やはり企業的にそういった機密保持とか、家庭でも

できないような施設が、場所があるというようなことを望んだ企業に勤めていらっしゃる個

人の方かなというふうに考えます。 

  いずれにしましても、改めて、この４区画につきましてはそういった施設もあるというこ

とで募集をかけて、今年度については、翌年度ですね、３年度についてはかけていきたいか

なと。 

  今現在、新しく総務省の地域おこし企業というところにちょっと手を挙げまして、また少

し募集を、範囲を広げてきてございます。ですので、事業と、また一帯併せて次の手を今現

在打っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 次の一手をぜひ打ってもらいたいと思いますね。 

  確かに、この地域再生計画を見ますと、なかなか、計画あって実現なしというようなこと

であります。 

  新しいそのチャレンジについて触れられましたが、この再生計画は令和３年度で５年が終

了しますが、第２次地域再生計画というものを策定されるのでしょうか。 

○議長（塚原義昭君） 宮下村づくり推進課長。 

○村づくり推進課長（宮下和樹君） 地域再生計画ではなくて今度は総合戦略のほうで目標値

を決めてそのまま進めていくということになります。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） ぜひ、テレワークセンターが活用されることを願ってやみません。 

  それでは、最後に質問要旨の５、公共施設等総合管理計画の個別施設計画における、福祉

企業センター及び山ぼうしの適正配置の方向性と聖体育館の利用価値についてお聞きします。 

  先ほども、この話も、もう既に新しく造るんだと、設計の予算を今年度用意したというお

話が出ましたので、これは明るいニュースだということで受け止めました。 

  ただ、やはり、もうこの計画が既にできた時点で、いわゆる総合劣化度ですね、建物の劣

化の様子、これを100点満点、一番もう劣化がひどいのが100点、福祉企業センターは90点、

山ぼうし、ここは98点であります。よくまあここで地震があって崩れなかったなと。今まで
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何もなくてよかったなというふうに思っておりますが、その判定とともに、山ぼうしと福祉

企業センター、外壁、屋根、屋上、それから内部仕上げ、電気設備、機械設備まで広範囲に

劣化のオールＣ判定です。 

  そんなようなことで、早急に新しい施設というものを望む。これはもう最初から分かって

いたということでありますので、今まで我々議員の中でもこの問題を何度なく取り上げてき

ましたが、ようやく前進して展望が開けたのかなということで喜んでおります。 

  １点、聖体育館の、やはりこれも、特に軀体の危険・健全性が要調査になっております。

軀体が、そもそも調査が必要というふうになっていますが、これについては同じような危機

感を持っているのかどうなのかお聞きしたい。 

○議長（塚原義昭君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） それではお答えいたします。 

  今現在、ご質問のございました聖体育館につきましては昭和55年度建築ということで、耐

震化工事等もまだ進んでいないものということでこちらも承知しております。ただ、聖体育

館自体の利用価値につきましては、今現在、利用人数は年間大体40名から50名ほど利用さ

れておりますし、イベントやバスケットボール等の利用が多いというふうな形で感じており

ます。また、いざ豪雨等が発生した際の避難所として利用することも想定しています。 

  ですので、今本当の危険ということもこちらもこちらも承知しているものですから、また

財源等を考えながら、聖体育館だけなのか、それとも聖高原全体の見直しなのか。そのとき

に改めて研究をしなければいけないというふうに私は考えております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 問題意識を共有していただいたというふうに受け止めます。 

  50人であろうと60人であろうと、施設管理者としてやはり危険性のある建物を貸してい

るという思いは、これは一時たりとも、やはり忘れてはならないというふうに考えておりま

す。 

  それでは最後に、子ども・子育て支援策における、単村では実施困難な事業について近隣

自治体との広域的な実施についての検討ということがうたわれております。第二期麻績村子

ども・子育て支援事業計画において、麻績村の主な課題の中で、この単村では実施困難な事

業について近隣自治体との広域的な実施についての検討を挙げておりますが、単村では実施

困難な事業とは一体具体的にどのような事業ですか。 
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○議長（塚原義昭君） 答弁求めます。 

  飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 私のほうで把握している部分でいきますと、子育て支援計画の中に

病児・病後児保育の事業の施策の関係があろうかと思います。そこら辺で、これは本当に広

域も大きな広域でやっていかないとできないのかなというふうに受け止めております。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） もうちょっと狭めていただいて、それでは、私の関心事はやはり筑北

村との連携ということであります。 

  この頃、幼児に関する共同運営ができなくなったというようなこともありまして、そんな

ようなこともあって、なかなかその連携というものは難しいものだなというふうに考えてお

ります。ただ、幸い、小・中学校においてＧＩＧＡスクール構想が始まりますと、これまで

想定できなかった連携の場が増えてくるというふうに考えております。ぜひ、隣村でありま

すから、筑北小学校、筑北中学校、聖南中学校、この小中と麻績の小・中学校が連携できる

ということを盛んに行ってもらいたい、そんなことを要望したいと思いますが、これについ

て所感をお聞きしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 教育委員会関係で申し上げているわけでございます。 

  小・中学校については、今現在もしっかり連携を取らさせてやらせていただいていると思

っています。特に、今年、来年から、さきの議員さんにもちょっとご答弁申し上げましたが、

ＬＤ等につきましても連携する中で、生坂まで入れて連携をしてやっていくように調整を取

っております。これも各村でしっかり協議しなければできないことですので、できておりま

すので、これが連携できないというような部分は今のところないように感じておりますので

よろしくお願いいたします。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） あとは学校現場の先生方にも、やはり必要あって、もう既に一生懸命

小学校同士で筑北村の小学校と連携をされて共同事業的なことをなさっているというお話も

聞いていますので、ぜひそんなことをご支援いただきたい。 

  最後に言っておきますが、第６次振興計画では、教育の現状と課題において筑北村の小・

中学校とは従来以上の連携を図り、筑北地域の学校間交流をより充実していきますと、こう
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いうふうにうたっております。ぜひ、このような計画に沿って施策を打っていただきたいと

思います。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員、要旨３番の質問はいいですか。 

○６番（小瀬佳彦君） ちょっと待ってください。 

  すみません。 

  では、１分の残り時間ですが要旨３番についてお聞きしたい。 

  これも振興計画に乗っておったのですが、県産木材の利用促進ということがありますが、

具体的に。特に聞きたいのは、今回の定住促進住宅に県産材は使っているのかどうなのか、

そこをお願いします。 

○議長（塚原義昭君） 塚原振興課長。 

○振興課長（塚原敏樹君） 現在、現段階というか今回は使用してございません。 

  県産材の利用については計画等にもうたってあるわけでございますけれども、限られた予

算の中でやる事業といたしましては、なかなか県産材、高価でございまして、県の補助を頂

いてもやはり持ち出し分が多いということもございます。大きな事業を、補助をいただいて

いるようなものについては活用が可能かなと思いますが、今回については限られた予算とい

うことで使用をしておりません。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 県産材と言わず、私は麻績村産材を使ってほしいぐらいですが、ここ

で終わりにしたいと思います。 

○議長（塚原義昭君） 追加説明を願いますので、高野村長。 

○村長（高野忠房君） 小瀬議員さんにはいろいろ面なご理解いただいております。感謝申し

上げます。 

  先ほどの企業センターと山ぼうしの件につきまして、誤解されてはいけませんので申し上

げさせていただきます。 

  先ほど、新年度予算で設計費が盛られているという発言をされましたが、設計費ではなく

て、先ほど私申し上げたように、今企業センターのご利用者様が６名、７名というような状

況でございますし、それから山ぼうしのご利用者様も４人とか５人とかというような段階で

すので、これから５年、10年後にどうなるか。いわゆるそういった予測をしなければいけな
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い。もし、将来設定の中で、規模がどんなものが必要か。いわゆるそういった計画をつくら

なければいけない。その計画策定の予算を盛らせていただいているということでございまし

て、設計につきましてはさらに翌年になると、こういったことでございますのでよろしくお

願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（塚原義昭君） 小瀬議員。 

○６番（小瀬佳彦君） 承知しました。私の早合点でちょっと喜び急ぎ過ぎました。 

  終わります。 

○議長（塚原義昭君） ６番、小瀬佳彦議員の一般質問が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎委員長報告 

○議長（塚原義昭君） 日程第２、委員長報告を議題とします。 

  総務経済委員会に付託しました第３－１号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め

る意見書の採択を求める陳情の結果についての報告を求めます。 

  飯森茂孝総務経済委員長。 

〔総務経済委員長 飯森茂孝君 登壇〕 

○総務経済委員長（飯森茂孝君） それでは、総務経済委員会、委員長報告をさせていただき

ます。 

  令和３年３月定例議会において総務経済委員会に付託されました陳情１件を審査した結果

を報告いたします。 

  審査した結果は、請願・陳情・要請等審査結果報告のとおりです。 

  第３－１号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を求める陳情書

は採択、意見書提出としました。 

  コロナ禍による急激な経済の停滞により、パート、派遣、契約、アルバイトなどの非正規

雇用や、フリーランスで働く労働者は深刻な危機に直面しております。まだまだ先が見えな

いコロナ禍を克服し経済の回復を進めるためには、国民の消費購買力を高めることも必要で

す。そのためには最低賃金の改善による賃金の底上げが必要となります。日本の最低賃金は

都道府県ごと４つのランクに分けられ、長野県は時給849円にとどまり、最も高い東京都は
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1,013円であります。その差は164円にも及びます。このことは、労働力が都市部へ流出し

地方の人口減少を加速させ、地域経済の疲弊を招く原因と言われております。 

  この最低賃金を全国一律に改善すること。また、そのためには、政府による中小零細企業

支援が欠かせないものとなります。こうした両面での対応により、労働者、国民の生活を底

上げし購買力を上げることで、地域の中小零細企業の営業も改善させる地域循環型経済の確

立が可能となります。 

  最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を併せて求め、本陳情についての趣旨は妥当であ

り、本委員会は採択、意見書提出といたしました。 

  以上、総務経済委員会に付託されました陳情１件の審査報告といたします。 

○議長（塚原義昭君） それでは、付託案件の採決をいたします。 

  委員長の報告のとおり、第３－１号の陳情は、採択、意見書提出することにご異議ござい

ませんか。 

〔「異義なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異義なしと認めます。 

  したがって、第３－１号の陳情は、採択、意見書提出することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（塚原義昭君） 本日予定されました議事日程は全て終了しました。 

  以上で、令和３年第１回麻績村議会３月定例会第２日目を散会といたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時３９分 
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令和３年第１回麻績村議会定例会 （第３日） 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

                        令和３年３月１５日（月）午前９時開議 

      開議の宣告 

      議事日程の説明 

日程第 １ 議案第 ２号 麻績村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

日程第 ２ 議案第 ３号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ３ 議案第 ４号 麻績村介護保険条例の一部を改正する条例について 

日程第 ４ 議案第 ５号 麻績村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を 

             定める条例の一部を改正する条例について 

日程第 ５ 議案第 ６号 麻績村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関 

             する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第 ６ 議案第 ７号 麻績村指定介護支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

             支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

             を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第 ７ 議案第 ８号 麻績村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び 

             運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた 

             めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正 

             する条例について 

日程第 ８ 議案第 ９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

日程第 ９ 議案第１０号 麻績村デイサービスセンターの指定管理者の指定について 

日程第１０ 議案第１１号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起について 

日程第１１ 議案第１２号 令和３年度麻績村一般会計予算 

日程第１２ 議案第１３号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計予算 

日程第１３ 議案第１４号 令和３年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第１５号 令和３年度麻績村住宅団地分譲事業特別会計予算 

日程第１５ 議案第１６号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第１７号 令和３年度麻績村水道事業特別会計予算 
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日程第１７ 議案第１８号 令和３年度麻績村介護保険特別会計予算 

日程第１８ 議案第１９号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１９ 議案第２０号から議案第２８号まで一括上程 

      議案第２０号 令和２年度新型コロナウイルス感染症対策事業麻績村デイサー 

             ビスセンターみづき厨房増築及び改修工事請負契約について 

      議案第２１号 令和２年度麻績村一般会計補正予算（第９号） 

      議案第２２号 令和２年度麻績村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

      議案第２３号 令和２年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

      議案第２４号 令和２年度麻績村住宅団地分譲事業特別会計補正予算（第２号） 

      議案第２５号 令和２年度麻績村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

      議案第２６号 令和２年度麻績村水道事業特別会計補正予算（第４号） 

      議案第２７号 令和２年度麻績村介護保険特別会計補正予算（第４号） 

      議案第２８号 令和２年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  塚 原 利 彦 君      ２番  飯 森 茂 孝 君 

     ３番  峯 村 賢 治 君      ４番  宮 川 秀 俊 君 

     ５番  小 山 福 績 君      ６番  小 瀬 佳 彦 君 

     ７番  茂 木 泰 男 君      ８番  塚 原 義 昭 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（９名） 

村 長 高 野 忠 房 君 副 村 長 塚 原 勝 幸 君 

教 育 長 飯 森   力 君 村づくり推進 
課 長 

宮 下 和 樹 君 

総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 振 興 課 長 塚 原 敏 樹 君 

住 民 課 長 森 山 正 一 君 観 光 課 長 青 木 秀 典 君 
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教 育 次 長 塚 原 優 仁 君   

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 佐 藤 克 哉 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（塚原義昭君） おはようございます。 

  定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、令和３年第１回麻績村

議会３月定例会第３日目を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  報道関係者より、撮影、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（塚原義昭君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  事務局長より、議案等の確認及び本日の議事日程等について説明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第１、議案第２号 麻績村国民健康保険条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第２、議案第３号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、第３号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第４号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第３、議案第４号 麻績村介護保険条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。 
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  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第４、議案第５号 麻績村指定居宅介護支援等の事業の人員及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第５、議案第６号 麻績村指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第６、議案第７号 麻績村指定介護支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご
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ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第７、議案第８号 麻績村指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、第８号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第９号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第８、議案第９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定

についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１０号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第９、議案第10号 麻績村デイサービスセンターの指定管理者の

指定についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 
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〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１１号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第10、議案第11号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起に

ついてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１２号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第11、議案第12号 令和３年度麻績村一般会計予算を議題とい

たします。 

  お諮りいたします。 

  一般会計予算の質疑については、歳入と歳出に区切って行い、最後に全般について質疑を

行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認め、一般会計予算の質疑については、歳入と歳出に分け、

最後に全般について行います。 

  初めに、歳入について質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（塚原義昭君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、歳入全般についての質疑を終わります。 

  次に、歳出についての質疑に入ります。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

〔発言する者なし〕 

○議長（塚原義昭君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、歳出全般についての質疑を終わります。 

  最後になりますが、歳入歳出全般を通じて質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、歳入歳出全般の質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（塚原義昭君） 討論なしと認めます。 

  それでは、議案第12号について採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  原案に賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（塚原義昭君） 全員起立。 

  したがって、第12号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１３号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第12、議案第13号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計予

算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１４号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第13、議案第14号 令和３年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲

事業特別会計予算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１５号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第14、議案第15号 令和３年度麻績村住宅団地分譲事業特別会

計予算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１６号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第15、議案第16号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計予算

を議題といたします。 

  質疑を行います。 
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  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１７号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第16、議案第17号 令和３年度麻績村水道事業特別会計予算を

議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１８号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第17、議案第18号 令和３年度麻績村介護保険特別会計予算を

議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１９号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第18、議案第19号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計

予算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２０号～議案第２８号の一括上程、提案理由の説明 

○議長（塚原義昭君） 続きまして、日程第19、議案第20号 令和２年度新型コロナウイル

ス感染症対策事業麻績村デイサービスセンターみづき厨房増築及び改修工事請負契約につい

てから、議案第28号 令和２年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）までの

９議案を一括議題といたします。 

  議案名の朗読は省略いたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  高野村長。 

〔村長 高野忠房君 登壇〕 

○村長（高野忠房君） それでは、議案第20号から議案第28号までの提案理由を申し上げま

す。 

  初めに、議案20号 令和２年度新型コロナウイルス感染症対策事業麻績村デイサービスセ

ンターみづき厨房増築及び改修工事請負契約についての提案理由を申し上げます。 

  現在、麻績村デイサービスセンターみづき厨房増築及び改修事業を進めておりますが、３

月８日に入札を行い、３月10日付で工事請負契約の仮契約を締結いたしました。 

  地方自治法第96条第１項第５号の規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

  議決後は仮契約を本契約に切り替えるものであります。 

  議案第21号 令和２年度麻績村一般会計補正予算（第９号）の提案理由を申し上げます。 

  令和２年度の事業執行については、当初予算並びに今まで８回の補正を行い、計画に沿っ

て順調に進展しております。令和２年度一般会計を閉じるに当たり、全科目にわたり執行状

況等を精査し予算補正をさせていただくものです。 
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  補正内容の主な点について申し上げます。 

  まず、歳入の概要について申し上げます。 

  全科目にわたり、収入見込額を精査し、増減額を補正計上いたしました。 

  村税では、新型コロナウイルス感染症の影響等により減額補正計上いたしました。 

  交付金では、自動車取得税交付金から環境性能割交付金への制度改正に伴い、増減額を補

正計上いたしました。 

  国・県支出金では、各事業の事業費確定による増減額を、教育費及び衛生費国庫助金の増

額を補正計上いたしました。 

  寄附金では、一般寄附金の増額を補正計上いたしました。 

  村債では、減収補塡債の増額を、過疎対策事業債などについて、事業実績により不用額の

減額を補正計上いたしました。 

  次に、歳出の概要について申し上げます。 

  全般にわたり人件費、各種事業の精査による不足額及び不用額を補正計上いたしました。 

  その他、主な補正内容を申し上げます。 

  総務費では、土地購入費、総合受付業務、自治体中間サーバー移行業務経費など不足額の

増額を、防災拠点施設整備事業及び地域おこし協力隊経費など不用額の減額を補正計上いた

しました。 

  民生費では、社会福祉扶助費及び国民健康保険特別会計繰出金など不足額の増額を、工事

請負費など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  衛生費では、電算処理委託料の増額を、検査委託料など不用額の減額を補正計上いたしま

した。 

  農林水産業費では、農産物加工施設修繕工事費など不足額の増額を、団体営水路整備事業

及び地籍調査費など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  商工費では、観光施設指定管理料不足額の増額を、工事請負費及び負担金補助及び交付金

など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  土木費では、村道改良事業及び住宅建設事業工事請負費などの不足額の増額を、支障物件

等補償費及び負担金補助及び交付金など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  消防費では、委託料など不足額の増額を、負担金補助及び交付金など不用額の減額を補正

計上いたしました。 

  教育費では、中学校整備費及び備品購入費など増額を、学校管理費など不用額の減額を補
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正計上いたしました。 

  予備費では、歳出の調整をいたしました。 

  災害復旧費では、補助災害事業費確定による不用額の減額を補正計上いたしました。 

  以上、全般にわたり各種事業を精査し補正計上いたしました。 

  補正額は6,990万円を減額し、歳入歳出総額は36億4,900万円となります。 

  次に、議案第22号 令和２年度麻績村国民健康保険特別会補正予算（第３号）の提案理由

を申し上げます。 

  歳入については、各科目において収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、増減額をそれぞれ補正計上いたしまし

た。 

  諸支出金では、今後の国民健康保険特別会計運営のために支払準備基金積立金の増額を補

正計上いたしました。補正額は6,950万円の減額であります。 

  次に、議案第23号 令和２年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計補正予算（第

２号）についての提案理由を申し上げます。 

  歳入については、地上権分譲収入を精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、別荘地地上権販売事業費を精査し、不用額の減額を補正計上いたしまし

た。補正額は34万4,000円の減額であります。 

  次に、議案第24号 令和２年度麻績村住宅団地分譲事業特別会計補正予算（第２号）につ

いての提案理由を申し上げます。 

  本年度住宅団地売買実績がないため、歳入歳出それぞれ関連予算の減額を補正計上いたし

ました。補正額は、695万2,000円の減額であります。 

  次に、議案第25号 令和２年度麻績村下水道事業特別会計補正予算（第４号）についての

提案理由を申し上げます。 

  歳入については、各科目において収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、施設管理費及び建設改良費など不用額

の減額を、それぞれ補正計上いたしました。補正額は700万円の減額であります。 

  次に、議案第26号 令和２年度麻績村水道事業特別会計補正予算（第４号）についての提

案理由を申し上げます。 

  歳入については、事業費を精査し、一般会計繰入金不用額の減額を補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、総務費及び施設管理費不足額の増額を、
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建設事業費不用額の減額をそれぞれ補正計上いたしました。補正額は100万円の減額であり

ます。 

  次に、議案第27号 令和２年度麻績村介護保険特別会計補正予算（第４号）についての提

案理由を申し上げます。 

  歳入については、各科目において収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、増減額をそれぞれ補正計上いたしまし

た。諸支出金では、今後の介護保険特別会計運営のための支払準備基金積立金の増額を補正

計上いたしました。補正額は1,788万6,000円の減額であります。 

  次に、議案第28号 令和２年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

ての提案理由を申し上げます。 

  歳入については、各科目において収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、補正計上いたしました。補正額は136

万円の増額であります。 

  以上、議案９件の提案理由を申し上げました。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

  以上であります。 

○議長（塚原義昭君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  本日は上程のみとし、議案第20号から議案第28号までについての審議、採決は、明日の

本定例会第４日目に予定しておりますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認め、本日は上程のみとすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（塚原義昭君） 以上で、本日予定されました議事日程は全て終了いたしました。 

  令和３年第１回麻績村議会３月定例会第３日目を散会といたします。 

  この後、全員協議会を９時35分より開催し、本日上程いたしました補正予算等議案につい

て、提出者より詳細説明を受けますので、委員会室に移動願います。 
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  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午前 ９時２６分 
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令和３年第１回麻績村議会定例会 （第４日） 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

                        令和３年３月１６日（火）午前９時開議 

      開議の宣告 

      議事日程の説明 

日程第 １ 議案第２０号 令和２年度新型コロナウイルス感染症対策事業麻績村デイサー 

             ビスセンターみづき厨房増築及び改修工事請負契約について 

日程第 ２ 議案第２１号 令和２年度麻績村一般会計補正予算（第９号） 

日程第 ３ 議案第２２号 令和２年度麻績村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ４ 議案第２３号 令和２年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

日程第 ５ 議案第２４号 令和２年度麻績村住宅団地分譲事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ６ 議案第２５号 令和２年度麻績村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第 ７ 議案第２６号 令和２年度麻績村水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議案第２７号 令和２年度麻績村介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第 ９ 議案第２８号 令和２年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 発議第 １号 麻績村議会会議規則の一部を改正する規則について 

日程第１１ 発議第 ２号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の提出につ 

             いて 

日程第１２ 発議第 ３号 議会議員の派遣について 

日程第１３ 閉会中の所掌事務調査の件について（議会運営委員会） 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  塚 原 利 彦 君      ２番  飯 森 茂 孝 君 

     ３番  峯 村 賢 治 君      ４番  宮 川 秀 俊 君 

     ５番  小 山 福 績 君      ６番  小 瀬 佳 彦 君 

     ７番  茂 木 泰 男 君      ８番  塚 原 義 昭 君 
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欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（９名） 

村 長 高 野 忠 房 君 副 村 長 塚 原 勝 幸 君 

教 育 長 飯 森   力 君 村づくり推進 
課 長 

宮 下 和 樹 君 

総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 振 興 課 長 塚 原 敏 樹 君 

住 民 課 長 森 山 正 一 君 観 光 課 長 青 木 秀 典 君 

教 育 次 長 塚 原 優 仁 君   

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 佐 藤 克 哉 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（塚原義昭君） おはようございます。 

  定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、令和３年第１回麻績村

議会３月定例会第４日目を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  報道関係者より、撮影、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（塚原義昭君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

  事務局長より、議案等の確認及び本日の議事日程等について説明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２０号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第１、議案第20号 令和２年度新型コロナウイルス感染症対策事

業麻績村デイサービスセンターみづき厨房増築及び改修工事請負契約についてを議題といた

します。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご
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ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２１号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第２、議案第21号 令和２年度麻績村一般会計補正予算（第９号）

を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第21号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２２号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第３、議案第22号 令和２年度麻績村国民健康保険特別会計補正
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予算（第３号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認め、原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２３号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第４、議案第23号 令和２年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事

業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第23号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２４号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第５、議案第24号 令和２年度麻績村住宅団地分譲事業特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第24号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２５号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第６、議案第25号 令和２年度麻績村下水道事業特別会計補正予

算（第４号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２６号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第７、議案第26号 令和２年度麻績村水道事業特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２７号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第８、議案第27号 令和２年度麻績村介護保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 
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  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２８号の質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第９、議案第28号 令和２年度麻績村後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  したがって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第１号の上程、質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第10、発議第１号 麻績村議会会議規則の一部を改正する規則に

ついてを議題といたします。 

  提出者より趣旨説明をお願いします。 

  小瀬議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 小瀬佳彦君 登壇〕 

○議会運営委員長（小瀬佳彦君） 麻績村議会会議規則の一部を改正する規則について、改正

の趣旨を説明します。 

  今回の改正は、標準町村議会会議規則の一部が改正されたことに伴い、併せて、村の議会

会議規則を改正するものである。この改正においては、昨今の社会情勢を勘案し、議員活動

と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活動しやすい環境整備の一環として出産、

育児、介護など議員として活動するに当たっての諸要因に配慮するため、議会への欠席事由

を整備することとともに、出産については母性保護の観点から産前・産後の欠席期間を規定

するものである。 

  加えて、請願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続について、請願者に一律に

求めている押印の義務づけを見直し、署名または記名押印に改めたものである。この改正の

背景には、地方議員の成り手不足の解消に向け、女性や若者をはじめとした多様な層の住民

が議員に立候補し活躍できる環境を早急に整備することが含まれている。このようなことか

ら、標準町村議会会議規則の改正に併せ、当村議会会議規則の改正を行うものである。 

○議長（塚原義昭君） 質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 
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  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  全員賛成と認め、発議第１号は原案どおり可決いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第２号の上程、質疑、討論、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第10、発議第２号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め

る意見書の提出についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（塚原義昭君） 全員挙手。 

  全員賛成と認め、発議第２号は原案どおり可決いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第３号の上程、採決 

○議長（塚原義昭君） 日程第12、発議第３号 議会議員の派遣についてを議題といたします。 

  お諮りします。 

  議員派遣の件につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思いま

す。 
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  ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、発議第３号は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の所掌事務調査の件について（議会運営委員会） 

○議長（塚原義昭君） 日程第15、閉会中の所掌事務調査の件についてを議題といたします。 

  議会運営委員長から麻績村議会会議規則第70条の規定によって、お手元に配付しました本

会議の会期日程と議会の運営に関する事項等について、閉会中の所掌事務調査の申出があり

ました。 

  お諮りします。 

  議会運営委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（塚原義昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、閉会中の継続審査をすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（塚原義昭君） 本日予定されました議事日程は、終了いたしました。 

  また、本定例会の会議に付された事件は全て終了いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  ここで、村長から挨拶があります。 

  高野村長。 

〔村長 高野忠房君 登壇〕 

○村長（高野忠房君） 閉会に当たりまして、一言御礼のご挨拶を申し上げます。 

  令和３年第１回麻績村議会定例会におきましては、提出いたしました28案件、慎重にご審
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議いただき、全て原案どおりお認めいただきましたこと、心より御礼を申し上げます。誠に

ありがとうございました。 

  一般質問におきましては、議員７名より村政の重要課題等について、また、将来の麻績村

発展に向けての貴重なご提言を賜りました。財源確保など環境が早期にそろい、貴重なご提

言が具現化できることを、私も願っております。 

  議決いただきました新年度予算につきましては、最大限の成果が生まれますよう、全職員

一丸となって質の高い執行に努めてまいります。 

  議員各位におかれましても、村政執行に対しまして、さらなるご理解、ご協力を賜ります

ようお願いを申し上げます。 

  以上、閉会に当たりましての御礼の挨拶とさせていただきます。 

  誠にありがとうございました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（塚原義昭君） 以上をもちまして、令和３年第１回麻績村議会３月定例会を閉会とし

ます。 

  なお、会議終了後、打合せ会議がありますので、議員の皆さんは議員控室にお集まりくだ

さい。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午前 ９時１５分 
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